dsi EEi:E:: 橋 


| レト 寺 ーー モ ーーーー 国内 名 地 か ら も ご 参加 いた だ け ま す 。 


Best 
_2019*10』 1 2020s5。 
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圧倒 的 な 届 昌 景 を 目の当たり に し て 上 息 を 呑む 。 
同 い が け な い 出会い が 忘れ られ な い 思 い 出 に な る 。 


そそ な 興 奮 と 感動 が あり ます 。 





ベス ト が お ぉ 届け する 
全 コ ー ス 、 安心 の 添乗 員 同 行 コ ー ス ! 
添乗 貞 か ら ご 出発 前 に 「 安 心 」 コ ー ル を させ て いた だ きま す 。 


ご 出発 の 5 一 2 日 前 まで に 、 お 申込 み ツ アー に 同行 させ て し た だ く 旭 浴 奈 貞 が ご 接 拶 を 兼ね た お 電話 を させ て し た だ ます 


計上 


添乗 貞 が 海外 用 Wi-FiI ル ー タ ー を 持参 し ます 。 


添乗 員 が 海外 用 WIFI ルー ター を 持参 し ます の で 、 ス マー ト フ ォ ン な どの モバ イル 端末 を ご 利用 いた だ け ま す 。 > うー P42 
イ ンタ ー ネ ッ ト を 検索 し た り 、 旅先 で 撮っ た 写真 を SNS に ア ッ プ し た り と 、 高額 請求 の 心 本 な く 旅 の 楽し み が 広がり ます 。 2 


に 間 


添乗 上 員 は スマ ー ト フォ ン を 持っ て いる の で 安心 で す 。 


万 一 の 場合 に も 対応 で きる よう 添乗 貞 は スマ ー ト フォ ン を 持っ て いま す 。 番号 を お 知ら せ し ま す の で 自由 行動 時 も 安心 で す 。 
さら に SNS の 環境 を お 持ち の 方 は 添乗 員 と の 連絡 が 簡単 便利 で す 。 (一 部 地域 を 除く ) 


ご 出発 前 も 、 ご 旅 行 中 も 安心 の サポ ー ト ! 











2 も 信 を 設置 し て いま す 。 旅 プロ 相談 メー ル 
人 03-3614-5109 を ご 利用 いた だ け ま す 。 SR 
谷 06-7664-824 1 >3tabipro@nta.cOo.jD 本 


ペ テ ラ ン 添 乗員 が お 電話 で ご 質問 に お 答え する 「 旅 の 情報 デス タ 」 を 気候 服装 、 通 貨 な ど 現 地 の こ と で 

設置 し て お り ま す 。 気候 、 服 装 、 通 貨 な ど 現地 の こと で わか ら な いこ と が あり まし た ら 、 わか ら な いこ と が あり まし た ら お 気軽 に メー ル で ご 相談 くだ さい 、。 
お 電話 くだ さい 。 ベテラン 舌 垂 員 が 親切 、 丁 寧 に 現地 情報 を お 答え し ます 。 ペ ベテラン 舟 垂 員 が お 答え いた し ます 。 

旅 の 情報 デス ツ ・ 旅 プロ 相談 メー ル 共 通 の ご 案内 

画 サ ービス 期間 2019 年 了 月 10 日 ( 水 ) 2020 年 月 ZZ 日 ( 移 ) ( お 電話 で お 沿 合 わせ は . 土 ・ 日 ・ 祝 日 評 F1 月 3D 昌 1 月 5 を 除き ます 。 ) 

遼 受 付 時 間 (お 電話 ) 月 曜日 ご 金曜 日 午前 11:00 午 後 5:0O デー ル で の お お 同 合わ せ は 上 記 期 間 は 妥 日 以降 の ご 回 答 と な け 

※ ご 案内 で きる の は 、 気 候 、 限 状 . 通 貨 、 泊 宴 な ど 滞 在 中 の の 注意 事項 や 出入 屋 の 手続 き 、 ツ アー の 一 豚 交 な 内 容 な ど に な り ま す 。 PC お 拓 況 な は 系 内 きま 

所 申込 み の ご 衣 行 民 門 、 追 加 手配 な ど に つき まし て は 、 旅 行 お お 申込 み の 店 舗 に ご 相談 くだ さい 。 氷 通 語 料 ・ 殺 固 科 は お 客 様 負 担 と な 


堂 立 プロ 相 諾 メー ル の お 問 合 わ せ は ば 「 笠 名 」 呈 欄 に 、 記 出 葬 日.H 新 の ツア ー コ ー ド . 太 名 前 を 右記 呈 入 力 方 洗 で き 入 力 く だ きい 。 価 ) 2026 年 2 有 10 ツア ー コ ー ド BOO0CUOOD. 日 本 夫 了 


ラン 添乗 軸 に よる 旅行 説明 会 を 開催 の の に る て すす の が に P 和 4 


証明 人 人 


損保 ジャ パン 日 本 興亜 「 日 本 語 安心 
サー ビス | を ご 用 禄 し て いま す 。 シト P42 





『+ ) 夫 紙 写真 ザラ ンド キャ ニオ ジア メリ カ ) . オー ロラ (カオ ナダ 人 ロ ユニ 指 張 ( り ビア ) 店 と も に イメ テージ 
: 





湯 外 旅行 保険 が 付い て いる の で 安心 し て 旅行 が 楽し め ま す 。 


カー の 場合 ( 急 な ご 病気 、 怪 我 、 ロ スト バ ゲ ー ジ ) で も 、 海 外 旅 行 保険 が 付い て いる の で 安心 で す 。 






田 還 還 囚 10p 
鍋 2 万 円 


補 尼 内 容 は 、 治 療 ・ 救 援 費 用 5 千 万 円 、 賠 償 責 働 1 億 円 、 航 空 機 寄託 手 荷物 遅延 等 費用 10 方 円 、 航 空 機 遅 延 費 用 2 万 円 で す 。 


※ 上 記 保 険 の 詳し い 内 容 は httns://www.nta_co.jp/ kaigai/informatiagn/haken/ を ご 覧 くだ さい 。 ※ 革 帯 さ れる 海 時 旅行 保険 の 補 慣 内 容 き を ご 確認 の 3 う ぇ 、 別 達 有 お 害 欄 の 必要 に 応じ 
て 海 昨 旅行 保険 に ご 加入 くだ さい 。 京 当 パンフレット に 申し 込み g の すべ て の お 害 様 が 対象 と な り ま す 。 (日 本 か ら 旅 行 に 巻 加 され な い 場 合 は 対象 外 と な り ま す 。) 雇 ご 旅行 開始 前 に 発病 
し た 疾病 は 補 人 慣 で きま せん 。 党 付帯 され る 海 針 旅行 保険 の 旅行 期間 と は 、 募 集 型 企画 旅行 期間 と 同一 期間 に な り ま す 。 ※※ 当 社 が 引受 保険 会 社 と 別途 約 する 海外 旅行 絶 公 保険 約 蔽 に 
其 づ いて 補 慣 され ます 。 


も Es 中 本 | 
Femn 講 男 。 量 a ie L___ 困 。 1 
し = ー = 半 『 二 」 


3 6 TTF 本 3 
ワリ の つ 和 (人 ( 天 (ソー/1』 (補選 3 受 ! レ よう 。 (日 本 ご 出発 時 、70 歳 以上 の 方 が 対象 で す ) 


キャ ン セ ル の 場合 、 取消 料 の 半額 分 を 次 回 ご 参加 の ツア ー で ご 利用 頂け ます 。 
体調 や 急用 な ど で や む を 得 ず ツア ー を キャ ン セ ル さ れ た 場合 で も 、 取 消 日 より 4 ヶ月 以内 に 次 回 ツア ー に ご 参加 いた だ く と 、 取消 料 の 半額 分 を 次 回 ご 参加 の ツア ー の 


旅行 代金 に 充当 いた し ます 。 
| 適用 条件 | 出発 の 前 日 か ら 起算 し て 日 前 まで に 取り 消し の お 申し 出 が あっ た 場合 。 それ 以降 は 、 適 用 出来 ませ ん 。 
| 、『 「 


@ 取 消 日 より 4 ヶ月 以内 に 出発 する 同一 パン フレ ッ ト の いずれ か の ツア ー に ご 参加 の 場合 (た だ し 、 同 じ 天 売店 で の お 申込 み の 場合 の ゆみ) 。 
玉 新 た に ご 基 加 いた だ く ツ アー を 取り 消さ きれ 場合 は 、 当 誌 の 取消 料 を いた だ きま す 。 骨 当初 ご 才 加 予定 の ツア ー 出 発 日 まで に 70 直 軸 上 の 方 が 対象 と な り ます 。 同 行 の 方 が 7D 由 未満 の 場合 、 同 行 の 方 は 迄 用 され ませ た 。 


ャ で に ト 。 | | = ーー 6 ーーー* 1 
スー ツケ ー ス の 宅配 サー ビス 付き 。 空港 まで の 往復 が ラク ラク で す 。 
ユー ツケ ー ズ を ご 出発 前 に ご 自 宅 か ら お 委 か り し 、 ご 出発 当日 の 成田 また は 羽田 まで 無料 で お 運び ぜ い た し ます 。 
ご 自 宅 か ら 空 港 ま で 重い 荷物 を 持ち 運ぶ 民 要 が な く 選 集合 いた だ け ま ます . まま た 、 選 帰国 時 に も 空港 から ご 自宅 まで 配送 いた し ます 。 
浴 お 1 上 得 お 請 補 1 コ 呈 住 導 宅配 ツー 応 と を 旧 終 日 程 本 と 一 四 に お 盛 し し ます 。 凌 マ ー 東 は 今回 相 人 掛 計 隈 り 有 剖 で です 。 亡 用 きれ 語 か っ た 場合 国選 昔 、 割引 は 病 邊 ませ 見 。 替 宅 配 サ ー ビ ヌ は 自動 車 硬 判 用 に 玉山 ま す 。 用 柄 走り 下記 
甘 お お 尾 け 距 に よっ で は 日 数 症 避 本 で す 。 記 一 本 利用 敵 空 鞭 社 に より 昔 地 玩 丁 お 窒 に ど 利 用 いた だ は な い 場 冶 定 ご ざい いま すす 。 選 日 本 国内 綿 刊 用 丁 場 韻 、 コ ライ ト 重 直 ぎ 時 間 宇 判 還 本 裕 若 社 に よっ そ は ご 刊 用 いた だ は な い 場 冶 が ご 
きい ます . 予 丁 坦 冶 丁 ご 返 便 紅 訓 叶 和 ませ 見 。 








(o) 











羨 乗 具 が お 伴 す る アメ リナ 」 葛 カナ タ ・ 


/ さこ アー * 

エコ ノミ ー ク ラス 利用 時 は 追加 代金 な し で 
Oo に 昌 EE ! 

| ペア ・ 仲 良し レシ ー ト 」 を ご 用 意 し ます 。 

マコ の 計 機 内 で も 楽し い 時 間 を お 過ごし いた だ ける よう 、 エコ ノミ ー ク ラス に て 

IME 知 」f ご 参加 の お 客 様 に は 、 追加 代金 な し で ベア ・ 仲 良 レ シー ト を ご 用 意 し ます 。 

… 通路 を 挟ま な い 横 並び 席 | ベア シー ト 」 を ご 用 意 し ます 。 

…・ お 近く の 席 「 仲 良し レシート 」 を ご 用 意 し ます 。 

還 3 名 様 で ご 参加 の 場合 ………… ・ 下 記 【 例 1】 の [ 」 で 表示 の 2 席 に 加え て 、[3|! の いずれ か 1 席 を ご 用 意 し ます 。( 通 路 を 挟む 場合 が あり ます 。) 

画 4 名 様 で ご 参加 の 場合 ………… 下 記 【 例 2】 の | ] で 表示 の 3 席 に 加え て 、4 の いずれ か 1 席 を ご 用 意 し ます 。( 通 路 を 挟む 場合 が あり ます 。) 

※5 名 様 以上 で ご 参加 の 場合 は 、 上 記 2・3・4 名 様 で ご 参加 の 場合 の いずれ か の 組み 

合わ せ と な り 、 お 客 様 全員 を お 近く の 席 で ご 用 意 で き な い 場 合 が あり ます 。 に に 

和則 は ご 用 首 す る 信良 し シキ の 一 例 で ま 。 生 店 や 素 の 体 時 は ご 利用 使 の 上 呈 県 4 | 44 し 44 
に す s 

※ 通 路側. 窟 側 及び 座席 番号 、 右 記 の 例 で ご 案内 する 座 席 位置 の 指定 は お 受け で き 9 LU PP 3 ほ JCD 


ませ ん 。 又 、 事 前 に 座席 番号 の 回 答 は いた し ませ ん 。 正和 回 國 題 出 園 較 aa 4.4 


堪 対 象 区 間 : 日 本 発着 の 国際 線 フ ライ ト 馴 琶 之 ペ ア ・ 仲 良し レー ト の ご 用 意 は 、 同 一 出発 日 、 同 一 ツア ー (同一 行程 、 同 一 日 教 、 同 一 フラ イト 、 同 一 ホテ ル ) に 同一 販売 












【 例 2] 4 名 で ご 共 加 の 場合 








往路 : 日 本 の 最終 出発 地 か 店 に お 申込 みい た だ いた 場合 の み 有 効 で す 。 ※ ご 旅行 お 申込 み 後 、 氏 名 (スペ ル 含 む ) ・ 性 別 ・ 生 年 月 日 の 変更 、 参 加 人 
it 数 に 変更 が あっ た 場合 は [ペア ・ 仲 良し シー ト | を ご 用 意 で き な い 場合 が あり ます 。※ 窓 側 ・ 通 路側 な どの 指定 や 座席 番 

北米 内 の 最初 の 到着 地 ( 乗 継 地 ) 馬 の 模 赴 は お 受け で きま せん 。 ご 発表 で ご 容 内 する 集合 時 間 ま で に お 越し いた だ りな か っ た 場合 、 ベ 

・ 北 迷 内 ア ・ 仲 良し シー ト を ご 用 意 で き な い 場合 が あり ます 。※ バ シネ ッ ト ペッ ド ) や 車椅子 等 、 特 別 な シー ト を 利用 され 

復路 : 北 米内 の 最終 出発 地 ( 乗 継 地 ) ナ る 場合 は 対象 外 と な り ま す 。※ 大 人 2 名 十 幼児 2 名 以上 で お 申込 み の 場合 的 空 安全 上 の 規定 に より 、 横 並び 席 を ご 用 意 

_ 日 本 の 最初 の 到着 地 で き な い 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 遂 路 を 挟ん だ 並び 席 又は 綴 並 び の 席 を ご 用 意 し ます 。※ ご 出発 当日 、 急 に ベア ・ 仲 良し 
(上 記 以 外 の フラ イト は 対象 と な り ま せん 。) シー ト が ご 用 意 で き な か っ た 場合 は 、1 組 5.000 円 U り C ギ フト カー ド を ご 出発 空港 又は 販売 店 に て お 渡し いた し ます 。 但 し 、 ご 





ュー ララ デー 1 『 出 間 当日 の フラ イト キャ ン セ ル 下 びび 机 材 語 更 が 理由 の 場合 を 除き ます . 雇 ビ ジネス タラ ユ 征 び 上 紋 エ コッ ミー ツタ ラス を ご 和 講 
@ エ コノ ミー クラ ス こ ご 利用 の 方 が 対象 と たり ます 。 の お 客 様 は 対象 と な り ませ ん 。 予 め ご 氷 色 お きく だ さい > 


早く 決め れ ば 断然 お 得 ! 
ご 出発 の 60 日 前 に ご 予約 完了 な ら お 1 人 様 に つき 
下記 代金 を 旅行 代金 か ら 割 引 し ます 。 (大 人 - 子 俊 同 額 ) 


対象 コー ス 早期 申込 提 プ ラン 適用 期間 





EE 
全 コー ス | ご 出発 の 50 日 前 まで の ご 予約 完 〒 で | 10.000 貼 割引! 


旅行 開始 日 の 前 日 より 起算 し て さか の ぼっ て 60 日 前 まで に 予約 を 完了 いた だ いた 場合 の み 適 用 され ます 。 代 ご 予約 後 、 適 用 日 を 過ぎ て か ら の 氏名 (スペ ル 含 む )・ 
性 別 ・ 生 年 月 日 の 変更 及び 訂正 、 コ ー ス 変更 (日 数 変更 、 延 泊 プ ラン 等 の 出発 ・ 帰 着 日 が 変更 に な る も の を 含む ) 、 航 空 座席 の クラ ス 変更 、 基 本 プラ ン か ら グ レー ド 
アッ ププ ラン へ の 変更 国内線 利用 追加 ・ 変 更 ・ 取 消 及び 発着 地変 更 が 発生 し た 場合 は 通常 の ご 予約 と な り 割 引 プ ラン 対象 外 と な り ま す 。 代 取 消 待ち 予約 で 、 適用 
日 を 過ぎ て か ら 予 約 が 完了 し た 場合 は 割引 対象 外 と な り ま す 。 幼 児 代金 の お 子 様 は いずれ も 対象 外 と な り ま す 。 


70 歳 以上 の お 客 様 の ご 旅行 を 応援 し ます 。 


@ 詳し く は P2 を ご 覧 くだ さい 。 





と 2018 症 麻 JCSI (日 本 陳 克 客 週 足 席 指 雪 ) 調査 に お いて 
=: 1] . 日 本 旅行 は 旅行 業種 で 
1 * 0 事 a コ DB 年度. に 
: よ 。 顧客 満足 度 第 | 位 を 獲得 上 計 和 "e 
日 吾 褒 行 で は 顧客 油 足 護 を は ほじ 癌 、 卸 賞品 買 - と ロイ ヤル テディ で 順 1 必 を 攻 則 し まし た 。 
(評価 基準) 枢 弁 客 清 足 … 利 用 し て 悪 じ た 満 足 中 耶 言 し 


事 引 時 品質 一 実際 に サー ビ ユ を 利用 し た 障 に 感 選 証 、 上 へ の 評価 
黄 推 王 草 向 - 刊 用 に た サー ビス 上 の 内 容 に つい て . 皆 定 的 に に 倒 応 旋 直 どう 赤 


本 ロイ ヤギ 見 ティ ー 合 租 所 そ 中 サー ビ 去 吾 覗 いい 甲 け た し いも コ と 証 還 に 使い いた いい 四 記 ど 本 再刊 因 意 向 


喘 品 環 均 生 。 滞 間 財団 千 上 日 直 生 尊 性 率 部 サー ビス ヌ 必 本 生 才 性 憎 購 符 直 年 了 屋 二 ら 宇 歯 上 で いい 吉日 率 
酷 天 語 押 吊 客 満足 護 調 意 で す 。 サ ー ビ ミ 導 華 中 生 意 性 きき がき コ ュ で 本 要員 | 右 審 沿 足 」 を 数 慎 起 * 可 打開 
ト 。 ET こ 買 する 情報 と し て 用 いい る こと を 回 的 に 調査 行っ て い 邊 放 
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経験 豊か る 
お 楽し みい た だ け ま す 。 誰 も が 不安 を 抱え る 言葉 や 暫 慣 の 問題 、 フ リー タイ ム の 過 こ し 方 な ど お 所 気軽 に ご 


@ ご 出発 前 の 安心 コー ル 


日 本 ご 出発 の 5~2 日 前 まで に 、 お 申込 み ツ アー に 同行 させ て いた だ 
く 担当 添乗 員 が 、 ご 挨拶 を 兼ね て お 客 様 へ お 電話 を させ て いた だ きま 
す . ご 質問 、 ご 希望 な ど 、 ど ん な こと で も お 気軽 に お 尋ね くだ さい 、。 

※ 代 表 者 の 方 の み へ の 連絡 と な り ま す 。 また ご 不在 で 連絡 が つか な い 場 合 は ご 容赦 くだ さい 。 


@ 流 乗 貞 が 海外 用 Wi-Fi ル ー タ ー を 持参 し ます 。 


湾 乗 員 が 海外 用 Wi-F リ ルー ター を 持参 し ます の で 、 ス マー ト フ ォ ン な どの 
モバ イル 端末 を ご 利用 いた だ け ま す 。 イ ンタ ーネット を 検索 し た り 、 旅 先 
で 撮っ た 写真 を SNS に アッ プ し た り 、 高 額 請求 の 心配 な く 旅 の 楽し み 
が 広がり ます 。 


※ ご 利用 に 関し まし て は 、 原則 9 時 一 7 時 の の 沙 乗 上 が 同行 する 団体 行動 中 と きせ て いた だ 寺 
ます 。 ま た 、 時間 内 で も 安 入 管理 上 、 ご 覗 用 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 所 ツア ー ご 参加 の 
皆様 で 1 台 の ルー ター を 共有 いた だ きま す 。 超 高 速 デー タ 通 信 で す が 、 ル ルー ター へ の 同時 接続 
は 最大 14 台 まで と な り 、 デ ー タ 通 情 許 容量 が 限度 に 達し た 場合 は 低速 履い た し ます 。 ま た 現地 
事情 に より 使用 で き な い 場合 が あり ます 。※ パ ス で の 都市 間 移動 時 識 、 国 立 公 園内 、 オ ー ロ ラ 
観賞 地 な ど で は 通信 環境 に より WiLFi が 利用 で き な い 場合 が ご ざい ます 。 予 不 ご 了承 くだ きい 。 





お すす め ボ ポイ ント 、 各 都市 の 魅力 な ど を 詳し く 


攻 玉 本 5: 午 圭 衣 言 
東京 都 親 宿 区 新宿 365- 呈 市 内 ビ ピル 1 著 





日 本 参 行 新宿 支店 容 03-3350-4698 


半日 
了 メ リカ 活 乗 員 同 打 コ ー ス の る ) | 木曜 14:30 一 16:D0| 10/17、12719、 2/20 
本 ボ 
カナ ダ ( オ ー ロ ラ ) 10/24、 12/12、 1/16 


ーー Re (定員 1g 日 本 診 行 吉祥 寺 支店 容 0422-20-3221 


RE 30ー13 00 


レー あ z | ieo6-1739 


= 較 heoo=170|914 | 
ES 
了 
は - ロ > は raeoctsooli22 = 、、 | 


メリ 方 大 自 氏 





L | 日 リ ミ 【G9』 し ec に の の 

| 日 ニレ きも 導 jk:3 
東京 都 新宿 区 新宿 3-3B-5 市 嶋 ビル 4 階 

| ピピ ン ル ルル :2 ン pa ョ レ 4( コ に ちら に ) 
オッ 
オー ロラ 写真 の 第 一 人 者 と 言わ れる 田中 雅 
美 氏 に よる 特別 説明 倒 で す 。 出発 前 に 知っ 
て お きた い オ ー ロ ブラ 撮影 の ポイ ント な ど を 
紹介 し ます 。 





ま ※ 田 中 氏 の プロ フィ ー ル は 昌 1 昌 を ご覧 くだ さい 


小 や すす め ホ 


全 コ ー ス 、 経験 豊か な 添乗 上 員 が 同行 し お 世話 いた し ます 。 


な 乗 具 が 同行 し て お 世話 いた し ます 。 ご 出発 前 の 安心 コー ル や ご 旅行 中 の サポ ー 


hh 


ョ ジイ 


な ど 安 心して ご 旅行 を 
相談 くだ さい 。 


@ 添乗 貞 は スマ ー ト フォ ン を 持っ て いる の で 安心 で す 。 


万 一 の 場合 に も 対応 で きる よう 添乗 具 は スマ ー ト フォ ン を 持っ て いま 


す 。 番号 を お 知ら せ し ま す の で 自由 行動 時 も 安心 で す 。 さら に SNS 


の 環境 を お 持ち の 方 は 添乗 員 と の 連 給 も 簡単 便利 で す 。 


※ 通 信 ・ 通 話 に 関し まし て は 、 原 則 ロ 時 一 17 時 と きせ て いた だ きま す 。 ま た 、 通 話 料 ・ 通 信 料 は お 


宮 様 負担 と な り ま す 。 
党 お 客 様 入 び 留守 毛 か ら の 個人 的 な 覗 用 に つい て は お 灯り し て お りり ます 。 SNS 利 用 な どの ご 
注意 ' ご 案内 事項 は 現地 に て 舌 華 員 よ りさ せ て で いた だ きま す 。 


24 時 間 365 日 対応 の 「 日 本 語 安心 サー ビス 」 
損保 ジャ バン 日 本 妹 悪 「 日 本 語 安 心 サ ービス 」 を ご 用 意 し て いま す 。 
忌 な 毛 三才 主 尊 雪 は も 吾 二 上 叫 の こと ど 、 パスポート 納 失 震 ど 了 寺 で 本 あ らち ら 中古 ウッ デニー ト お 国 
け の 時 に ご 利用 いた だ け ま す 。 24 時 間 G55 日 体 机 で お 客 様 か ら の ご 幅 酸 に 日 本 語 で お 応寺 し ま 
す 。 詳し く は 最 商 日 程 表 で ご 確認 くだ きい しい 。 


「 日 夫 馬 安心 サー ビス 」 還 内 容 (一 開 ) 
ご 予約 臣 ぜ キャ ッシュ ビュ 半 策 提 代 





柚 最 寄り 中 提携 疾 立 標 問 の ご 室内 ・ 
和 柚 音 種 ト テラ ブル が お あっ た 了 . 電話 に よる 通訳 型 ご 自宅 ・ 親 評 … 四 メッ セー テ 伝 造 サ ービス 
李 パ スギ ポー ト や ウレ ジッ トカ ー ド 本 拉 失 本 際 、 手続 の 方 法 の 案内 





t 


ベテラン 添乗 員 に よる 旅行 説明 会 を 開催 し ます 。 も 約 魏 
行 を 検討 中 の お 客 様 を 対象 に 旅行 説明 会 を 開催 し て いま す 。 ペ テラ ン 漆 乗 具 が 、 コ ー ス の 見 どこ ろ や 
ご 説明 いた し ます の で 、 是 非 、 選 参加 くだ さい い 。 





東京 ・ 埼 玉 ・ 大 阪 ・ 共 通 の ご 案内 


予約 制 と な り ます. (関西 会 場 は 3 日 前 ) 前 日 まで に ご 希望 会 場 の 受付 まで お 電話 に て 
お 申込 みく だ さい 。 (定員 あり ) 

筐 説明 会 会 場 は , 開 始 時 妙 15 人 前 か らら の 開場 な り ま す 。 

天 方 面 別 説明 会 は 、3 日 前 まで に と 予約 が 全く な い 場 合 は 、 中 止 や 方 面 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 


すでに お 申込 みさ れ で いる お 客 様 対象 の 旅行 説明 会 と な り ます 
大 阪 関西 (梅田 ) 会場 (定員 3Q 名 ・ 最少 催行 人 員 4 名 ) ジジ バング プラ ザ 
大 阪 府 大 阪 市 北 区 梅田 1-11-4 大 阪 駅 前 第 4 ビル 24 藩 ※ ビ ル 1 階 より 高層 階 エレ ペー ター を ご 利用 くだ さい 。 


同人 時 間 
| カナ ダ | 土曜 11:00 一 1g:00| 8/3、9/7、10/5、11/2、18/7、1711、2/1 


| アメ ゆ ヵ 大 邊 区 計 曜 116:001790|1075 uuo o o 〔tQV ( WW 


大 阪 会 場 は 、 下 記 旅行 説明 会 予約 受付 専用 電話 番号 に お お か がけ くだ さい 。 
窒 06-6361-5461/, 月 一 金 II00-17:30( 士 日 - 祝 体 業 ) (12/B0 ロ 1 休業 ) 


か ら も 予約 OK 


。 ま た 、 田 中 氏 の 事情 に よる 場合 は 天 放 を 中 止 させ で いい だ だ で 場合 が きき 還 還 
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21・22 
23・24 
25・26 


2/・28 








コー ネス 名 


りあ / 


9.10 | と っ て お き の グ ラン ドサ ー ク ル 
- | ヨセミテ 国立 公園 8 日 
11-12 | アメ リカ 大 自然 紀行 8 日 
8 つの 絶景 を めぐ る 旅 

13.14 | と っ て お き の グ ラン ドキ ャ ニオ ン 


ナイ アガ リフ ドー テー ヨー ツル 8 日 
カナ ダ 
15・16 









白銀 の 絶景 ナイ アガ ラフ 7 日 





1719 | イエ ロー ナイ フ ・ オ ー ロ ラ 6 日 
軸 米 ・ 中 米 
ウ ユ ニ 塩 湖 と ペル 一 周遊 10 日 


絶景 を 巡る 旅 ! メキ シコ 周遊 8 日 


国内 線 特 別 追加 代 釜 プラ ン の ご 案内 


画 特 別 追加 代金 一 覧 表 (大 子供 同 客 ぉ 1 人 欄 ) 記 








バタ ー シ 


国際 線 
ウラ プス 
札幌 
画 館 

秋田 

小松 

者 古屋 (中 部 ) 

大 基 ( 伊 地 ) 








1 提 HH 主導 田 軸 琶 
3H.0UU ポ 選 田 の み 


北 

中 国 
西国 
| 九州 | 態 座 ・ 長 崎 ・ 大 ・ 宮 崎 ・ 鹿 児島 
[ 吉 守 肉 ] 箇 コ ー ス 主体 相 お 申 知 と 同時 に 刀 申 知 才 で 下 し 1。 和 識 許 庫 亜 巴 約 
が 以 保 補 き 尋 い 場合 は 評判 同 いい た 古 け ませ 上 。 正 赴 運 軸 証 庫 席 糧 に 宰 隊 が 
箇 古 場合 で も も 。 帯 交 机 曜 錠 が で 寺 な し 1 場合 が 志 り ます 。 机 上 表 約 ほ 、 国 内 前 
副 和 可 手配 か が 誠也. 当社 が 承 語 た 時 に 成立 ます 。 蘭 己 利用 恒 ほ 国 陣 
大 呈 時 叫 己 呈 時 間 加 山 に 議 縺 二井 画 血 に 瑞 和 ます 。 剛 記 刊 用 恒 人 は 当社 が 
決定 も いい た し ます 。 商 、 素 放 職 寺 に 最 計 宮 晴 間 帯 下 航 嘱 王 存 宮 用意 で 葉 奏 し * 堀 
音 起 再 ま す 。 民 下 の 堀 苔 を 本 寺 , お 客 竹 下 ご 希 乙 己 指定 ほ 志 受け 宮寺 計 せ 
n。 王 再 区 栖 相 居 性 袋 に より. 選出 其 立 ほ は 記 則 瑠 時 に に おけ 古 御 守 風 単 喘 訂 守 
や 空海 か ら ご 自宅 まで 呈 通 要 岡 惨 臣 に 吾 陣 が 訓 避 場合 に 根 口 . 記 希望 正 存 
書 同 LUL1 を し ます 。( 肢 村民 天 店 者 申出 定 さい 1] モ 凸 際 は で コー ユネ 率 人柄 
の お 申 千 上 み と 同 震 に お 申 品 ゆ . 己 還 緒 い た だ だ 区 一 .B 選 出 革 の 3 日 前 まで 中 
届 申 対 看 押 性 選 在 厨 事 、(W す し も 選 希 練 便 が 放 配 で き 芋 いい 場合 直 丘 陳 
を 市 王 が か じ ゆ ご 了承 くだ さ し い 重 成 田 俳 コー ミエ に 忌 吉 西堀 苔 . 原 用 に し て 羽 
困 全 を 事 配 L ま すす 。 町 週 雅 福 芋 ど 一 可 配 空 尋 は て 請 了 本 で は ほ 還 昌和 地 せ 生 。 油 
田 宰 港 一 成田 空 下 半 中間 通 陸 隊 は お 格 様 己 自身 本 手配 . 選 負担 と 在 下 ます 。 
記 需 望 に よ 品 成田 恒 本 手配 契 志 受け し た し ます が . 盾 約 葉 層 に よ コ と は 記 希 
望 に 生 計 な し 1 場合 も も 志 中 束 本 。 務 本 場合 は 羽田 陣 奄 己 刊 困 に いた だ ぎ 東 本 。 柚 
当日 電 口 雇 ぎ が で まき なし ! 香 で 環 泊 を 伴 き 場合 中 宿泊 選 ( 出 措 晴 . 到 区 晴 と も ) 
工 . 航 宰 選 は yh 本 証 通 帳 閲 四 臣 用 は 再 害 要 の 詞 負 担 と な 呈す 。 草 巳 利用 恒 
ほ は コー ヌ 主 価 丁 崩 生 湊 定 表 要 ね 出 革 員 ヨロ 日 前 に 回 香 い 1 を し 下す 。 重 国語 巡 
刺 用 航空 同社 身 還 便 省 確 定 し て いない コー ス 丁 量 音 可 己 刊 用 恒 可 回 告 時 
棒 は . 選 田 発出 1 日 前 思 降 な 品 生 す 。 草 選 模 用 昼 を 回 符 相 た 肖 に . お 暫 剛 麗 
ご 郡 昔 に より 選 刊 月 恒 奄 族 更 さ れれ 旭 場 冶 は 時期 に よっ コ て 表 傍 手 球 忠 か が 
ます 。 詳 し く は 愛 全 服 売 店 に 己 枯 認 くだ さ し 1 い 。【 刀 申 し 由 時 還 に よ ロ 所 空 可 
再 弾 甘 に 任 ヨ 手数 判 も 避 要 と な ます 。) 構 国内線 呈 航空 装 ( 古 チッ 刀 客 様 
控え ] は . 札 幅 、 名 古屋 (中 部 ). 克 孤 ( 使 凡 . 閲 空 . 旭 戸 ). 存 岡 中 吾 空 惹か ご 堆 
加西 堀 冶 は 当日 空 居 で で. 才 m 屈 中 空港 か ら 己 琴 吉 忠昌 ほ 選出 軸 上 時 に 語 申 
拓 責 外因 天 店 よ 呈 本 四 し じい た し ます 。 還 国内 捜 と 国際 線 貞 生 ロ 末寺 は 。 則 


答 コ 


神 和 柳 の オー ロラ イエ ロー ナイ フ と 
自然 写真 家 ・ 田 中 雅美 氏 と 行く 
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大 空 の 鏡 と 天空 都市 マチ ュ ビ チュ を めぐ る 
感動 の 世界 遺産 ! ペルー 周遊 8 日 

大 空 都市 ・ 伝 説 の 湖 ・ 謎 の 地上 続 を 巡る 旅 。 
感動 の 世界 遺産 ! 南 米 5 大 世界 遺産 紀行 11 日 

イ ゲ アス の 滝 ・ 天 空 都市 マチ ュ ピ チュ ・ メ キシ コ を 巡る 旅 


コロ ニー アル の 街 ・ メ キシ コ 古 代 遺 跡 ・ 


。 20.000_ 
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由 和 1・ 日 本 航空 | 


と し て お 客 欄 ご 自身 で 行っ て し ! た 症 寺 きま す 。 ご 利用 本 航空 会 社 に よっ て は 、 国 
内 線 保 安 エ リア を 出る こと な くそ の まま 国際 線 … 蛋 本 ぎ が で きる 場合 が ご 
ご し いい ます 。 屋 綴 日 程 表 で ご 径 内 し ます 。 そ の 場合 . 清 球 員 同行 ツア ー で 吊っ て 
ね 国内 報 心 午 斑 口 で は 潜 乗 財 . 当 社 ス タッ プ に よ 古 己 案 内 は 市 ませ 所 。【 国 
内 晶 格 各 時 か ら 水 昌 員 直 同 行 する ツウ アー は 工 昌 過 が ご 率 円 し ます } 沙 履 由 は 
国際 販 素 口 で お 客 査 と 癌 泊 し ます 中 で 国際 団 北東 口 まで 訪 客 標目 身 
で お 越し くだ さい 。 環 国内 緑 只 プ レミ アム ウラ ス 、 フ ァ ー メ トラ ス 、 ウ ラス 』 ほ 
利用 し てけ ませ ル 。 筐 后 道 中 の 四 ご 利 用 も 可能 で す が 特に 明 配 L た 場 
沖 看 陸 寺 。 代 外 は 半 研 で す 。 ま た . 福 枯 ご 利用 相場 合 も 、 同 一 区 問 に 限 ロ ます 。 
型 日 玉 航 空中 ご 利用 と な コ た 場合 、 日 本 キヨ ンス オー シャ ー ン 航空 、 ジ ェ イエ ア 、 
ジェ ッ ト ス ター ジャ バーン mL ずれ が に よ ロ 運航 計れ る コー ド シ エ 便 還 堀 苔 が 
市 ます 。 醒 AA 本 利 用 と な コ た 場合 . エ デー ニッ ポン. AN ウィ ン ヴ エス.、 北 
海 道 同 際 航 空 【 エ ア ギ ドゥ ). ス ター ココ ヨイ ヤー、IBEX エ デア ライ ンズ 、 リ ソラ シド エ 
ア PLt ず れ か に より 運 衛 れ 古 コー ドジ エア 覗 本 堺 合 が お ロ ま す 。 箇 特許 民 
番 相 設定 が な しい 都市 が 中 状 写 琴 は . 己 自身 で お 事 和 くだ さも 1。 本 中 特 刑 
代 釜 電 利 用 し た 国内 暫 有 過 空 因 可 予約 が 本 保 で き な い 場合 . コ ー ス 放 栖 や 国 ロ 
週 し され 必 隙 に は . コ ー ユ 本性 中 取消 料 存 お 表 拓 し いい し いた だ きき ます 。 二 国 内 氷 
身障 苦 の 手配 完了 簡 に コー ス ユ 本 体 を お 取消 し ゆ 場 合 は . コ ー ヌ 本 性 旅行 代 
釜 に 国内 較 据 胡 民 敬 在 加 し た 能 顔 が 取 道 料 本 対 了 誠 行 民 敬 と 尽 ロ ます 。 な 
お お 取消 料 下 算定 す 放 工人 準 と な 包 論 行 開始 日 は 時 本 と な コー ユ 中 国際 上 
出 俳 日 と な ます 。 重 当 プ ラン に お け 避 国内線 区 間 四 手配 が 完了 し た 時 が 上 、 
当 請 区 間 は 算 儲 型 企画 交 行 本 一 部 なり ロ ます 。 陳 国 婁 緯 ビ ジ ヤ ネ ユウ ラコ 性 
刊 用 の 電 冶 国内線 特別 民 並 ブ ラン を ご 利用 いた だ だ け 評 じい 則 企 が 刺す 。 

[早期 申 和 プ ゴラン に お 申込 貞 刀 守 隊 ] 更 早 明 申 迄 畑 ゴ ラン に お 申 私 中 お 客 揚 
は 早期 申込 糧 の 周 用 され る 明 陣 まで に 国内 練 特 周 民 番 プラ ン も お 中 邊 ゆく 
だ さも し 本 コ ー ス 本 体 選 予約 秋 に 早 龍 申 和 ゴ コン お 申 迄 彰 陽 を 周 寺 て がら ロ 
国内 線 特 別 代 区 プ ラン の 刻 更 追加 取消 友 計れ ます と . 早 閉 申 品 ゴ ラー 行 
代 人 割 引 が 汗 用 計れ 祥 く 癌 ロ ま す 中 で 予知 了承 下 し に 本 コ ー ユ 価 中 早 
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ング ム 神 氷 ナー ロラ 
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素 京 以 計 の 国内 難 地 か ら 特 別 追加 料 倒 で 
ご 参加 いた だ け ま す 。 
航空 座席 の の 予約 が 確保 で き な い 場合 は ご 利用 いた だ け ま せん 。 

時 単位: 円 計 棒 行 代 信 に は 儲 和 まれ で て おけ 計 せ 貞 。 別 舌 追 加代 多 を お 支払 いた だ きまま す 。 


全 ケ ラス 共通 - 
| 20.000 。 
| 25000 | 20.000 
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日 本 国内 線 利用 可能 航空 会 社 


則 中 各 ゴ プラ ン 男 参 行 民 釜 着 引 | は 国内 線 特 列 民 全 ゴ ラン の 手配 も 完了 し て 
いる ご と が 双 半 です 。 手 配 寒 了 上 の 時 点 が お 申込 地 央 限 日 を 過ぎ で い 避 其 苔 、 
遂行 代 並 の 副 引 は 骨 用 計れ ませ ルル 。 

【 理 小 議 設 硬 用 料 に つい て ] 記 加 補 港 で は 国内 出 著 ' 選 天 四 暫 に 剤 し 宰 
港 長 設 合用 料 が 課 釜 菩 和 れ れ ます (幼児 主要 )。 鹿 田 空港! 第 第 太 害 ーー ミナ 
ル デ 大 中 4 ロ 円 "子供 EBH 円 (第 は 衣 野 ター ナオ ナル) 大 人 3B 円 " 子 
供 1 円 、 羽 田 空港 大.AEB ロ 円 “子供 1.4 ロ 円 中 包 空 港 一 大 .k ヨ 1 ロ 円 . 
子 慌 1BU 円 、 匠 国際 ( 胃 丹 ) 補 科 =ー 天 だ BH 円 . 子 会 19 円 . 開 西国 際 議 菩 
( 甘 一 ター ミナ ルビ ル ) 大 上 43 ロ 円 , 子 人 過 ロ G 円 . 北 九 情 空港 天上 人 1 ロロ 円 
子 位 E ロ 円 . 町 千歳 空 湯 大 87 ロ 円 . 子 湯 14 ロ 円 . 机 難 国際 空港 = 上 
ご ロ 円 . 子 典 1E ロ 円 、 沖 賠 三 大 AT1E ロ 円 子 貞 B 円 

回 の コー ドジ エ 了 デ 恒 は 選 制 星 に 意 和 れ 寺 記 上 

癖 選 太 姓 同一 航空 村 社 の か 中 己 利用 可能 で 本 


1 国内線 特 末 民 合 プ ラン は 競 の の 近作 で ご 予約 在 お 願い し ます 。 ツ デー 本 体 
己 予約 時 に [追加 可 態 商品 一 覧 」 画 面 で 、 素 前 空 詳 ' ア ド オ ン で 楼 索 し 、 ご 
病 望 の 区 開 を 選択 し て くだ さい 。 区 間 は 片道 万 青 示 され ます 中 で 符 榎 の 場 
馬 は 手 貴 号 、 拉 四 半 友 そ れれ ぞ 打 居所 し て くだ 學 し 1。 ( 恒 独 時 間 夫 皿 亡者 証 
が 吉 必 王 合 も 同様 に メッ セー で お 知ら せく だ さい 。) シ ステ ム で 家 示 され 
な し 切 間 は 見積 中 語 ロダ ウエスト に て 手配 選 男 ぐだ だ 直し 1。 | 手配 供 還 』 主 選択 し 
【 利 用 日 ! 利 用 日 【 開 盟 陸 間 』 ロ ロロ OHT 語 面 北 内 - 中 南 洲 【 ア イ テ チ ナリ 基 暫 ) 
刊 用 区 間 - 判 用 者 者 在 上 本 くだ 志 1。 己 . 予 総 結 果 ほ 全て リロ ウタ エ ュ ネト と 痢 呈 当 
社 在 彰 用 便 在 湊 定 し 。 手 配 界 了 後に 回 末 相 し! を し 東 す 。 ヨ . 上 記 加 界 相 五 和 
に よる る 国内 線 可 予約 に は 時 追 加代 釜 は 週 用 され ませ ん 。 紀 . ご 利用 恒 回 答 
邊 に 下 暫 内 容 友 変更 され 局 告 は 別 達 手 類 料 志 品 要 で す 。 量 前 税 販 記 希 望 
の 場合 は 、 出 発 日 台 は 導 国 日 で 検索 し 、 前 日 豆 は 翌日 … 日 付 を 陸 動 させ た 
杜 に 登録 し て く て 評 大 し 1。 





カナ ダ 。 


セミ テ 国 立 公園 記 ラ スベ ガ ズ と ニューヨーク 
サン フラ ン > ー の セア 4NJmm リ 須 ナ イア ガラ フォ ー ル ズ 


ggU 訪 合衆国 


ビジ ルス ペッ ルン アア, < どこ り 共 実 7 ビ ユ バ , 記 を 。 コー は コ ー ス ペー (os 


右記 マー タク 記 載 中 コー ス で は 、 ビ ジネス ラス 追加 代 査 友 ご 用 意 い た し まし た 。 


ADELTA ジ = テル 夕 航 空 AmericanAirines ' アメ リカ ン 航 空 


180 度 リク ライ ニン グ で フル フラ ッ ト を 実現 。 ビジ ネス クラ ス 


空港 で 優先 チェ ッ ク イ ン と お 荷物 の 受け 取り 。 氏 ご 搭乗 前 に 成田 = 例 東 京 - デ アメ リカ 甘 線 は 全席 直接 アタ ゼス 可能 な フル 
空港 で は デル ダス カイ クラ ブ 、 羽 田 空港 で は TIAT ラ ウン ッ ジ の ご ど 利用 ee フラ ッ ト シ ー ト 。 代 空港 ラウ ンジ "Admirals Club" の ご 
(お 飲物 工 新 聞 な ど を ご 用 意 )※ デ アル タス カイ タラ ブ の 所 在 地 は 、 デ ル タ 航 空 本 利用 。 各 和食 や ヌメ インデ ィ ッ シュ は 事前 予約 が お すす 
公式 ホー ムペ ー ジ (httns:/ja deftacom/) よ り ご 確認 くだ さい 。 めで す 。 欄 300 本 以上 の 映画 な ど 充 実機 内 エン ター 
天 お や すみ 時 は Westin HeavernlyR の 寝具 を ご 用 意 。 草 個人 専用 環 テイ メン ト Bosa 製 メイ ズ キ ャ ン セ リン ゲ グ ヘッド ホン で 
の 豊富 な エン ター テイ ン メ ント 台 全 座席 に ユニ バー サル 電源 と USB お 楽し みい た だ け ま す 。 参 ロサ ン ゼ ルス 発し ザー ブラ ン 
ポー ト を 設置 。 弄 各種 お 料理 と ワイ ン な ど 豊 富 な お 飲み 層 を ご 有 2 i 


析 デ イ ペー ジ 写真 ド "This 呈 Ground" 製 ケー ス に 入っ た アメ ニテ ィ キ ッ 
意 。 著 TUMI オ リ ジ ナ ルポ ー チ に つた アメ ニテ ィ キ ッ ト 中 己 用 意 幸代 - デル ダ 枢 ト を ご 用 意 。 


沙 拉 垂 職 材 に よっ て 座 語 七 欄 、 シ ー MD た ER も 生 0 洪 乗 憐 材 に よっ て 座 語 仕様 。 セ ー ト サイ ズ は 異な り ます 。 ま た サー ビス 内 容 居 更 と な る 場合 が こざ いま す 。 


私 moweuco 5 アエロ メヒコ @ AiR CANApA エア ・ カ ナダ 


= ピ と シセ ヒ ど * 皮 エア ・ カ ナダ シグ ネ チ ャ ー ク ラス (ビジ ネス クラ ス ) 


民 還 先 チ ェ ッ クイ ン 参 優先 チェ ッ タ イン, 優先 搭乗 、 安 検査 場 で の 優先 ライ ン ( ご 
旭 空 甚 ラ ウン ジ 利 用 "デル マダ ・ 利用 いた だ け な い 時 間 帯 も ご ざい ます 。) 樺 メー プル リー フッ ラウ 
スカ イタ ラブ "を ご 利用 ンジ の ど ご 利用 軸 大 き な 枕 と 上 質 な 羽 布 団 を ご 用 意 専 個人 専用 
いた だ け ま す 。 の 費 寅 な エン ター テイ メン ト プ ロ ゲラ ム 全 放 席 に 電子 機器 用 
参 有 名 ジェフ 監 僚 の 機内 食 電光 と 充電 用 USB ポ ー ト 筐 高 組 ワ イン と 上 厳選 され た お 食事 を 
ご 用 意 軸 デ アメニティー キット と カナ ダブ ラン ド の スキ ン ケ アデ 是 品 2 
庫 記 の 一 便 / イ メー ジ ※ 描 乗 提 材 に よっ て 座席 仕様 、 ジー ドサ イ ズ は 商社 り ます 。 ま か サー ビス 内 果実 要 た な る 清和 te さい まま 。 








ーー ビジ ネス クラ ス ・ プ レミ アム エコ ノミ ー ク ラス ご 利用 時 の ご 案内 と ご 注意 
| [ 専 お 座席 の ご 希望 ( 窟 個 、 通 路 億 ) は 、 あ ら か じ め ご 予 お客 様 と 同じ に な り ま す 。 
5253 1 還 E: 2 還 ・ ま た 、 手 配 玩 了 後 航空 機材 の 族 更 に し た 情報 に 基づい て いま す 。 い 3 で き な 
デル タ 航 空 ー れる 場合 が あり ます い 航 空 会 社 の 機材 変更 、 運 行 計画 の 変更 に より 、 さ 
ee 同和 | エコ ン ミー 左 健 開 共 千 表示 追加 代金 は 、2019 年 10 月 1 日 一 20ZD 年 5 措 乗 日 に お いて 、 掲 載 の 機材 と 異な る 場合 が あり ま 





5*x | 95 | 8 | 9 月 31 昌 本 発 に 適 軸 され ます - す 。 了 あめ ご 了承 くだ さい 。 
アメ リカ ン 航 空 78.74 一 81.28| 43.18 |4 イ 7 ンチ! 約 10.16cm)| 豊 ご 利用 区 間 は 、 往 路 : 日 本 の 最終 出発 地 一 北米 内 草 左 記 デ ー タ は 揚 料 及び 路線 に より 異な り ま す 。 
と 5 | 200 | 0 | 60 この なけ 【 ン ー ト ピッ チ に つい て 
アエロ メヒコ ー 人 ーー oo 
弄 | ) ます.P22-28 の コー ス の ぷ 和 用 区 還 は 各 ペ ー ジ MY7 まり 24208 と 
3 5 2 ーー 
OM ーー ーーー 信義 米 南 米内 及び 日 本 国内 の 移動 に つい て は 、 全 て アー アグ 
k- バ ッ ター ルー 和 | ミア k3 バ ミー| 66 エコ ノミ ー ク ラス と な り ます 。 ま た 、 バ ス 、 ホ テル 、 衝 人 詳 記 
(鹿田 トロ ント 線 ) | 光 な どの 現地 旅行 サー ビス も 、 エ コノ ミー クラ ス の 東和 W 坪 
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$% す 」 CN 秩 

ン ノノ 衣 
モニ ュ メ ント バレ ー や グラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 内 の ホテ ル に 泊 ま 
KokdactaL EK 用 官 し まし た 。 


本 


呈 iC ee T 


気 の 遠 く な る よう な 年 月 か け て 、 コ ロラ ド 川 功 急 流 が 削り 出し た 大 由 谷 。 
東西 約 450km・ * 最 深部 の 地層 は 約 20 億 年 前 と ケタ 違い の スケ ー ル で ます 


Ti に こ T 1 


| ベス ト ツ アー で は 、 


アッ パー と ロウ アー の 
| 西方 に ご 案内 する コー ス を ご 用 意 し て いま す - 





' " 地 を 削り 、 出 径 上 
いく 8 内 幻想 的 | 


表 場 が 真 上 か が ] 注ぎ ビー 1 ゴイ メー ミル RFA | 


jp | が れる て と か ありま 凡 ッ / パ と 似 た 硫 骸 な か ら 、 ロ ウ アー の 方 が 深く 狭い の で 、 冒険 気 分 満 喜 で す 。 隊 和 
ニーーー 一 や 可 子 を 使っ て キャ ー オン の 中 を 進ん で いく の が ポイ ント で す , 





= アー チー ズ 国人 | NN YE 
ブラ イス キャ ニオ ン 国 立 公園 還 貢 *、| Na RT 
AE “ | バイ シン こ | 夫 “ | 
im 了 和 | [ デ ee 
ー ザ イオ ン "国立 公 園 一 ご 得 0 則り 午 
へ 1 きす / が っ "レレ が 2 ェ ル 
PE 本 王 。 
等 アン テロ ー ヲ キャ ニオ ン 
グラ ンド ギャ ニ ォ ン (サウ スリ が ) (ロウ ロー) | 
購 本寺 ホホ ー スシ ュー ベッド アン テロ ー プ キ ャ ニオ ン (アッ パー) . 
アリゾナ 州 
ユタ 州 と アリ ヅ ナ 州 を また ぐ 湖 レイ ク パ ウエ ル を 中 心 に 、 ie だ 、 
8 つの 国立 公園 と 10 の 国定 公園 が 広がる 地域 を グラ ンド サー クル と 呼び ます , や ュー Eb に つろ 2 MC) 


美しい モニ ュ メ ン 
トバ パ レー の 朝焼け は 必見 で す . 下 記 対 象 ペー ジ で 【e は 朝 け 党 に ご 案内 し ます ビュ ー ト 
| が 赤く 楽 まる 夕景 や 満天 の 星空 も 見 送 せ な い 絶 景 で す 。 | 対象 ペー ジ | P36・38 











同 ダー * 口 = リッ Le_g_ 4 ーー 1 = 映画 「 フ ォ レ スト ガ  . 
ト ルディ ックス 2 EE お なじ が . 


国 “ の ー ス で ご 
ザビ ュー ホテ ル 


境 ジョ ンー トワ テ ォ ー ド ボイド 


因 ト ー テ ム ボ ー ル | 


症 ea 
を 撮影 し た 場所 と し て 知ら れ ます : 壮大 な バ 
ノラ マ が 欧 力 の ポイ ント で す 。 


セミ テ に 泊まる か ら こ そ ご 覧 いた だ ける 
と レイ シャ ー ボ ポイ ント へ ご 案内 する コー ス を ご 用 意 し ま 旧 想 8 


gi 6 

国 セミ テ ナ 活 

アデ テリ カカ 最大 統 の 落差 を 府 避 で 、 礁 か ら 初 
夏 に かけ て は 氷 量 も 多く 、 バレー 至 俸 に 護 音 
な と どろ か せま すす 稀 は アッ バー、 カス ケイ ド 、 
ロウ デー の 3 つ に 分 か れ 、 台 計 董 差 絢 739m 
の 規模 好 詩 り ま す 


標高 3.199m の 絶景 展望 台 ゲ ダレ イシ ジャー ポ イン ト 。 ヨセミテ パ 
レー の U 宇 谷 を 見 下る ろ し 、 ヨセミテ の 象徴 ハ ー フ ドー ム を 眼前 奈 
ます 所 に 見 る こと の で きる 展望 台 で す 


1 
EL FT に 3 


エル ・ キ ャ ビタ ン 
北 剛 涯 の 一 覆 震 と し て は 
世界 最大 赴 模 を 誇り ま 
す 。 ] 095m の 高 さ で そ び 1 5 
え 立 ち 、 世 界 中 の ロッ ク 較 - ヽ 本 生き N1 
ケラ イマ ー の 聖地 と し て 』 較 re ハー の ー ム - 
モモ 邊 呈 れ て い 放 す 。 ・ 1 ea 中 so * * w 当 ラ : ョ ヤミ ジア 前 存 欠 固 の 用 ッ ポ リル 
“ = 肖 演 語 的 存在 の ハー フ ド ー ム は 、 丸い 
モリ リド - す 打上 
1 よう な 形 で す 。 氷河 に 削り 取ら 
F 語 れ て 半 雰 に 在 っ 還 た 岩山 で す が 、 
mm その 高 さ は 1443m も あり 、 圧 
上 ee 国 的 な 存在 感 で す 
ーー R 





と っ て お き の ク ラン ドサ ー ク 上 比 













ャ ニオ シン 国 立 公 園内 に 宿泊 する か ら こ そ 
出自 える 絶景 を ご 覧 いた だ け ま す 。 
























誠人 
| 朝日 が 当たり 始め る と 液 時 の 岩肌 が 金色 に 染まり ます 。 そ の 後 『『 生 康 護 
思 赤 か ら オレ ンジ に 変化 する 様 は 神々 し い 、 と 表現 する に ふさ わし 『 間 計 。 "や rr- 折 
い 絶 早 で す 。 日 は その 逆 。 オ レン ジ か ら 赤 、 そ し て 金色 と 変化 ーッ お 放 た の 可 生 宮 拓 で 圭 か ら 初 夏 に か け て は 
。 し 太陽 は 沈み ます 。 夜 は さながら 天然 の プラネタリウム 。 糧 く 星 *。 1 芽 園 水量 も 多く 、 バ レー 全体 に 下 音 を と どろ か せま す 。 滝 は アッ 
っ の だ お た だ く が ら こ そ ご 覧 いた だ ける る 縮 景 で す 。 ML | パー、 カ スケ イド 、 ロ ウデ アー の 3 つ に 分 か れ 、 台 諸 藤 約 
ーー に ピ ET 739m で 、 世 界 8 番 目 の 規模 を 誇り ます 。 


中 モニ ュ メ ント バレ ー で は モニ ュ メ ント バレ ー を 
、 アンテロープ キャ ニオ ン 観 光 眺望 する 5 クラ ス ホ テ ル に 宿泊 し ます 。 
か つて 鹿 が 棲ん で いた 場所 と いう 意味 を 


も つ ア ン テ ロ ー プ キャ ニオ ン 。 長 い 年 月 を | モニ ュ メ ント バレ ー 
か け て 水 が 削 っ た 岩 の 曲線 美 を ご 覧 した グー ルディ ング スロ ッ ジ 
だ きま す 。 芸 術 的 な 自然 の シン フォ ニー モニュメント バレ ー を 一 望 する S ク ラス | 
は 見 る も の を 魅了 し て や み ま せ ん 。 ホテ ル 「 ゲ ー ル ディン ダス ロッジ 」 に 宿 | 

泊 し ます 。 映 画 「 駅 馬車 」 や 「 黄 色 い リ ボ | 
5 ン 」 と いっ た 西部 劇 の 世界 が その まま 議 
be 2 へ 広がり ます 。 宿 泊 者 な ら で は の 刻々 と 講評 
1 に ミー フー ニニ ーー B 変化 する モニ ュ メ ント バレ ー の 表情 も 語 還 
ご 覧 いた だ け ま す .。 で 





アン テロ ー デ キャ ー オ ン 回 還 
アッ パー}) イメージ /HFA 半 | 







テ 国立 公 国 ま で 車 で 約 30 分 に 位置 する 
Fr を し ま す 。 


| ヨセミテ | ヨセミテ ・ ビ ュー・ ロ ッ ジ 
ヨセミテ 国立 公園 まで 車 で 約 30 分 に 位置 
する ホテ ル 。 川 の せ 世 ら ぎ が 聞こ える 名 渓 
流 沿 い に あ り 、 ゆ ゆったり と し た 滞在 が 楽し 
め ま す 。32005 年 に 改装 され た お 部 屋 は エ l 
アコ ン や キチ ネッ ト な ど 快 適 な 設備 が そ | 


グラ ンド キャ ニオ ン アン テロ ー ブ 
ュ | ろ っ て いま す 。 


国 豆 公園 ①) キャ ニオ ン 古 W 





旅 の ポイ ント 『 









世界 遺産 グラ ンド キャ ニオ ン で は 、 国立 公園 内 の ホテ ル 

に 宿 泊 し ます ' 

モニ ュ メ ント バレ ー で は モニ ュ メ ント バレ ー を 眺望 する 

S ク ラス ホテ ル に 宿泊 し ます 

実 お 部 屋 か ら 臨 む 事 が で きる と は 限り ませ ル ん 。 ま た 、 お 部 屋 か ら 朝 日 を 臨む 事 は で ー = 症 由 mi 
きま せん 。 北米 内 都市 乗 継 か | ーー 一 < 日 付 変更 線 通過 >ーーーーーーーー 


es esp ま 圏 着 後 、 ホ テル ペ へ 。 ラス ペ ガ ス 泊 
グラ ンド キャ ニオ ン 、 モ ニュ メン トバ レー に 宿泊 する 


| 画 午 前 、 ホ ー ス シュ ー ベ ンド 観光 。 ( 約 1 時 間 ) 
か ら こ そ 出 逢え る 「 朝 日 」「 夕 日 」「 星空 」 の 絶景 コロ ラド が 美しい 馬 巡 形 を 描く 〇 ホー スシ ュー 
を お 楽し みく だ さい 。 


ンド で は 、 そ の 壮大 な 景色 を 望む 絶景 ポイ ント 
へ ご 案 内 し ます 
ヨセミテ で は 、 公園 近く の ホテ ル 画 午 後 、 充 実 の アン テロ ー プ キャ ニオ ン 観 光 。 
「 ヨ セミ テ ・ ビ ュー ロッ ジ 」 に 宿泊 し ます 。 
アン テロ ー プ キャ ニオ ン で は 「 ア ッ パ ー」 と 「 ロ ウ ア ー」 





















司 取 ラス ベガ ス 発 
em 約 5 時 間 (WC3l) 








光 と 渓谷 が 織り な す 神 秘 の 世界 を ご 覧 いた だ き ぎ 
ます , 通常 は 〇 アッ パー アン テロ ー プ キャ ニオ ン だ 簡 | 
け で す が 、 当 コー ネス で は 冒険 気分 が 味わえ る 
ロウ アー アン テロ ー プ キャ ニオ ン へ も ご 案内 し 





















」 いす ます . 
の ダフ ル 観 光 で ご 案内 し ます 。 es 約 2.5 時 間 較 モ ニュ メン トバ レー へ 向かい ます 。 
サン フラ ン シ ス コ の 観光 に も ご 案内 し ます 。 芝 仙 モニ ュ メ ン リ ルレ ー 着 | 画 お 泊まり は 、 グ ダー ルディ ング スロ ッ ジ で す 。 晴天 時 

















に は 満天 の 星空 を 各自 に て お 楽し みく だ さい 
歩行 時 間 且 の 呈 導 の に ザ 碑 あす モニ ュ メ ント バレ ー 泊 
59 相当 | 田 早 朝 、 モ ニュ メン 2 
TE 1 ます , 朝日 の 当たる る 残 丘 の 絶景 を ご 覧 くだ さ し 
| 較 そ の 後 、 モ ニュ メン トバ レー 観光 。 本 7 









旅行 代 金 (た 人 argWem) 2 ニコ バー クラ 2 及び 出発 日: 円 (9mpc 


コメ ミー ビュ メ 90 ネ k ス クラ ス :9088773 ロロ 
まま (9 玩 = - 大阪 半 柱 問 人 = 過 














ビジ ネス クラ ス 旅 行 代金 (P6 参 照 ) 先住 民 ナパ ホ 族 が 案内 する ジー プ ツ アー に 参加 | 
mm し 、 巨 大 な 岩 農 を 間近 に ご 覧 いた だ きま す . モニ ュ 
ー 二 | 9.900 953.900 メン トバ レー が 一 望 の も と 〇 ジョ ン ・ フ ォ ー ド ・ 
| 1 人 499.900 956.900 ポイ ント 、 〇 スリ ー シ ス ター ズ 、 〇 ノー スウ ィ ン ド ウ 、 
和 Le 499.900 944.900 er 約 3 時 間 (WC1]) | 〇 トー テム ボ ポール な ど を めぐ り ます 。 
469.900 961.900 4 あ 利 | 開 午 後 、 国 耳 軸 グ ラン ドキ ャ ニオ ン 国 立 公園 観光 ①。 | 
5 『 の 見 張り 塔 を 再現 し た ウォ ッ チ タワ ー か ら 壮 大 な 
| 26 學 | 469.900 969.900 峡谷 の 眺望 を ご 覧 くだ さい 
( 緑 文字 の 出発 日 は 出発 確約 〕 ( 赤 文 字 の 出 例 日 は 2 名 様 よ り 出 発 保証 "] | 較 少 記 、 ダ ラン ドキ ャ ニオ ンタ 日 観賞 。 


の 夕日 観賞 大 峡谷 に 沈み ゆく 夕日 を ご 覧 くだ さい 。 国立 公園 内 
に 宿泊 する か ら こ そお 楽し みい た だ ける 絶景 で す 
較 お 泊まり は 、 国 立 公園 内 の ホテ ル で す 。 晴天 時 に 





具 各 地 発 追加 代金 (Pcg ま 還 ) | 大 阪 発 : 15.000 札幌 ・ 福 岡 発 :20.000 
、 1 人 孝 屋 遺 加代 人 金 119.000 | 利用 部 屋 タ イプ は P33・34 を ご 覧 くだ さい 。) 


2 イ ョ |=[ 呈 は 満天 の 星 を 吉 自 に て お 楽し か みく だ さい :。 
ご 出発 の 6 0 日 前 まで の ご 予約 売 了 で 10.000mma。。。 歩行 上 (プラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 内 の ホテ ル ) グラ ンド キャ ニオ ッ 泊 | 

































メー rp リー | ーー チャ ー ミ 7 が * 1(P33.34 参 昭 どど だ 57 宇 想定 | 一 早 朝 、 ダ ラン ドキ ャ ニオ ン 朝 日 観 党 。 
ENN3 諾 燃油 サー チャ ー ジ が 含ま れ て お り ま す 。 | EE 下 六 議 較 | 宿泊 する か ら こそ ご 覧 いた だ ける 絶 太 で す 。 | 
計上 び 国内 客人 国際 光 和 は 絢 必 要 で す 。( 細 Pa2 の PP 呈 | 男 午 前 、 還 計時 ダラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 観光 3 了 
東京 (羽田 ) 以外 の 各 都 市 か ら の ご 参加 の 場合 は 、 3 日 目 に 引き 続き 国立 公園 の 観光 へ 。 南 壁 ( け ウ ス 
グラ ンド キャ ニオ ン 発 | リム ) の 人 気 の ビ ュー ポイ ント マー サー ポイ ント と |。| 
ms 約 5 時 間 (WC3|) | 〇 プラ イト エン ジェ ル ロ ッ ジ 展 望 台 へ ご 案内 し ます 





P5 の 国内 線 特別 追加 代金 プ テ ン A が 適用 と な り ま す 。 (詳細 は P5 参 昭 ) 


食 事 | 朝食 4 回 、 昼 食 5 回 、 夕食 回 (機内 食 は 除く ) 一 観光 後 、 ラ スベ ガス へ 戻り ます . 途中 、 リ ルル ー ト 66 の 
策 乗 肌 羽田 出発 か ら 羽 田 帰着 まで 同行 いた し ます 。 [E0 ラ スベ ガス 着 街 セ リグ マン へ 立ち 寄り ます , 


本 用 壮 竹 央 軸 | 5 を * (お の! は 旬 晶 は 2 人 伯 よ 人 人 証 - た だ し 、 ご 出発 か 560-0 昌 前 まで に ] 歩行 時 間 卓 


最少 民 行 員 に 満た な い 場 合 は 、 怪 行 を 中 止 語 せ で て いた だ く 場合 が ーー 1 ーーーーーーーーーー 
お 先着 計 誠 8-100 ラ スペ ガス 発 か | 男 空 路 、 サ ン フ ラン シス コ へ 向かい ます 。 
灯 絆 | デル タ 航空 た は アメ リカ ン 航空 = 3 サッ フ ラン シゴ | 還 着 後 、 サ ン フ ラン シス コ 市 内 観光 。 ( 約 2.5 時 間 ) 
に SE: 衝 っ 邦人 貞 財 | 賑やか な 港町 ひ フ ィ ッ シャ ー マ ン ズ ワ ー フ 、 サ ン フ 
還 こ ア ン ン ドキ ャ ー フ ハバ ヨ セミ テン バグ ラバ 』 | サン フラ ン シ ス コ 発 | ラン シコ 湾 に か か る 朱色 の 橋 〇 ゴー リノ レ ルデン ゲー ト 


利 用 施 紅 | < ラス ベガ ス (] 日 目 )、 サ ン フ ラン シス コ > 日 クラ ス | “ 
MR ルー ヴ H 雪 を 9 CE er 約 4.5 時 間 (WC3)) | ブリ ッ ジ ( 橋 は 渡り ませ ん 。) へ ご 案内 し ます . 


半 ト リブ 利用 時 は . 2 人 の へ ド を 名 幅 で 記 利 用 いた だ く 埋 含 が あり ます 攻 | ヨ セミ テ 閉 画 お 泊まり は 、 ヨ セミ テ 国 立 公園 近く の ホテ ル 「 ヨ セ 
ラス ペ ベガス (1 日 目 ) 旧知 サ ー カ ス - サ ー カ ス ' る SPPataM2 で すま 
(て スタブ 付 ぎ ] 歩行 時 間 上 上 1 ヨセミテ 国立 公園 近く の ホテ ル ) ヨセミテ 泊 
モニ ュ メ ント バレ ー 人 @ ゲー ルディ ング スロ ッ ジ | ENGTP | 画 午 前 、 回 還 還 ヨセミテ 国立 公 4 
(バス タブ 付き ] モニ ュ メ ント バレ ー を 眺望 する ホテ ル = Pe Se 8 
生 プ ライ ト ・ エ ンジ ェ ル ・ ロ ッ ジ 参 サ ンダ ー バ パー ド ・ ロ ッ ジ テ / バレ ー の 全景 を 見 渡せ る () ト ン ネ ルビ ュー 世界 
グラ ンド キャ ニオ ン All 介 カ ッ チ ー ナ ・ ロ ッ ジ 委 エ ル ・ ト バ 例 マズ ウィ ッ ツ ・ ロ ッ ジ 最大 の 花 周 岩 の 一 枚 岩 〇 エル キャ ピタ ン 〇 プライ 
(シャ ワー の み ) @ ヤバ バイ - ロ ッ ジ の いずれ か ダリル ベー ル 滝 の 眺望 を ご 覧 いた だ きま す , 
グラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 内 の ホテ ル ti 


10 月 と 5 月 出発 は 標高 2.199m の 展望 台 ダ レイ 


ラス ベガ ス 「 還 ai = 
(4 日) 回 | 。- ュ ヨー ク . ニ ュー ヨー ク ヨセミテ 発 シャ ー ポ イン ト へ ご 案内 し ます 。 正面 に ハー フ ド ー 


1 の PE ここ c 約 4.5 時 間 (WC2) | ム 、 眼 下 に は ヨセミテ バレ ー の 絶景 が 広がり ます 。 
(バス タプ 付き ) ヨセミテ 国立 公園 近く の ホテ ル ウ 和 サン フラ ン シ スコ 着 | 較 観 光 後 、 サ ン フ ラン シスコ へ 戻り ます 。 
@ ホ テル ・ ウ ィ ッ トコ ム 介 ホリ ディ イン ・ シ ビッ クセ ンタ ー 歩行 時 間 回 サン フランシス コ 泊 
サッ フランシス コ [ 旧 || 理 コ ー ヴ ァ ・ ホ テル 旬 赴 リ デ イ ・ イ ンー ゴー ルデン ゲー トブ 1 軸 MI の か rW の Wa 
〔【 シ ャ ワー の み ) リッ ジ 台 ホリ デイ ・ イ ン ・ サ ン フ ラン シス コ ・ エ アポ ー ト 北 玉 内 都市 乗 継 チ 


の いずれ か 








ト 目 僚 紀 行 





三 ] 崖 の 芸術 アー チー ズ 国 立 公 
衝 ) 吉 園 へ ご 案内 し ます 。 


アー チー ズ 国 立 公 園 の 観光 は 2 日 に 分 け て た っ 
ぶり ご hh し ます . 国立 公園 の シン ボル 的 存在 の デリ ケー ト 
アー チ へ は トレ イル を ハイ キン ダグ し て 間近 に 迫り ます . 


最も 尽 い 天然 アー 
チ の ひと つ コラ ンド 
還 スケ ー プ アー チ や 
驚異 の バラ ンス 
症 思 ロッ クハ も 克 案 内 


| 完全 に 日 没 の 後に ホテ ル 出 発 。 太 間 の ツア ー と は 
異な る 静寂 の 中 、 満 月 の 光 に 映え る モニ ュ メ ント ババ 





※ 実 施 日 の 天候 に より 中 止 する 場合 が あり ます か 、 
代替 ・ 返 金 は あり ませ ん 。 


2 泊 ツラ ンド キャ ー オ ン 同人 国内 の ホテ ル に | モニュメント バレ ー で は 、 
NRt / 9 モニ ュ メ ント バレ ー を 眺望 する 
、S ク ラス ホテ ル に 人 奏 泊 し ます 。 
、[ モ ニュ メン トバ レー] グー ルディ ング スロ ッ ジ 
| | モニ ュ メ ント バレ ー を 一 望 する S タ ラス ホテ ル 「 グ ー ル ディ ング スロ ッ 


ジ 」 に 宿泊 し ます . 映画 ee や の Aceb いっ つた 西部 劇 の 
0 百 な ら で は の 刻々 と 変化 する モニ ュ 





ラン トー お 価 \ 画 電 
旬 ブ ライ ト ・ エ ンジ ェ ル ・ ロ ッ ジ 多 カ ッ チ ー ナ ・ ロ ッ ジ 詞 詳 
旬 サ ンダ ー バ ー ド ・ ロ ッ ジ 欠 エ ル ・ ト バ 
免 マ ズ ウ ィ ッ ク ・ ロ ッ ジ 免 ヤ ババ イ ・ ロ ッ ジ 
の 6 軒 か らい ずれ か を ご 用 意 し ます , 

グラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公 人 
生 Gi あの らら ーー リリ 本 穫 い た だ け ま す 、 
いずれ か に 和 宿 泊 し ます 。 朝 語 選 光 区 5 ロジ ジン  o レジ ニー ーー。 | ha oomy 
日 ヤダ 日 は も ちろ ん 、 失 還 較 還 ii ター ンタ ー ea ん. また 、 お 部 屋 か 5 較 
きび がい な く な っ た 夜 の グラ 9 P カチ ー ナ ロッ ジ ソノ ロッジ | 朝日 を 臨む 事 は で き 還 計 





1 月 も 


FE 放 」 = PE 

= - Pe JJ キリ ーー H 
ドキ ャ ー オ ~ー/ の 圭 宮 埋 価 ss 人 Pr デー 7 バイ ロッ: 
rl 回 還 中 " ょ 語 リャ ー ド ロロ 空 ョ WW 1 ロ 

Fi 。『 | ゴザ ョ 邊 ・ H 
ーー キテ LEImr 子 十 三 』 - 3 ーー に 
FE F」 ーー 1 

Pr 設 守 胃 | mW 」 LTF 1 四 re 「 回 
上 一 に 





本 昔 ーー 』 ea ンー 一 = ー に 『 ダル ルー Pr ミリ ココ 
の 。 H グラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 マッ プ 詩 "名 較 





旅 の ポイ ント 『 





グラ ンド サー クル の 8 つの 絶景 に ご 案内 し ます , 


と 固 ブ ライ ス 還 キ ャ ピ ト ル リー フ 











近 、 二 ザ イオ ン 国立 公 
1 (モア ブ ) 
グ 才 モ ニュ メン トバ レー 


剛 ア ン テ ロ ー プ キャ ニオ ン 


人 9 グラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 和 .@ か ー ス シュ ー ベ ンド 


世界 遺産 グラ ンド キャ ニオ ン で は 国立 公園 内 の ホテ ル 
に 宿泊 し ます 。 夕日 や 朝日 な ど 宿泊 する か ら こ そ ご 覧 い 
た だ ける 絶景 で す 。 


モニ ュ メ ント バレ ー で は モニ ュ メ ント バレ ー を 眺望 する 

SsS ク ラス ホテ ル に 宿泊 し ます , 

※ お 部 屋 か ら 臨 む 事 が で きる と は 限り ませ ん 。 ま た 、 お 部 屋 か ら 朝 日 を 臨む 事 
は で きま せん 。 


ツ り ご 案内 し ます 


アー チー ズ 国 立 公園 観光 は 2 日 間 に 分 け て た っ ぶ 





羽田 人 全 4 宮 大 上 人 お 1 入 欄 (子供 隔 丁 ) 2 利用 1 及び 出発 日 単位 : 円 ( 半 種 !BK 
コア ミー ケラ ゴス: ロ (BB ッ 810 | ビジ ネス ウ カラス: ロロ OUBB7B0 

吉 羽田 ) 落 = 大 阪 介 =] 札幌 ( 新 千 首 ) 罪 | 王 ヨ 福岡 弾 | |=』 

ーー (羽田 ) 発 以 外 は 下記 "各地 人 人 代金 が 路 要 で す 。 
ビジ ネス ズ ク ラ ス 人 行人 (P6 

| | 449900 951.900 

6 | 800 948.900 

唱 28 お | 599.900 1.221.900 

引 20 久 | 499.900 | 953.900 

E 964.900 

。 1.258,900 

964.900 


( 緑 文字 の 出発 日 は 出 甘 確 対 ) ( 素 文字 の 出 日 は 2 名 欄 より 出発 保証 ") ( 青 文 字 の 出 凍 日 は 6 名 欄 よ り 出 人工 低 年" 
王 各 地 発 追加 代金 Pazg を 還 ! | 大 阪 発 : 15,DOO 札幌 ・ 福 岡 発 :2U.000 
1 人 部 屋 追加 民 金 121.000 (利用 算 尽 タイ プ は P3 ヨ -34 を ご 覧 くだ さい 。) 


cl 先 の 6 0 日 前 =cocz7c 0000 由 3。。 


sega 本 語 肖 サー チャ ー ジ が 含ま れ て お り ま す 。【( ま EK 全 1 


aa 国際 観光 旅客 税 は 別途 必要 で す 。 (詳細 は P3Z 大 早 ] 


現地 空港 諸税 目安 額 約 B000 
東京 (羽田 ) 以外 の 各 都 市 か ちの ご 加治 に 
P5 の 国内 議 特 別 追加 人 民 釜 プラ ン A が 適 用 と な り ま す 。 【 詳 細 は PB 大 照 」 





食 吾 | 朝食 5 回 、 昼 食 5 回 、 鐘 食 4 回 ( 幡 内 食 は 藤 く ) 


河東 | 貞 当 田 出発 か ら 羽 田 帰着 まで 同行 いた し ます 。 
| 文字 の の 出発 日 は 2 名 様 よ り 出発 所 証 。 斑 字 の 出発 日 は 日 名 種 より 出発 保証 。! 
野池 催行 人 財 15 名 陸 ご 出発 か ら 6 ロ ーー-90 日 前 ま で に 最少 催行 人 中 に 滴 た な い 場合 は 、 | 
ーー 健 行 を 中 止 き させ て いた だ く 場 合 が 誠 り ます 。 
邊 本 半 着 時 デルタ 生 空 また は アメ リカ ン 航 空 
詳 細 ま の 有 利 用 ホメ ル ルー 全日 導 人 参照 くだ さい 
利用 ホテ ル アル 利用 時 は 、2 台 の ベッ ド を 3 名 様 で 利用 いた だ く 場 合 が あり ます : 
ラス ベガ ス 9 上 
(バス タブ 付き ) 0 
| 但 ベ スト ・ ウ ェ ス タン ・ ル ビー ズ - イ ン 旬 ロッ ジ - ア ッ ト ・ ブ ライ 
ブラ イス [AA|| スキ ャ ニオ ン 介 ベス ト ・ ウ ェ ス タン ・ ブ ライ スキ ャ ニオ ン ・ グ 
(シャ ロー の み ) ラン ド ・ ホ テル 旬 プ ライ ス ・ ビ ュー・ ロ ッ ジ 穫 ブ プラ イス キャ ニ 
オン ロッ ジ 穫 ブラ イス キャ ー オ ン ・ パ イン ズ の いずれ が か 
モブ 1 生 モア ブ ・ バ レー・ イ ン 生 ララ ・ キ ンタ ・ イ ン 品 スイ ー ツ 
2 人 IA 谷 ベ ス トウ エス タン ・ ゲ リー ン ウ ェ ル ・ イ ン 佑 ホテ ル ・ モ ア 


(バス タプ 付き ) ブ ・ ダウ ンタ ウン の いずれ か 
モニ ュ メ ント バレ ー 委 グ ー ル ディ ング スロ ッ ジ 
(バス タブ 付き ) モニ ュ メ ント バレ ー を 眺望 する ホテ ル で す 。 
馬 ブ プラ イト ・ エ ンジ ェ ル ・ ロ ッ ジ 短 サ ンダ ゲー バ ー ド ・ ロ ッ ジ 
グラ ンド キャ ニオ ン |Al| 人 カ ッ チ ー ナ : ロ ッ ジ 午 エ ル ・ ト バ 倫 マズ ウィ ッ ク ロッジ 
(シャ ロー の のみ) 和 ヤバ バイ ロッ ジ の いずれ か 
| ゲラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 内 の ホテ ル 
ラス ペ ガ ス (G 日 目 ) 回 | - テ 
(バス タブ 付き) Pe ニューヨーク: ニュ ー ヨ ー ク 


コー ス 反 び 可 航 に 関す る ご 案内 (Pzg.30・33 二 枯 . 米国 セキ ュ ア * ア プラ イト ・ プ ログ ラム に つい て (P33 昭 
出発 日 や 現地 事情 等 に より 、 観光 内 容 や ホテ ル に 変更 や 楽 件 が ある 場合 が ご ざい ます 。 
お 申込 み の 際 は P29・30 の 「 共 通り ご 案内 」 及 び 「 各 コー ス の ご 案内 」 を 必ず ご 確認 くだ さい 。 


| 本 コ ー ス に 関し て の お 同 い 馬 わ せ は 、( 株 ) 日 本 旅行 東日本 滴 只 族 行 語 括 員 ま で お 願い し いた し ます 。| 同 け 5 
歩行 時 間 記 : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が 2 時 間 以 内 、 旧 和 時 間 及 | : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が どー4 時 間 以内 、 非 特 時 間 則 : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が 4 時 間 以 上 、 WCIT | : 長 距 配 移 動 中 の トイ レ し 休憩 の 回 数 











看 
ベア シト “ 
其 | 


に 設 生 に は 19F 計 3 科 国内 線 り スケ ジュ ー ル は P29 を ご 参照 くだ さい 。 


| 『 軌 ] 瑞 空港 発 ナ 





男 空 中 、 北 米内 都市 で 乗 継ぎ 、 ラ スベ ガス へ 。 


追加 代金 な し で ペア ・ 仲 良し シー ト を ご 用 意 し ます 。(P3 参 照 


北米 内 都市 乗 継 チ 
RI ラス バガス 着 
選 打 ラス ベガ ス 発 
mm 約 3 時 間 (WCI1) 
ザイ オン 国立 公園 観光 





4 で 約 2 時 間 


較 ブ ライ ス 震 
歩行 時 間 上 上 
基 紀 ブラ イス 発 
me 約 2.5 時 間 


アー チー メ 国 豆 公園 観光 

アリ ケーF ト アー チ 
ms 尊 15 分 
医 モ アブ 著 
歩行 時 間 中 
隠 串 モア ブ 邪 


アー チー ズ 国 立 公国 和光 3 
ラン ドス ケー ブ ア ー チ 


ww 約 3.5 時 間 (WC ) 


ニュ メット バ レー 抽 光 


モニ ュ メ ント レー の 朝 拉 け 


[隊員 モ ニュ メッ トル レー 発 
mw 約 2 時 間 
アップ テロ ー プ キャ ニオ ツ 
充実 観光 


則 ホー スシ ュー ベン ド 缶 天 


mp 約 2 時 間 


グラン F ド キャ ニオ ン 
タ 日 観 黄 


| グラ ンド キャ ニオ ン の 朝日 


陣 3| グ ラン ドキ ャ ニオ ン 発 


mm 約 5 時 間 (WCIs) 
し 天 ラ スベ ガス 着 
歩行 時 間 上 』 

三 0F-11 ラ スペ ガス 発 ナ 
北米 内 部 市 乗 継 > 


日 付 変更 線 通過 テーーーーー 一 ーー 
較 着 後 、 ホ テル へ 、。 ラス ベガ ス 泊 
画 午 前 、 ザ イオ ン 国 立 公園 観光 。 つ 〇 ウィー ビング ロッ 
ク や ウエ スト テン ブル な ど へ ご 案内 し ます . 巨岩 
と 美しい 縁 の コン トラ スト を ご 覧 いた だ きま す . 
圏 午 後 、 ブ ライ スキ ャ ニオ ン 国 立 公園 観光 。 


ウイ ンス ビレ ーション ボイン ト 、 ロ ナバホ ルー プ 補 


散策 に ご 案内 し ます , ブー ドゥ ー と 呼ば れる 無数 の 
土 杜 が 圧巻 で まあ ブラ イス 泊 


田 午 前 、 キ ャ ビ ト ルリ ー プ 国立 公園 観光 。 
お 城 の 形 を し た 岩 〇 ザ ・ キ ャ ッ ス ル や 〇 ペトロ グ 
リフ な ど へ 選 案 内 し ます . 

画 午 後 、 デ ー チ ー ズ 国立 公園 観光 ①。 映画 に も 登場 
し た C リ パー タ ア ベニ ュー、 庁舎 群 の よう な 〇 コー ト 
ハウ スタ ワー ズ を ど ご覧 いた だ いた 後 、 ア ー チ ー ズ 
立 公園 の シン ボル デリ ケー ト ア ー チ へ の ハイ キ 
ンタ (片道 約 1 時 間 ) を お 楽し みい た だ きま す . 

モア ブ 泊 

一 午前 、 デ アー チー ズ 国 立 公園 観光 3。 驚異 の バラ ンス 
で 立つ パラ ンス ロッ タ 、 ロ ウィ ンド ウズ セク ショ ン 、 
〇 ダブ ルアー チ を ど ご覧 いた だ きま す . その後 、 世 界 最 
大 級 の アー チラ ンド スケ ー プ アー チ ま で の ウォ ー 
キン ダ (片道 約 30 婦 ) を お 楽し みい た だ きま す . 

還 午 後 、 モ ニュ メン トバ レー 観光 。 


玩 住 民 ナ パ ホ 旗 が 案内 する ジー ブツ アー に 参加 


し 、 巨 大 な 岩 峰 を 間近 に ご ご覧 いた だ きま す . モニ ュ 


メン トバ レー が 一 望 の も と けり ジ ョ ン ・* フ ォ ー ド *: ポ | 


イン ト 、 ス リー シス ター ズ 、 〇 アゾ アース ウィ ンド ウ 、 
トー テム ボー ル な ど を めぐ り ま す . 
較 お 泊まり は 、 モ ニュ メン トバ レー の 5 タラ ス ホ テ ル 


で す 。 晴天 時 に は 満天 の 星 を 各自 に て お 楽し みく | 


だ さい 。10/10、44 出 発 は モニ ュ メ ント パレ ー ブル 
ムー ン ツ アー へ ご 案内 し ます 
モモ ニュ メン トバ レー 


選 覧 くだ さい 
田 午 前 、 充実 の アン テロ ー プ キャ ニオ ン 観 光 。 
光 と 渓谷 が 織り な す 神 秘 の 世界 を ご 覧 いた だ き 
ます , 通常 は アッ パー アン テロ ー ブ キ ャ ニオ ン だ け 
で す が 、 当 コー ス で は 冒険 気分 が 味わえ る ロウ アー 
アン テロ ー ブ キ ャ ニオ ン へ も ご 案内 し ます , 
(10 月 及び 12/28 は アッ パー の み と な り ま す ) 

田 午 後 、 ホ ー ス シュ ー ベ ンド 観光 。 コ ロラ ド 川 が 美 し 
い 馬 路 形 を 描く ホー スシ ュー ペン ド で は 、 そ の 壮大 
apr * 案 内 し ます , 

田 グ ダラ ンド キャ ニオ ン ツン 国立 公園 


較 多 刻 、 ダ ラン ドキ イニ オン 日 近 。 大 峡谷 に 沈み |? 


ゆく 久 日 を ご 覧 くだ さい 。 国立 公園 内 に 宿泊 する か 
ら と そお 楽し みい た だ ける 絶景 で す . 
較 お 泊まり は 、 国立 党 園 内 の ホテ ル で すま. 晴夫 時 に は 
満天 の 星空 を 各自 に て お 楽し みく だ さい 。 
ダラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 内 の ホテ ル ) ダラ ンド キャ ニオ ン 泊 
田 早 朝 、 各 自 が ラン ドキ ャ ニオ ン の 朝日 を お 楽し みく だ 
さい 。 宿泊 する か ら こ そ ご 覧 いた だ ける 絶景 で す . 
較 還 大 時 員 ヴ ラン ドキ ャ ニオ ン 国 立会 園 観光 。 
5 日 目 に 引 寺 続き 国立 公園 の 観光 へ 。 サ ウス リム の 
人 気 の ビ ュー ポイ ント マー サー ポイ ント と 
〇 プラ イト エン ジェ ル ロ ッ ジ 展 望 台 へ ご 案内 し まあ 
一 観光 後 、 ル ー ト 66 の 等 セリ ダマ ン へ 立ち 寄り 、 
ラス ペ ベガス へ 。 
画 お 泊まり は 、 快適 な 5 ら ケ ラス ホテ リル 「 ニ ュー ヨー ケタ * 
ニュ ー ヨ ー ク 」 で す 。 ちち 5 ラス ベガ ス 泊 


に ドア 義 上 必 衝 モニ ュ メ ント バレ ー 泊 | 
田 早 朝 、 モ ニュ メン トバ レー の 朝焼け 観賞 を 各自 で 


Cl て で 号 と Jr 





叶 計 の 宇 削 凍 貴 還 只 「 栓 汎 当 革 「』」 9 音 癌 唄 己 叶 「 馬 所 farr 対 滴 「』」 選 加 一 メ 


e 一 
= 


し 寺 」。 
"ーー 


me 


と っ て お き の グ ラン ドキ ャ ニオ ン 
イア ガラ ・ ニ ュー ヨー ク 8 日 


7 定 研 」 ニュ ー ヨ ー ク の 夕景 また は 
筆記 新 浮 夜景 ダブ ル 観 党 


摩天楼 が 立ち 並ぶ マン 
ハッ タン は 夜景 の 絶景 
スポ ッ ト 。 ロ ッ タ フェ ラー 
セン ター の 展望 双 か ら 
見 下ろ す 夜 景 と 対岸 の 
レス トラ ン か が ら 見 る マン 
ハッ タン の 違っ た 角度 
か ら お 楽し か いた だ き 
ます 。 
















= | 選 + 吐 . デイ 1 
ロ 生 dy Iie All righ ts FEaeFva 過 


メト ロ ポ リタ ン 美 術 館 で は 美術 に て 世界 3 大 涯 布 の 1 つ 、 ナ イア ガラ の 滝 を 
詳し い ガ イド が ご 案内 し ます 記 衣 存 分 に お 楽し みい た だ きま す 。 


世界 3 大 美術 館 の ひと つ ニ ュー ヨー クタ の メト ロ 
ポリ タン 美術 館 は 約 300 万 点 も の 膨大 な コレ 開 識 
クシ ョ ン を 誇り ます 。 広 い 館内 は 1 人 で 回 る と | 
迷子 に な る ほど . | 朝 
ペスト ツア ー で は 美術 に 詳し い ガイ ド が 活 和 


大 和 辿 力 の ナイ アガ ラ の 闇 は 、 瀧 の そそ ぎ 
口 を 見 る る テー ブル ロッ ク へ ご 案内 し ます 。 
滝 が ライ ト ア ッ プ され る ナイ アガ ライ ルミ 
ネー ジ ション も 各自 に て 己 覧 いた だ け ま す 。 


『 も | 『 し こ 館 内 『。 中 こも っ ほ 良 て 内 | | 1 

ます . 
※ 作 品 は 貸し 出し 中 や 公 復 の ため ご 覧 いた だ | 
け な い 場合 が あり ます 。 | 


リバ パティー 島 に 上 陸 し 、 
間近 に 観世 し ます 。 
通常 リバ ティ ー 鳥 
に 建つ 自由 の 女神 
像 は 舶 上 か ら 上 め 
る だ け で す が 、 ペ え ス 
8 プ ィ SA J リ ト 





見 渡す 限り た が る 大 峡谷 
世界 遺産 グラ ンド キャ ニオ ン 
に ご 案内 し ます 


コロ ラド 川 が 約 相 000 万 年 の 時 を か け て 大 
す 二 HSPASー 


EE 





sas 年 前 の も の と も 言わ れ て いま す . 東 
近 に じ 学 し 本 45 Okmic 広がる 大 バハ ノラ マ は 思わ す 邊 を 各 
ます .。 | と の 感動 で す 。 





ニュ コー ヨー クタ で は 、 
) マン ハッ タン 地区 の | 
EGO 回 ミッ ド タ ウ ン に 位置 する | 
フォ ー ル ズミ 二 あ / 6 ホテ ル に 2 連 泊 で す 。 
人 ee シーー つ ちゃ テー ガ し | ニュ ー ヨ ー ク | (用 ホテ ルー 例 ) 
で ーー ニュ ー ヨ ー ク ⑧ ロジ ャ ー・ ス ミス 
ラス ベガ ス @ ど ミッ ド タ ウ ン の 中 心 に 蘭 置 し し 、 プ ロー ドウ ェ イ や 
議 タラ ス ドキ ャ ニオ ン 5 番 街 へ も 徒歩 数 分 の 好 ロ ケー ショ ン の ホテ ル で す 。 


13 ) 


ーー 


旅 の ポイ ント リ 
世界 遺産 ダラ ンド キャ ニオ ン と 世界 3 大 涯 布 の 1 つ 


ナイ アガ ラ の 滝 の 北米 2 大 絶景 へ ご 案内 し ます 
や [ は E TUF 計 3: 糧 国 内 線 の スケ ジュ ー ル は P29 を ご 参照 くだ さい 。 





ニュ ー ヨ ー ク で は 、 リ バテ ィ ー 島 に 上 陸 し て 、 | IE に 5 成田 空港 発 か 
自由 の 女神 像 を 間近 に ご 覧 いた だ きま す 。 追加 代金 な し で ペア ・ 仲 良し シー ト を こ 用 意 し ます 。(P3 参 照 
世界 3 大 美術 館 の 1 つ メ トロ ポリ タン 美術 館 で は 、 北米 内 都市 乗 継 す | 一 ーーーーーー< 日 付 変更 線 通 過 
美術 に 詳し い ガ イド が 館内 の 見 どこ ろ を 解説 する 0 ラ スペ カス 着 | 画 着 後 、 ホ テル へ 。 人 正 ) ラス ベガ ス 治 
充実 の 内 容 で す 人 DiUF'G ラ スベ ガス 発 | 画 午前 、 グ ラン ドキ ャ ニオ ン 国 立 公園 へ 向かい ます 。 
IEEE EE ws 約 5 時 間 (WCI2!) | 画 午後 、 男 呈 還 グラ ンド キャ ニオ ン 国 立 公園 観光 。 
2 ae ee DS33 南 壁 (サウ スリ ム ) の 人 気 の ビ ュー ポイ ント 〇 
ーー コー クン で は 、 ペ 0 ジン 押 の 2 計 全 グラ ボド キャ ー オ ン 着 | マー サー ポイ ント と 〇 ブラ イト エン ジェ ル ロ ッ ジ | 
ホテ ル に 2 連 泊 し ます , | Z 久 EE 語 二 玉 i 壮 | 展望 台 へ ご 案 内 し ます , 
中 国 ラ スベ 田 ラ スベ ガス へ 戻り ます 。 着 後 、 ホ テル へ 。 
語 回 田 ブ ラジ ル の シュ ラス コ ( 肉 料 理 ) の 夕食 後 、 ラ ス 
スベ ガス で 一 番 高い 展望 台 か ら ラス バカ スタ 時 また は 枯 長 べり ズ で ー 革 記法 スラ トス ブ ィ ア あー 
と ーー コ % テ イナ ー ら の < は 5 楽し みく だ さい 。 
の 夕景 また は 夜景 を ご 覧 いた だ きま す 。 | 邊 間 aya 
ラス ベガ ス で は シュ ラス コ の 夕食 後 、 ス トラ トス フィ アタ ワー へ ご 案内 し ます 。 「 成 居 圏 」 Ei ラス パカ ス 発 | 画 空 路 、 ナ イア ガラ へ 向かい ます , 


を 意味 する タワ ー 名 は 高い 展望 台 に 因 ん で 名 付け られ まし た 。 北米 内 都市 乗 継 う - | 画 着 後 、 ナ イア ガラ フォ ー ル ズ の ホテ ル へ . 
「 8 人 バッ ファ ロー | 還 お 泊まり は 、 ナ イア ガラ フォ ー ル ズ の ホテ ル に 

| 又は トロ ント 着 2 連 泊 で す . 

| | 志 約 1.5 時 間 

| ナイ アガ ラフ ォ ー ル ズ 着 ナイ アガ ラフ ォ ー ル ズ 泊 


| 障 着 画 午 前 、 ナ イア ガラ の 滝 観光 (4 時 間 )。 

! 滝 の そ そぎ 口 を 間近 で 見 る リ テ ー ブ ル ロ ッ ク 

| か ら ナ イア ガラ の 滝 の 絶 景 を ご 覧 いた だ きま 

ます. その 後 、11・4・5 月 出発 は G ナ イア ガラ クタ ルー 

ズ に 乗船 し 、 滝 吉 に 大 接近 し ます 。 12・1・2 月 出 

発 は ジャ ー ニ ー ビ ハ イン ド ・ ザ ・ フ ォ ー ル ズ と 
ロア イマ ックス シア ター に ご 案内 し ます , 9 

男 昼 食 は 、 ナ イア ガラ の 滝 が 見 える レス トラ ン で 

ーー 層 ビュ ッ フ ェ ラ ンチ を お 召し 上 が りく だ さい 。 

ET TE | 5E 認 語 記 | 一 午後 、 オ ンタ リオ 湖畔 の 街 ナ イア ガラ ・ オ ン ・ 








| 一下 エコ アミ ー タ ラス :90BH7 790| | ビジ ネス 2 上 レイ ケ と ワイ ナリ ー 見 学 ザ ・ レ イク と ワイ ナリ ーー 見学 。 
二宮 志田 ) 筆 = 日 直 男 例 「 =1 慈 幅 ! 交 千歳 } 再 2 柱 問 革 に ニ =4 英国 風 の 街 並み が 美 し いい ナオ イア ガラ 1 オー 
ーーーー ツ ーーー ニー トー ザ ・ レ イク 散策 、 〇 ) ワ イナ リー を 訪れ 、 名 物 の |: 
「 ー ト ーー 時 人 つ 2 スー ビジ ネス クラ ス 旅 行 代金 (P6 参 昭 ) 1 アイ スワ イン の 試 葵 を お 楽し みく だ さい 。 
479, 900 1.036,900 | | 基 行 時 間 ナイ アガ ラフ ォ ー ル ズ 消 
還 549.900 1.099.900 | ナイ アガ ラフ ォ ー ル ズ 発 | 軒 空 路 、 ニ ュー ヨー ク へ 向かい ます , 
1 本 2 489 900 1 047 900 sm 約 1.5 時 間 画 着 後 、: * テ ル へ 。 
ら と ーー パー [SFHGW パ ッ フ ァ ロ ー | 男 タ 食 は 、 対 岸 か ら マ ン ハ ッ タン 島 の 見 える レス ト | | | 
489.900 1.052.900 又は トロ ント 発 - | ラン に て ステ ー キ ディ ナー を お 楽し みく だ さい , | | ほぼ 
旨 | 13 記 | 489.900 1.067,.900 北米 内 都市 乗 継 サ - | 画 お 泊まり は 、 マ ン ハ ッ タ ン 地 区 の ミッ ド タ ウ ン に | | 
還 629.900 1.372.900 Oi ニュ ー ヨ ー ク 着 | _ 位置 する 好 立 地 ホ テル に 2 連 泊 で す : 
| 25 有 | 469.900 1.071.900 5 で 人 華 「 ニ ュー ヨー ク の クリ スマ スイ ルミ | 
( 青 文字 の 出発 日 は 6 名 様 より 出発 保証 ") 出発 限定 ネー ショ ン 」 の 期間 中 に あたり ます . 
仙 各 地 発 追加 代金 (pg を 吉 ) | 大 阪 発 :15.000 札幌 - 福 岡 発 :20.000 ' 歩行 時 間 “ (マン ハッ タン 地区 の ホテ ル ) ニュ ー ヨ ー ク 泊 
1 部屋 追加 代金 1 116 DO0O (利用 部 屋 * イ プ は P33・ * コ 4 を ご ご 覧 くだ きい 。] sg み 観 光 ーー 充実 の ニュ ー ヨ ー ク 市 内 観光 。 
屋 証 読 志和 還 琶 用 | 自由 の 女神 の ある 鳥 届 リバ ティ ー 島 に 上 陸 し て 、 
ご 出発 の 6 0 日 前 まで の ご 予約 了 で 10.000m。。。 自由 の 女神 || | 匠 還 還 自由 の 女神 を 間近 に ご 覧 いた だ きま す 。 


世界 3 大 美術 館 の 1 つ 〇 メト ロ ポ リタ ン 美 術 館 で 








ME 燃油 サー チャ ー ジ が 含ま れ て お り ま す 。【GEEK7 5 は 、 美 術 に 詳し い ガ イド が た っ ぷり 約 2 時 間 か け 
者 入 び 還 内 空 全 用 料 - 放 保安 サー ビス 料 ・ 国際 観光 放 害 税別 吉 必要 で す 。 て ど 楽 内 し ます 。 

(詳細 は P32 参 照 ) 現地 空港 諸税 目安 額 約 B.500-19.000 円 ム ワ ッ ワ ー ル ド *= キ レー ド セ ン ター、 必 ソー ホー、 | 
東京 (成田 ) 以外 の 各 都 市 か ら ご 参加 の 場合 は 、 チェ ル ジ シー マーケット 、 ハタ イム ズ ス クタ エア 、 ほ 
P5 の 国内 線 特 別 追加 代 多 プラ ン A が 適用 に な り ま す 。 〔 詳 細 は P5 参 照 ) 必 劇 場 街 、 セン トラ ル バ ー ク な ど 左 巡 名 充実 の 

食 事 朝食 3 回 、 昼 食 3 回 、 夕 食 4 回 (機内 食 は 除く ) 内 容 で すま 

浅 詳 末 詳 下 | 成田 出発 か ら 成田 帰着 まで 同行 いた し ます 。 国 光 後 、 フ リー タイ ム も お 取り し ます 


pe: まま | 園 タ 食 後 、 ロ ッ タ フェ ラー セン ター の 展望 台 B ト ッ 


ミー 前 六 字 の 中 必 目 計 呈 著 欄 よ 口 出 茎 紅 計 。 ただ し 、 選出 革 か 与 本 3== ロ (日 前 まで に 
本 上 仙 待 誠 議 | 15 名 * | 語 役 行 上 に 注 た な い 場 は 催行 を させ て いた だく 場 合 ( あ D ま すま)」 


中 生井 重 須 アル タ 導 空 また は アメ リカ ン 航 空 らら 覧 いた だ まま す 


プ ・ オ ブ ・ ザ ・ ロ ッ ク よ り マ ン ハ ッ タ ン の 夜景 を 上 


上 ニュ ー ヨ ー タ 
で ラス ペ ベガス 、 ナ イア ガラ フォ ー ル ズ 、 ニ ュー ヨー ク >A ク ラス “ 歩行 時 間 記 ニー ッ タ ン 地 区 の ホテ ル ) ニュ ー ヨ ー ク 泊 
利用 ホテ ル ※ 計 細 は 下記 利用 ホテ ルー 覧 及び 右記 日 程 表 を ご 参照 くだ さい 。 RDF_R ニュ ー ヨ ー ク 発 す | 画 空 路 、 北 米内 都市 で 乗 継ぎ 帰国 の 途 へ 。 
キリ ゴル 利用 中 順 苔 計 叶 ッ ド を 若林 で ご 利用 い た 症 書 計 手 北米 内 都市 乗 継 
ラス ペ ガ ス 『1 る ルク ソー ル ゃ な な | で ベア 。 cyaer rm PT 
(シャ ワー の あみ) ※12/9 出 発 は トロ ピカ ー ナ |A 「 追加 代 釜 な し で ペア ・ 仲 良 レ シ ーーーー シ ae 昭 
ナイ アガ ラフ ォ ー ル ズ IAl| レニ レー ェ ニ < 日 付 変更 線 通 過 >ーーーーーー 一 
(て スタ プ 付 き ) | 一 ス カイ ライ ン ホ テル PD 
ニュ ー ヨ ー ア 『 TS テーー ュ プ 三 | に 計 


ーー こい ーー 還 内 線 の スケ シュ ー ル (は 『29 き ご 参 数 OC さ い 。 | 





員 計 の 邊 時 症 貴富 呈 「 模 共 当 著 』」 ら 和 路 編 己 守 「 醒 所 rarr 言 潤 「』」 一 み 定 ・ 内 本 千 補 隊 下 評 


e 一 
= 





( 下 リ < 


"ーー 


直 行 時 間 記 : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時間 が g 時 間 選 内 、 旧 条 時 間 記 : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が gー 因 間 以内 、 上 循 時 間 誤 : 1 日 の 鶴 光 時 に 二 く 時 間 が 時 間 以 上 、 WC[T| : 長 距 訣 移動 中 の トイ し 体 牟 員 回 数 






記 紀 ン タ ! っ ジ ィ 

世界 3 大 澤 布 の 1 つ 、 ナ イア ガラ の 滝 。 当 コ ー ス で は 、 活 の 注ぎ 口 を 望む テー ブル 

Kr ビル イン ド ・ ザ ・ "フォ ー ル ズ に も ご 案 由 。 
[。 また 、 昼 間 の 観光 に 加え 、 タ 刻 i 

も ご 覧 いた だ け ま す 。 


ほ 問 

ナイ アガ ラ ・ キン < サザ ・ 1 クベ 
半日 観光 だ け で は も っ た いな 

い ! ベ スト ツア ー で は 、 ナ イア ガ は 
フ の 洲 観 光 だ け で な く 美しい “ 








we 
楽し い ナ イア ガラ ・ オ ン ・ ザ ー レ イ 5 
クタ に も ご 案内 し ます 。 性 デイ ユ ロ イア デイ ュ テー ミリ (ロゴ オン ロ は 丹 平 同 
由 の 数 字 は ai jk 
『 泊 孝 で す 。 h 
和 イエ ロー ナイ ブフ ③ 
W ト ロン シト 
も ナイ アプ ガラ 


フォー ルズ 3 














[5 けが ) Wa 
オー クス ・ オ ー バ ー ル ッ キ ング ・ 大 一 
ザ ・ フ ォ ー ル ズ S lg 六 
カナ ダ 滝 まで 徒歩 圏 の 好 立地 ホテ ル で す 。 14 階 た 時 
に は 宿泊 客 だ けが 立ち 入れ る 滝 の 展望 エリ ア も 間 nr 本 ます 
で 証 % 交 日 





ma に ョ 攻 し =、 円 NE | 宣 ピリ 叶 大 岳 


や も うけ と つの コ ァ ー レ イケ ーー 


sm 
が ス 悪 中 需 





ト ) を お 2 人 で ご 利用 いた だ け ま 
す . (滞在 中 1 回 
















了 め ナー ロラ 盾 シー ト を ど 有意 し ま 
人 時 和 人 
※※ プ ライ ベー ト ・ テ ィ ー ビ ピー | 2 
ロラ 観賞 シー ト 中 ご 利用 日 は 、 現地 に 
ご 案内 いた し ます 。 
人 RS 月 回 67 は ソウ の コン ルベル 
は ナイ アガ フ の 滝 の ラ 


- を お 楽し みい た だ きま = ます | 
※ ナ イア ガラ の 壇 の ライ ト ア ッ プ 銀 作 の 志 | 
明 書 は 現地 に て お 1 人 様 1 格 お 濾し し ます 。 








ナイ アガ ラフ ォ ー ル ズ で は 、 カ ナダ 滝 ま で 
人 
























旅 の ポイ ント !『 D.、 較 : 


g。 還 





雰囲気 た っ ぶり の オー ロラ ビレ ッ ジ で の 














オー ロラ 観賞 3 晩 付 ! で 

本 EEE の ES 補強 、 エ ア ・ カ ナダ で カナ ダ 内 市 和弥 ぎ 0 回) 

3 回 に わた り 、 雰 囲 気 満点 の 「 オ ー ロ ラビ ーー クス tet ま 

レッ ジ 』 へ ご 案内 いた し ます 。 テ ィ ー ビ ピー 

内 で は 温か い お 飲 み 物 が 付い て いま す 。 1 

※ テ ディー ビー (テン ト ) は 他 の お 客 様 と ご 一 緒 に な り ます 。 TE 語 旧 嘱 Wi 

ご 参加 の 方 に も れ な く お 渡 し し ます ! 中 は 抽 宮 内 5 記 セッ ト 付 ! な 記 全 
ei ュ ニ #ー ロ ラ 観 賀 1】】 | 下 梁 夜 、 ナ オー ロラ ビレ ッ ジ に て 1 回 目 の オ ー ロ ラ 観 賞 
RS 間 | を お 楽し みく だ さい 。 (21:00 頃 ホテ ル 発 /01:30 





参 オ ー ロ ラボ スト カー ド 瑞 オ ー ロ ラ 観 店 証明 書 ホテ ル 着 ) イエ ロー ナイ フ 泊 

イエ ロー ナイ ワ フ 滞在 | 遼 午前 、 フ リー タダ イム で す . 連夜 の オー ロラ 観賞 に 備 
' えて 四 っ くり と お 過ごし くだ さい 、。 
| 午 後 、 イ エロ ー ナ イブ 市 内 観光 。 

アー スウ エス ト 準 州 州 議事 堂 、 プ リン ス ・ オ 

ブ ・ ウ ェ ー ル ズ 博 物 館 、 へ ダウ ンタ ウン 、 〇 ダレ ー 

ト : ス レイ ブ 湖 の アイ スロ ー ド 、 オー ルド タウ 

ンー クラ フト ジョ ッ プ へ ご 案内 し ます | 

画 ダ 食 は 、 オ ー ロ ラビ レッ ジ 内 レス トラ ン で オー ロ 
ラテ ディ ナー を お 楽し みく だ さい 。 

較 食 後 は を その まま オー ロラ ビレ ッ ジ に て 3 回 目 の 

オー ロラ 観賞 友 お 楽し みく だ さい 。 (18:30 頃 ホテ 

ル 発 01:30 頃 ホテ ル 着 ) イエ ロー ナイ フ 泊 


只 語 | イ エロ ー ナ イフ で は 、 好 ロケ ーション の エロ ー ナ イフ 湯 和 | 和 B、 フ リー タイ 6 で す 。 
(iM ホテ ル に 3 連 泊 で す 。 " QFP 大 ぞ り 体 駿 


QP か ん じき 体験 
イエ ロー ナイ フ 


画 深 夜 、 オ ー ロ ラビ レッ ジ に て 3 回 目 の オ ー ロ ラ 観 | 
賞 を お 楽し みく だ さい 。 (21:00 頃 ホテ ル 発 /01: 

クオ リティ ー・ イ ン ・ ア ンド ・ ス イー ツ 

セン ター スク ウェ アデ アモール に 直結 する る ホテ ル は 、 ジ ショッ 肖 


30 頃 ホテ ル 着 ) 
ビン ダグ に 便利 な ロケ ー ジ ショ ン で す 。, 客室 は 則 か が み の あ | 
る 色調 で 快適 に お 過ごし いた だ け ま す . 





朱理 地 に て お 1 人様 1 セッ ト お 本 し し ます 。 (幼児 際 く ] 丈人 能 行 備 釜 に 健 ま れ ま ます 。 


寒さ 対策 も これ で 万 全 ! 1 





イエ ロー ナイ フ 半 在 中 は ツー ビー ズ ス 型 防寒 服 

EE 目 イエ ロー ナイ フ の お 泊まり の ホテ 
防寒 時 5 点 セ > ッ ト ル に お 客 様 の サイ ズ に 合わ せ た 防 
レン タル 付き !! 泰 具 を ご 用 意 し ます 1 
あゆ フード 付 ダウ ンジ ヤケ ッ ト ※ 馬 二 、 足 の サイ ズ . 日 本 で の 洋 所 の サイ 
@ 防 塞 パ ン ツ @ 防 泰 ブー ツ あ St くだ きい 。 1 
生 手袋 台 フ ェ イ スマ スク 蘭 To お 問い 合せ くだ さい 。 9 
Li | 事 : リア ー 証 申 迄 本 に サイ ズ を お 池下 せく だ さ し い 。 手配 附 [ 綺 の み | | 玉 客 竹 キ れ ぞ れれ 相 サ イエ 情 幸 














ー サ ュ Jidi ロ ー キ 








陣 肌 = 居 画 空 路 、 カ ナダ 内 都市 乗 継 ぎ ト ロン ト へ 。 
イエ ロー ナイ フ 発 サ | 画 着 後 、 ナ イア ガラ フォ ー ル ズ の ホテ ル へ 。 
| カナ ダ 内 都市 乗 継 サ | 田 お 泊まり は 、 PR 
雪 ) 2 名 | 室 : エ コノ ミー クラ ス 利用 ) 邊 び 出 3 円 人 0- 人 5 提 ト ロン ト 着 | ピュー 地区 に 位置 する ホテ ル に 2 連 泊 で す 
0 麟 成 田 藩 C + り まで mp 剖 Jy 時 間 
DTI 因 ナ イア ガラ フォ ー ル メ 着 ナイ アガ ラフ ォ ー ル ズ 泊 
FR 画 午 前 、 科 の ナイ アガ ラ な ら で は の 総 景観 光 。 
本 計 雇 gyIVH TE5| 滝 の そ そぎ 口 を 望む テー ブル ロッ ク 、 避 英 の 裏 
側 観 光 (ジャ ー ニ ー・ ビ ハイ ンド ・ ザ ・ フ ォ ー ル ズ ) 、 
アイ マッ クス シア ター、 〇 ワー ルプ ー ル へ ご 案 
肉 し ます 。 冬 の ナイ アガ ラ な ら で は の 永 の 漠 の 
神々 し い 姿 を ご 覧 くだ さい 。 ま た 肝 示 タリ スタ ル 
に も 出逢え る チャ ンス で すす 
層 名 様 より 出発 控 証 "| 近 12729 華 は ビジ ネス ケス. プレ ミア 上 ム エ コ ミー ケラ ス 有 国内 旨 特 別所 加代 並 プラ ン は 放り ませ 上 一 昼食 は 、 洋 の 見 える レス トラ ン で ビュ ッ プ ェ を お 召 
@ 操 地 発 追加 代金 peg を 記 ) | 大 阪 発 : 10.000 札幌 - 福 岡 発 :20.000 し 上 が りく だ さい 。 























1 人 部 屋 追 加代 例 40.000 (利用 部 屋 ゥ イプ は P33・34 を ご 覧 < だ さい | 加 
プル ミア h エ コノ ミー 門人 WIPG き 有 200.000 12/2g 介 時 く ) 「 2 : 
較 選 希望 の 方 は 、 添 乗員 が 美しく ライ ト ア ッ プ され | 
こ 出 発 の わり 日 前 まで の ご 予約 完了 で * 10.000mmses た ナイ アガ ラ の 滝 の イ ルミ ネー ショ ン に ご 案内 し 3 
PRE 燃油 サ “ 補う 34 参 上 ) MPGEI し っ [ 
下地 中 湊 詳 税 及 び 国内 空 放 設 使 科 等 、 国 際 観光 旅客 税 は 別人 必要 で す 。( 和 細 は P33 佑 ) / 3 2 の な 


現地 空港 諸税 目安 額 約 6.500 円 
東京 以外 の 各 都 市 か ら ご 参加 の 場合 は 、 


P5 の 国内 線 特 別 追加 代 多 プラ ン B が 適用 と な り ま す 。 (詳細 は P5 参 照 ) 
食 ] 事 朝食 (デメ リカ ン 又 は ピュッ プ ェ ) 2 回 、 昼 食 ] 回 、 夕 食 1 回 (機内 食 は 除く ) 
添乗 員 成田 出 革 か ら 羽 田 帰 着 ま で 同行 いた し ます 。 








SE 。 / た だ し 、 ご 出発 か ら 60--90 日 前 まで に 量 少 催 行員 に 満た な い 場 合 は 、 
最少 催行 人 員 2 名 "( 汽 穫 きせ て いた だ く 電信 ち り ます 。 ) 


生生 圭 エア フナ タダ 
二 P 全都 市 >A タ ラス 以上 Wi 」 phi 
利 用 恋 デル 詳細 は 下記 逢 用 ホテ ル 一 覧 及び 右記 日 程 表 を ご 参照 くだ さい 。 寺 一 人 画 則 ラーーーーーーーー 
泉 当 コ ス は トリ プル (8 名 1 宣 は 堆 愛 け で 苦 和 ませ ん 。 
イエ ロー ナイ フ 人 | リー m 
ナイ アガ ラフ ォ ー ル ズ AA 


Ni 移 オ ー ク ス - オ ー パ バー ルッキング ・ ザ フォ ー ル ズ 





HI 和 空 則 の 到 閉 時 齋 に 上 っ で オー ロラ 鈴 表 時 間 が 畑 く きる 場合 が 馴 り ます 。 

(321 貞 の 事 結 優 の の 好 天 時 の み の ご 宣 内 と な り ま す 。 

コー ス 臣 び 渡 航 に 関す る ご 案内 (Pzg・30・33 参 照 ),. カ ナダ 電子 渡航 認証 (egTA) に つい て (PF33 参 昭 ) 
出発 日 や 現地 事情 等 に より 、 観光 内 容 や ホテ ル に 変更 や 条件 が ある 場合 が ご ざい ます 。 


オー ロラ ビレ ッ ジ 内 の ダイ ニン ダグ ホー ル に 
て 人 気 の オ ー ロ ラディ ナー を お 楽し みい 
た だ きま す 。 通常 の 観測 より 早く オー ロラ ビレ ッ ジ に 来る . 


た ぬ 、 オ ー ロ ラ 出 現 の チャ ンス も 高まり ます . EE 
直 行 時 間 齋 : 1 日 の 妥 光 時 に 歩く 時間 が ど 時 間 長 内 、 五条 時 間 記 | : 1 日 の 観光 時 に 示 く 時 間 が 2 ー4 時 間 以 内 、 間 有 時 間 詞 : ] 日 の 観光 時 に 彰 く 時 間 が 引 時 間 以 上 、 WC[T | : 長 路 離 移動 中 の カト イレ 休 和 暑 の 回 数 








| お 申込 み の 際 は P29・30 の 「 共 通 の ご 案内 」 及び 「 各 コー ス の ご 案内 」 を 必ず ご 確認 くだ さい 。 
本 コー ス に 関し て の お 問い 合わ せ は 、( 株 ) 日 本 旅 東日本 海外 旅行 績 括 ま で お 願い いた し ます 。 FT1 








員 計 の 邊 中 症 貴富 呈 「 胡 共 当 著 』」 ら 和 路 編 己 守 「 醒 所 rarr 言 潤 「』」 一 家 ・ 内 本 叶 補 隊 下 評 





e 一 
= デ 


【 融 」。 


Di 










の こだわ り 


通常 バッ ケー ジ ツアー は オー ロラ 
観 仙 施設 に 待機 し て 出現 を 待つ 
バタ ー ジ が 一 般 的 で す が 、 こ の ツ 
アー 仁 較 いま す 。 

ます の で 、 そ の 日 の オー ロラ の 出 















上 に 適 の 「 
「 待 つ !」! の で は な く 「 観 に 行く !、 ま 















さ に ハン ティ ング 方 式 で す 。 ea ーー 
イメ ー ジ 自 抵 写 真 宮田 中 弄 半 = 

田中 氏 が 選ぶ 観賞 地 

は 一 味 違 いま す 。 例え 

ば 、 オ ー ロ ラ と 川面 に 


上 可 目 旨 で 


ーー 


浮か ぶ 雪 の 花 な ど 、 写 


H = 『。 
ーー Li gg 生ま 二 


場所 に ご 案内 する の 
議 』 も この ツア ー の 大 き な 
im ポイ ジン ト で す 。 


』 町 
まま 、 

し 3 請 
4 1 


電 m 
Ta 本 rm 自 末 写 概 守 田中 躍 短 











の こだわ り 3 月 13 日 ( 金 ) 


軸 を の 12 月 こう 月 だ けが オー ロラ の ペスト シー ズン と 思わ れ が ち で す が 、 2 月 月 ら オ 


ロラ の ベス | ン で す 。 真冬 と 違い 、 降 雪 量 も 減り 、 天 候 も 安定 し て 0 の で 、: ラ 
計 ジラ が 当 ツ ア ー で は 、 田 中 氏 の 経験 に 基づい て 、 観 中 率 の 計 

し まし た 。 

月 まで は 納得 で き て も 4 

月 も ? と 疑問 に 思 Wet cn 

し れ ま せん 。 4 月 は ビ ピ 


つた 表 還 オ 画 に = n 由 大 1 


「 る チャ ンス も 高く 、 、 実 は 穴 
場 で お すす め の 出発 日 で す 


田中 氏 同 行 の 


プロ の 定率 同和 1 の 最大 の メリ ッ ト は 人 と 言っ て も 3 
て ョ 。 カ メラ 歴 が 長い 方 も 者 の 方 も 















大 歓迎! 全 し く 教え て も ら えま す . 
写真 の 著作 権 は 、 シ ャ ッ タ ー を 押し た 人 に 帰属 し ます 。 例え 、 田 中 
広 の カゲ ラ で 田中 氏 が イチ か ら セ ッ イ イプ だ らい で トド ツ 
ター を 押し た の が 、 あ な た な ら 、 著 作 権 は あな た に ある < 。 5D 
カー ド を お 持ち いた だ けれ ば 田中 氏 が セッ ティ ング し て 、 あ な た が 
ジ シャッター を 押し た 画像 を お 持ち 帰り いた だ け ま す 。 


『 ロー = 
MEI ーー 





っ 


自然 写真 家 田中 雅美 氏 
ン = レ / \ ン ティ ング に 同行 し ます 。 


自然 写真 家 田中 雅美 氏 

幼 必 期 よ り 写 真 に 刀 味 を 持 五 18 護 の 時 に は 自宅 に 
暗室 を 建て カラ ー 写 真 の 現 居 と り バ パー サル フィ ルム 
功 現 像 まで 始め る そそ の 後 、 写 真 学 校 埋 辛 業 し フィ ル 
上 登 社 で 手 焼 き に 詞 事 。 

ゞ 年 で 強 立 し ネイ チャ ー プ ォ * ト 玉 筑 加 掘 能 電 申 め 定 。 


199 昌 年 より 北 縛 0 度 以上 の 自 鐘 撮 神 を 始 ぬ る 。 
同年 STUDIO REBD ロ NT 友 オ ー プ ン 。 

VR360 パ ッ ラ マ と タイ ムラ プス と いう 、 最 先 机 技 条 
を 聴 恒 し た オー ロラ 映像 に より 世界 的 な 評 居 を 受け 
高 。 0 年 に は 、 バ パッ ラマ 写真 員 世 界 的 な 賀 ・Pano 
此 wards で 銀 軒 5 必 品 を 国 得 。 

オー ロラ 作品 や ダイ ムラ ゴス ユ 外 理 は アマ チュ デア か らら 
プロ まで 昔 め た カル チャ ー ス ダー 比 記 NHK や 工学 院 
大 学内 で 3 年 間 指導 。 

み 214 年 12 月 、 カ オダ で 年 か け て 撮 蛇 し た 写真 集 
バ パノラマ オー ロラ が 刊行 され 族 。 

日 本 店 告 写真 宮 協 登 (APA&) 会 員 。 


宿泊 イエ ロー ナイ フ で は 、 好 ロケ ーション の 
ホテ ル に 4 連 : 泊 で す 。 








デイ ズ イ ン & ス イー ツ ・ イ エロ ー ナ イフ 肖 議 回 鹿 
イエ ロー ナイ フ の 中 心 部 に も 近く ショ ッ ピ ンダ セン | | キー 

女 一 まで も 従 歩 圏 内 で す . ( 約 7 婦 ) シン プル な が 
ら 清 深 感 の ある お 部 屋 で す 






中 ) 入 び 出 発 日 単 


ュ ウ ラス : 細 D88809 | プル ミア 占 エ コッ ミ ー:90885 中 


成田 発 旅行 代金 欄 * 子 合同 額 ) 
1/ ミ ー ケ ラス :9U0B8 80800 旧 ビ 2 
E ま ( 成 還 ) = 補 昌 上 了 難 =1 


人 @ 大 阪 発 は 下記 「 大 阪 発 追加 代金 」 が 必要 で す 。 





(2 名 様 より 出発 保証 り 





模 大 阪 発 追 加代 金 iPzg 欠 曲 ) | 大 阪 発 : 10.000 
1 人 者 屋 追 加代 金 4B.000 (利用 秋 尽 タイ プ は PF33-34 を ご 覧 くだ さい | 
アル ミア h エ コノ ミー 介 民 人 人 WP 180.000 
_ イエ ロー ナイ ブフ スノー キン グ ウィ ンタ ー フェ ステ ィ バ ル 開 怪 中 の 出発 日 (予定 ) 
_ 。 新 月 和 2 日 目 に あたる 出 例 日 で 月 明か り が 少な く オ ー ロ ラ 観測 に 適し た 出 便 日 


swo60BWzeoszesre 10000mmmne。 





Pl*aE】 燃油 サー チャ ー ジ が 含ま れ て お り ま す 。 (証人 計 8 


現地 空港 諸税 及び 国内 空港 施設 使用 笠 等 、 国 際 観 光 旅 害 税 は 別 遊 必要 で す 。 (詳細 は P33 巻 昭 ) 
現地 空港 諸税 目安 額 約 4.000 円 
東京 以外 の 各 都 市 か ら ご 参加 の 場合 は 、 


P5 の 国内 線 特 別 追加 代 釜 プラ ン B が 適用 と な り ま す 。 【 詳 細 は PB 参照 ) 





四 事 朝食 3 回 、 昼 食 O 回 、 夕 食 2 回 (機内 食 は 除く ) 
重 。 乗員 成田 空港 出発 か ら 成 田 空港 帰着 まで 同行 いた し ます 。 


に 語 寺 計 計 っ ァ ヶ ェ た だ し 、 ご 出発 か ら 6 ロ 一 0 日 1 ま で に 最少 催行 人 員 に 満た な い 場合 は 
舞 溢 行人 環 2 名 "(守る H さ せ て いた た く 場 が ちり ま す “ 


9 エア デ ・ カ ナダ 


Es ご イエ ロー ナイ フーA ル タラ ネス 
利用 ホテ ル ※ 証 細 は 下記 役 tF 上 記 直 テル コラ 上 を ご 参照 く だ さい 





イエ ロー ナイ フ ee 正 琵 A 
人 @@ デイ ズ イ ンス イー ツ ・ イ エロ ー ナ イフ 





本 コー ス に 関し て の お 問い 合わ せ は 、 (株) 日 本 計 行 東日本 海 旅 生計 括 刑 まで お 願い し いた し ます 。 | 


DUAL oOP P1 ヨ 用 オプ ショ ナル ツア ー 
隊 語 目 犬ぞり 体験 犬ぞり 操縦 


し て 何より も 礁 ぞ り 体験 を 満喫 し て くだ さい ! 


人 日 本 申込 み 料金 : (体験 ) 7.5OO 円 
(操縦 )8.50D 由 。 電電 
所 要 時 間 : 約 1 時 間 (ホテ ル 発 13 時 /14 時 15 時 症 還 記 記 仙 所 琶 時 間 : 約 1.5 


約 30 分 間 陣 っ た 閉 の トレ イル を 1 同 
更 量 小 催 行人 員 - 己 名 専 供 行 日 : 毎 日 
媒 旅 行 正 画 ・ 実 能 : ベ ックス ケン ネル ズ 
天 ぞ D 様 縦 は 大 人 (1 歳 以 上 ) の みか と 間 ます 。 
准 吉 申し 込み 後 の 手配 と な わり ます 。 


放 才 プ ャ ョ オル ウッ デー は は 電 抽 コモ ニ デ ェ ィ シ 


定 計 ほす で 本 代 タ サー そし 誤 





) 


罰 スノー モー ビル ツア ー 

エキ サイ ティ ング で あり な が ら 快 適 な そり に 乗っ て 、 グレ ー ス ・- レ イ スノー モー ビル に 乗り 、 白 銀 

ク の 周り の 雪 道 を 駆け 抜け ます 。 犬 た ちと の 出会い 、 写 真 撮影 、 そ の 世界 を 丁 け 抜け まし ょ う 。 。. 講 
ーー さら に は 道中 の 一 部 で 運転 

も 体験 で きま す 。 

er ロ 円 


間 
の 1 時 5 時 ) 
行人 員 名 


ペッ クス ケン ネル ズ 
リン に よさ 安全 上 の 理由 か ちら 帳 行 で き な を い 場 合 が ご ざい ます 。 則 1B 論 医 コ ー ス は ご 更 加 い 』 


還 空 牙 、 エ デ ェ カナ ダダ で カナ 宮内 都市 乗 継ぎ は 回 ) 
イエ ロー ナイ プ へ 。 

硬 成 田 空港 出発 か ら 、 成田 空港 帰着 まで 、 涯 乗 
員 が お 世話 する 安心 の 旅 で す 。 写真 以外 の 事 
は 添乗 貞 に お 尋ね くだ さい 。 


カナ ダ 内 都市 乗 継 す 


HER 画 イ エロ ー ナ イフ 着 後 、 ホ テル へ 、。 
イエ ロー ナイ ブ 着 圏 テ レビ や 雑誌 、 ト ー タ ショ ー に も 出演 多数 。 
オー ロラ 写真 の 第 一 人 者 と 言わ れる 田中 璧 美 
氏 の 紹介 も 部 ね て 、 ホ テル また は 市 内 レス トラ 
ン に て 夕食 を ご 用 意 し ます , 
滞在 中 は 防 窯 具 セ ッ ト 付 ! (タッ ンジ ャ 
キー ロラ 観 営 | 画 深夜 、1 回 目 の オ ー ロ ラ ハ ン ティ ンダ 
専用 事 で 、 オ ー ロ ラ 観 賞 に 適し た 田中 氏 お すす 
め ス ポッ ト へ 案内 し ます , プロ の アド バイ ス も 
も らい な が ら オ ー ロ ラ 観 賞 と 撮影 友 お 楽し みく 
* ュ 則 か い お 飲 み 物 と バブ プッ ク 、 ス ー ブ ゴ 付 き 』 ョ 
イエ ロー ナイ ブフ 泊 





1 訓 四 規 導 bh か WE ィ ー 


専用 車 で 、 0 オーロ ラバ シティ ンタ ss “ 
め ス ポッ ト へ ご 案内 し ます 。 プロ の アド バイ ス も ト 


も らい な が ら オ ー ロ ラ 観 賞 と 撮影 を お 楽し みく 

だ さい 。 
ま ュ 温か い お 飲 み 物 と バ ノ ッ ク 、 ス ー プ 革 き 』 ォ 
イエ ロー ナイ フ 泊 


還 ク 食 は 、 析 料理 (いわ な 笠 天 ) 在 どう を 。 
画 座 、4 回 目 の お オ ー ロ ラ ハ ン ティ ング , 


専用 車 で 、 オ ー ロ ラ 観 賞 に 適し た 田中 氏 お すす |: 
め ス ポ ボット へ ご 案内 し ます , プロ の アド バイ ス も | 
も らい な が ら オ ー ロ ラ 観 賞 と 撮影 を お 楽し か く | 


だ さい 
温か い お 飲 み 物 と バ ノ ッ ク 、 ス ー プ 付き * 


イエ ロー ナイ フ 泊 | 


陣 肌 0| 画 空 路 、 エ ア ・ カ ナダ で カナ ダ 内 都市 乗 継ぎ (2 回 ) 
イエ ロー ナイ フ 発 す 帰国 の 途 へ 。 
カナ ダ 内 都市 乗 継 か 

追加 代 釜 な し で ペア ・ 仲 良し シー 


を ご 用 皿 し ます 。(『3 参 断 





時 中 長 自国 サイ ヌ 日 年 洋 服 の サイ ズ ( 全 * 聞 * や と ・ 際 店 まく に おり せく た 言 0 隆生 9 j 随 守 具 は サイ ヌ 
と 器 が 本 られ で い 呈 す 中 で 問い 合わ れ ぜ くだ さき ト . 随 塞 パレ ツ . 大寺 コ 守 罰 如 引 点 と 音 日 還 す 





導 イエ ロー ナイ フ 市 内 観光 


と し て 、 スタッフ お 勧め の ショ ッ ピ ング エ 

リア や レス トラ ン も ご 紹介 いた し ます 。 生還 
弄 日 本 申込 料金 : ア 70 ロ 円 
形 所 本 時 間 : 約 時 間 (ホテ ル 発 14 待 ) 
2 己 名 


筐 旅行 下 画 実施 : ペ ックス ケン ネル ズ 


| 寺 叶 本 』 


ユニー ク な オー ルド タウ ン 地 区 ( 旧 市 街 ) と ダグ レート スレ ー ブ 
レイ ク を 一 望 で きる 展望 台 バ イロ ッ ト モ ニュ メン ト な ど 始 め 





1 NN 1 ik、 電 の 
Lu と 、 し 近 た 
ia ン テ T の か 日 時計 " き | 


5 5 ma / マチ ュ ビ チュ 適 跡 の 最高 | 
中 ある 見 張り 小屋 か ら は マチ ュ W 地点 に あ 名 。 手 を か ざす 開 
| ビ チ ュ の 美しい 全景 を 見 る こと と 不思議 と パワ ー を 感じ 
必 が で る 気 が し ます . 


プ 


ーー Re 還 訪 光 証明 書 を 
の コ | メー ジ 還 5 “ に 86 に て お 六 し し ます で 

昇 由 貞 1 」 + 年配 ーー 
上 晴 合 グ ジニ AN キワ イナ ビ チ ュ 4 ・ 0 


Le cm " em 
天 1 マチュ レナ 道生 


マチ ョ ピコ 田 還 博 三 
ュ ビ ュ イシ カ 証 道 


人 


ワイ ナビ チュ を 背 に し 、 マ チュ ビ チ ュ 
山 に 向かい イン カカ 古道 を 約 1 時 間 歩 
く と 玉 陽 の 門 (イン ティ プン アタ ) に 着 
く 。 こ とか ら は マチ ュ ピ チュ の 公 景 em 時 
時 訪 る 事 が で きま す ., ジグ ザ ヴ ザ の 坂道 を 泥 載 ババ 
ス で 約 30 分 登り ます . 








5 スマ ッ ク 中 行き の バス 合 に 程 近い 5 つ 星 ホ テル 
イン カ の 文様 を 取り 入れ た デザ イン が 落着 いた 雰囲気 で す , 


ューー 


1 の 45 29.000。 


生 手配 と な り ま す - ※ 人 部 大 利用 時 上 千 額 と な 
ます 。 束 コ ー 紀 子 和 時 に 吾 申 誠 瑞 寺 は 。 
5 日 前 思 障 還 幸 申 迅 幹 は お お 受 け で 理 未 圭 所 。 
PS 中 揚 畔 コー ユ で は 1 販 四 専 想 上 車 知 末 全 再 壁 
け で きま ませ 上 ん 。FP ビ テッ 丘 楊 了 コー ミエ で は 門 
当 員 は 上 記 ホ テル に は 宿泊 いた し ませ ん が 太 ーー 5i2 こ 
民話 ます 。 党 ヨ 当主 利 了 新 は で 寺 圭 層 上 所 ーー トコ ー 石積 み の 建 物 で 太陽 光 を 計 替 大 な 山々 を ご 覧 いた だ け ま す 
算 し た 悪 が お あり ます ・ 





1 EN 3 


得 雪 





計 お よそ に 
5 ン = ーー ナス カカ 文化 の 地上 繧 。 多く の 謎 を 秘め た 繧 は 
デ | テテ ュー ャ ーー ia 





PA 二 2 
F | コ 
問 し - ie | | 
mi HMP 
に す 
EN 
1 mn 『 「 問 = コ 
! 隊 品 : 皇 道 的 g 時 間 } ナナ ユカ 
T」 
『 
| LT も 暫 記 各 上 F ロ 記 - 
リー デア wyJUIF 旧 LN 貞 記 ! 
| 思 生音 行 | lm j 盟 ーー デ mr ] 
| 賠 ト ヨコ 団 ヨゴ 回 モ 臣 日 Pr 
1 上 旭 , 3 ココ 





「 舞 | 。 器 
ーー 


OB 左 誠 回 し ます の で 、 自 分 側が 下 に な っ た 時 を 待っ て 、 し っ か り 見 る よう に し 

し ょ う 。 

加 カ メラ の 画面 越し と 実物 を 繰り 返し 見 る と 酔い や すく な り ま す 。 上 手 に 掘る の は 難し い の 
で 、 目 に 焼き 付け る 方 が オス ス メ で す ! 

罰 乗 り 郊 に 強い 方 も 念 の た め 、 酔 い 止め 薬 を 飲ん で お く と 安心 で す . Ne 0 3 

@ 閣 覧 飛行 に は ガイ ド や 添乗 員 は 同乗 し ませ ん が 、 パ イロ ッ ト が 地上 絵 の 上 に 来 た 隊 に は 英 1 
語 、 も し く は 片言 の 日 本 語 で 教え て くれ ます の で . ご 安心 くだ さい 。 ここ Et 人 


ーー ナス カ の 地上 絵 観光 証明 書 を 
ーー ii 全 交 現地 に て お 渡し し ます . ( 折 1 様 1 板 ) 





デ pp 
『 1 
し 誰 」 


ーー 


と 


/ 店 21 本 用 し 所 4 


| ] ーー た ャ バリ ーー 比 /:【 星空 観賞 < 朝日 観賞 に 
富士山 と ほぼ 同じ 林 高 に 位置 する ボリ ビア の 塩 湖 。 。 導 1 回 ご 案内 し ます 。 

12 て 3 月 の の 雨季 に は 湖面 に 水 が 張り 、 [ 

「 天 空 の 鏡 ま と 称 され る 幻想 的 な 景色 を お 楽し みい た だ け ま す 。 


























ギー 塩江 の 観光 
は 4WD で ご 案内 。 廊 

イド や 添 一 上 員 は 別 の 
車 に な る る 場合 が ご 
ざい ます が 、 写 真 え 
ボッ ト で は 適 家 停 車 
し て ど ご 案 内 し ます の 












ロ ユ ニ 情 鞭 イ テージ 


















長 宰 > シャ ツ ッ に ウィ ン ド プレー カ ー ー な ど を 上 に 羽織 り ま す 。 
また 、 高 地 と な る た ぬ 、 フ リー ス や ウン 素材 の ジャ ケッ ト 
な ど 防 塞 出来 る 上 着 を お 持ち くだ さい 。 朝晩 は 非常 に 次 
え 込 み ま す の で 、 マ フラ ー や 帽子 、 手 な ども ある と 恒 利 
で す . また. 日 鞍 し が 強い た め 、 サ ッ ダ ラス な ども お 持ち に 
左右 と 良い で し ょ う 。 





ウ ユ ニ “ . へ の 旅行 者 に 
非常 に 入 気 で 確保 困 
ee 湖 の ほとり に 建 





雨季 の シー ズン に は 湖 画 に 水 が 湊 ま る た め 、 長 凌 が 必要 で す . 現 地 で 上 台 和 較 」 じ コト テウ お 本 





レン タル は あり ます が 、 サ イズ の バリ エー ジョ ン は あま り 多 くく あり ませ つ ホ テル ., 建 物 の 壁 『 馬 > ロ ユ ニー タウ ンー 
ル ん 。 気 に な る 方 は 日 本 か が ら ご 用 意 く だ さい 。 ま た 、 場 所 に よっ て は せ さ や 床 、 ベ ッ ド な ど が 塩 キキ すす 導 ' 
下 く らい まで 水 が 来る こと が あり ます の で 、 ふ くら は ぎ が 了 明 れる 長き の の ブロ ッ ク で 出来 て ーー 通路 列車 の 
も の が 良い で し ょ う 、 | "いる ウ ユ ニ 塩 湖 な ら 賠 ガル 


で は の ホテ ル で す 。 


に っ 
ベ スト ツア ー な ら で は 。 電 」 『 
ーッ = 


* イグ アス の 滝 に 迫る コー ス を 』 ょ 


用意 し まし た 。 アー 


の 2 


遊歩 道 を イグ アス JI に 泊っ つて 、 滝 の 全 業 を 見 な が ら 1 時 間 ほ ど 歩 きまま す 。 トロ ッ コ 列車 に 本 消 つ ぼ を 見 下る すこ と が で きる 「 悪 魔 の の ど 笛 」 と 呼ば れ 
滝 下 の 必 歩 道 で ASS る 展望 台 や 、 ト レイ ル を 散策 し ます 。 


趣 魔 の の ど 笛 トレ イル 理生 
ョ レ ィ ル 隊 識 ca 


プラ シン 


ムリ コ フ タ ー で Ws 1 2 
ーー に 計 1 年 P こ 1 記 直 : に に な = 
上 補 を へ リコ プター で 作 邊 し な か ら 見 る ーー Eo カッ パ を 忘れ ず に お 持ち くだ さい 1! (P25・26 参照 
滝 は 、 地 上 か ら 見 る も の と 一 味 違 っ て 、 短 | に 得 隊 粒 間 た 所 笠 に より 、 中 止 さ せ て いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。 
非常 に 迫力 が あり ます 。 (P25・26 参 昭 ) ーー っ | MDO2EM 縛 プラ 還 から ご 朱 内 する 場合 も ご ざい ます 。 





ウ ョ ョ 塩 湖 


富士 山 と ほぼ 同じ 標高 に 位置 する ボリ ビア の 塩 潮 
132…3 月 の 雨季 に は 湖面 に 水 が 張 り 、「 天 空 の 鏡 」 と 称 さ れる 名 
幻想 的 な 暴 色 を お 楽し みい た だ け ま す 















振 肉 本 字 盾 
宿泊 数 で す 。 
日 幸 よ り 
【 甚 革 内 都市 主 マチ ュ ピ チュ 遺跡 


マチ ュ ビ チュ 村 Q① 









日 本 
( 北 内 都市 乗 細 ) 


ォ ス 力 と フ マ ナ 平原 の | 
聞 皮 遊 覧 観光 


ド 軸 塩 則 時 デイ メー が 
@ すり 


3 こ 【 り ちの に 
満月 出発 日 :2 月 2 日 、3 月 1 日 
se 2 月 16 日 
ウ ユ ニニ 滞在 中 、 月 明か り の 無い 
新 月 前 後 の 日 と 光り 輝く 満月 
前 後 の 出発 日 を ご 用 意 。 満天 
の 星空 、 月 の 輝く 星空 を 観賞 
で きる チャ ンス で す 。 








泊 中 ウ ユ ニ 塩 湖 で は お 部 屋 の 確保 が 困難 な 
塩 の り ホ テル に 2 連 泊 し ます 。 





ウ ユ ニ か が ら 4 km の コル チャ ニ 村 の 近く に 
位置 し ます . 塩 レ ン ガ を 使用 し て 建て られ た 
ホテ ル で 塩 千 過 に 囲ま れ た 宿泊 施設 は 静 

か な 環境 で 素晴らし い 景 色 を 望め ます 。 も 












ウ ユ ニ 塩 潮 Manp 


ウ ユ ニ 塩 湖 観 光 時 の 四 輪 駆 


3500 動車 は 1] 台 に 3 人 で 皆様 初 側 
3000 の お 席 を ご 用 意 い た し ます ! 
2500 車窓 に 店 が る 絶景 を ご 堪能 く 
2000 だ さい ! 
1500 
1000 
500 
0 





けけ そ が 還 マ 回 与 団 
マ 回 3 計 国 る 国 が ミ 国 ミ 世 
| | i コ = ビー コ 
語 


高山 病 対策 の た ぬ め 、 徐 々 に 標高 を 上 げ て いく 行程 で す ! 前 半 の ペル 一 観光 で 高地 
に 身体 を 慣らし 、 そ の 後 行程 中 一 番 標高 が 高い ウ ユ ニ へ 向かい ます 。 ま た 、 酸 素 
缶 を クス コ * ラ バス 到着 時 に それ ぞ れ 1 本 ずつ お 渡し いた し ます の で 安心 で す ! 


『 


旅 の ポイ ント ドリ 



































鏡 張 り の 絶景 が 人 気 の 雨季 の ウ ユ ニ 塩 湖 と 
ベル ー 人 気 の 観光 地 天空 都市 マチ ュ ビ チュ 遺跡 
謎 の 多い ナス カ の 地上 絵 を 回 る 充実 の 周遊 コー スズ で すま 


ウ ユ ニ 塩 湖 で は 塩 の ブロ ッ ク で で きた 人 気 の 
塩 の ホテ ル に 2 連 泊 し ます ! 日 中 に フォ トス ポッ ト を 
探し な が ら 塩 湖 観 光 は も ちろ ん 朝日 ・ 夕日 ・ 星 空 観 党 
を 行い ます , 


マチ ュ ピ チュ 遺跡 で は 日 本 語 ガ イド が 詳し く 遺 跡 を ご 案内 。 
ナス カ の 地上 絵 で は 窓側 席 で 遊覧 飛行 を 行い ます , 
他 に は | 送 訣 クス コ 旧 市 街 観光 、 | 量 呈 還 リ マ 歴 史 地 区 
観光 、 ボ リビア ・ ラ パス 観光 に も ご 案内 し ます 


成田 発 太 行 代 釜 0 后 | 人 林地 代 回 


デラ: 昌 日 月 旨 旧 1 中 


49JmrE:| ニ HH 
ビジ ネス クラ ス :9088818.0 
束 京 盛 国 ! = 大 朗 馬 「 =1 志 甲 ( 新 千 歳 ) 吾 = は 福岡 発 | 」=』 


' が (RE) 邊 は 下がら 宮 で す 、 
! ビジ ネス クラ ス 旅 行 代金 
(P6 参 照 ) 











(文字 の 出発 日 は 6 名 様 より 出発 保証 ) 
代 各 地 発 追加 代 釜 (Pzg 多 還 」 | 大 阪 発 : 15.000 札幌 ・ 福 岡 発 :20.000 


1 人 部 屋 邊 加代 例 2.000 (利用 部 屋 タ イプ は P33・34 を ご 覧 くだ さい .。) 


は ウ ユ ニ 塩 潮 滞 在 中 の 前 第 ヌー ヨ 日 が 町 月 に あたり ます 。 
列 ビ ジネス ウッ ラス (PB 参照 】 ※ ビ ミキ ス タラ ス 評 行 民 交 呈 瑞 用 区 間 は 、 成田 一 リマ 〒 間 中 人 往 榎 に な り ま す 。 


sosoeaeoc ンー 6 





(3 ヨ 8:3 キ 参 婁 ) 


下地 空 潤 税 及び 還 内 空港 施 設 使用 科 和 、 国際 観光 洛 税 は 人 必 要 て す 。 (詳細 は P3Z 大 昭 ) 
現地 空港 諸税 目安 額 約 11.000 円 





P5 の 国内 線 特別 追加 代金 プラ ン の 設定 は ご ざい ませ ん 。 





食 | 事 朝食 7 回 、 昼 食 7 回 、 夕 食 6 回 (機内 食 は 除く ) 
湖 乗員 日 本 出発 (成田 ) か ら 日 本 帰着 (成田 ) ま で 同行 いた し ます 。 
最小 仙 行 尋 貫 15 名 | [他人 人 由 に 滞 た な い 場 は 催行 を 中 中 全 せ て いただく 場 生か が あります) 
目 本 先着 時 デル タ 航 空 、 ア メリ カン 航空 、 ユナ イテッド 航空 、 日 本 航空 、 ラ タ ム 航空 
利用 航 裕 芸 社 の いずれ か 

| マリ マッ (1 日 目 ) 8 ク ラス 


マラ バ パス 、 リ マ (7 日 目 ) =A タ ラス 以上 で 他 都市 ロタ ラス 
詳細 は 下記 和 用 ホテ デル 披 び P31 ホ テル クラ ス 表 を ご 三 く だ さい 。 
プル (人 き 者 ] 室 ] 刊本 は で 言 起 せ 貞 ,。 

WP2 科 ) 穫 シェ ラ ト ン ・ リ マ 又 は 同等 の S ク ラス 以上 
マチ ュ ピ チュ 村 ( シ ャ リー の ヵ ) |B| | 筐 エル ・ マ ビ 又 は 同等 の ロク ラス 以上 

委 サ ン ア ダス ティ ンー イン ター ナジ ショ ナル 
クス コ ( シ ャ ワー の 2) | は 同等 の B ク ラス 以上 
ルナ ・ サ ラダ 生 ス マ ・ リッ チャ リ 生 クリ スタ ル ・ サ マー ニャ ヤ 
邊 パラ シオ ア ・ デ ・ サ ル の いずれ か 
プレ ジ デ ン テ 又 は 同等 の A ウ ラス 以上 


穫 コ スタ ・ デ ル ・ ソ ル ・ リ マエ アポ ー ト 又は 同等 の A タ ラス 以上 


利用 ホホ テル 





ウ ユ ニ 塩 閣 ( シ ャ ワー の る ) 旧 帳 | 


ラバ ス ( シ ャ ワー の み ) IA 
リマ (7 日 目 ) (シャ ワー の 必 ) | 
(出発 まで の 休 和 題 で 利用 ) 


※ マ チュ ビ ピチ ュ 村 - タ スコ - ラ パス ユ ・ ウ ユニ 塩 消 で は シャ ワー 中 み の お 部 屋 に な り ま す が 、 甘 部 屋 加 割 当て で に より ババ スタ 
ゴ 装 と 記 吉 場 音 互 詞 ぎ い 中 ず 。 







ホテ ル ダ レ ー ド アッ ププ ラン 
ァ チ ュ ビ チュ 村 | メ マ ッ ク 


お 手配 時 に 下記 情報 が 品 要 と な けり ま す 。 人 eb らら せく だ ささ ML!。 
 * お 客 様 の パス ポー ト 番 号 ・ 有 効 期 限 ・ 生 年 


コー ス 反 び 選 新 に 関す る ご 氷 内 (Pzgr30-33 合 四球 国 セ キュ ア * フ ライ ト * プ ログ ラム に つい て (P33 基 剛 ) 


出発 日 や 現地 事情 等 に より 、 観光 内 容 や ホテ ル に 変更 や 某 件 が 部 避 場合 が ご ぎ い ま す 。 
お 申込 み の 際 は PZ29・30 の 「 共 通 の ご 案内 」 彼 び 「 者 コー ス の ご 案内 」 を 必ず ご 確認 くだ さい 。 


3 | FE: 二 約 1.5 時 間 


し 画 尽 食 は 、 塩 湖 の 中 で の ビク ニッ クラ ンチ で す . 


ea 代金 お 1 人 2 人 ):29.000 | 
玉 P 由 も 過 記 て 記 覧 く 赴 きき し 


_ 追加 代金 な し で ペア * 仲 良し シート を ご 用 意 し ます 。(P3 参 昭 
北米 内 都市 乗 継 す | ニーーーーーーー ぐ で 日付 変更 線 通過 ラー 
人 委 5 リマ 着 リマ 泊 ( 栖 高 156m) 
画 空 路 、 イ ンカ 帝国 時 代 の 都 タ スコ へ 向かい ます 。 
画 午 前 、 胃 下 証 届 ク スコ 旧 市 街 観光 。 
(ガル マス 広場 、 ロ カテ ドラ ル 、12 角 の 石 、 サ 
ント ドミ ン ゴ 教会 に ご 案内 し ます 
還 観 光 後 、 オ リャ ンタ イタ ン ポ 駅 へ 向かい ます , 
田 着 後 、 情 望 列車 で マチ ュ ビ チュ 遺跡 の 麓 の 村 マ 








ーーーーーー 



















ミ Jit 


| 和 玉 タス コ 着 
タス コ 旧 市 持 観 光 
圧 押 ス コ 発 













ui で 対す りり 





上 情 望 2 還 チュ ピチ ュ 村 へ 向かい ます 
= 5 時 間 ホテ ル ゲ レー ドア ッ レシ アルテ ルン | 要 候 加代 金 (P19 参 照 | 






帳 壮 部 生 の に 旧 引地 中 で 


マチ ュ ビ チュ 村 泊 ( 醒 高 .280m) 


画 午 前 、| 輌 画 信 実 の マチ ュ ビ チュ 遺跡 観光 。 
マチ ュ ビ ピチ ュ 遺 跡 べ ご 案内 し ます , 見 どこ ろ を 
日 本 語 ガ イド が 詳し く ご 案内 し ます . 

画 昼 食 は 、 遺 跡目 の 前 の ホテ ル 「 サ ンク チュ ア 
リー ロッジ 」 で ピュッ フェ ラン チ で ます 

田 昼 食後 、 タ スコ へ 戻り ます , 


| 生ま リ り に を 店 二 | 
遺跡 観光 (P19 巧 照 ) 


| 針 徐 マチ ュ ビ チュ 村 発 


| オリ ヤン タイ ダンボ 
mw 約 2 時 間 
| 較 タ スコ 著 


ul で 選 そ 半 


洗 に JlHMshT ee ロー ロ 下 人 き に 填 
ul で 局 そ 中 叶 


クス コ 泊 (標高 3.360mj 


財 タ スコ 発 す 画 空 路 、 ラ バス へ 向かい ます 。 


慎 癌 ラパス 着 画 ラ バス 市 内 観光 。 まま 
| 還 語 4 | 〇 サン : フ ラン シス コ 寺 院 、 〇 カテ ドラ ル 、 〇 サガ | 内 ル 
ゥ 知 ラ パス 発 す ルナ ガ 通 り 、 ロ ー プ ウェ ー に 乗っ て 世界 一 高 所 に し ヌレ 
】 ある 街 エ ル ・ ア ルト か ら 市 内 を 一 望 頂き ます . ト | ラ | ト 
本 観光 後 、 ウ ユニ へ 向かい ます 。 ジレ 


ウ ユ ニ 塩 鞭 泊 (標高 3750m) 

画 終 日 、 ウ ユニ 塩 潮 観 光 。 
列車 の 墓 、 品 塩 の 博物 館 、) コ ルチャ ニ 村 へ ご 
案内 し ます 


ミ ゴ | 


由 MMIKYg 1Ny 


画 日 観賞 と 星空 観 言 に ご 案内 し ます 
届 観 光 後 、 ホ テル へ 。 
ウ ユ ニ 塩 湖 泊 (標高 3.750m) 


画 朝 日 鑑賞 に ご 案内 し ます . 
国 終 日 、 ウ ユニ 塩 測 観 光 。 
古 観 光 後 、 ラ バス へ ペ へ 向かい ます . 





NMi ア で 対 を 叶 


で 時に 


ラパス 泊 (標高 3.650m) |: 


人 


| | 二 語 ラバス 発 ナ 
| 半 リ マ 着 


較 空 路 、 リ マ へ 向かい ます . 
馬 午 前 、 国 中 呈 較 リマ 市 内 観光 。 
(カッ ル マ ス 広場 、 じ カテ ドラ ル 、 
サン < フランシスコ 教会 、 選 ラル コ 博 物 館 
画 昼食 、 観 光 後 ホテ ル へ 。 


で 1 叶 | | | 


員 計 の 邊 半生 貴富 呈 「 槍 当 著 』」 ら 和 路 鍋 己 守 「 醒 所 Tarr 対 潤 「』」 B 慰 一 ス 家 ・ 内 相生 補 隊 芋 評 


し 
ト 
デア 
ッ 





リマ 泊 ( 李 高 156m) 


硬 ナ スカ の 地上 絵 観 光 の 拠点 ビス コ 又 は イカ へ 向 | 
か いま す 。 

田 明 還 層 ナス カ の 地上 給 遊 覧 飛行 で す 。 
ナス カ の 地上 絵 を 上 空 か ら 宗 側 廣 で 約 30 分 間 
お 楽し みい た だ きま す 。 

硬 観 光 後 、 リ マ へ 戻り ます 。 ご 出発 まで お 部 屋 で お く 
つろ ぎく だ さい 


| | 衝 前 リマ 葬 す 
| 縮 約 4 時 間 (WCi) 
| ピス コ 叉 は イカ 
ナス カ の 地上 結 
用 遊覧 飛行 (P19 状 照 ) 
圧 宣 ビス コ 又 は イカ 閉 
| 宮 約 時間 (WCili 
| 軸 り リマ 着 
区 3 婦人 基 リマ 発 ナ 
歩行 時間 叫 
北米 内 都市 乗 継 か 
追加 代 釜 な し で ベア ・ 仲 良し シー ト を ご 用 意 し ます 。(P3 参 昭 


ーーーーーーーー< 日 付 変更 株 通過 >ーーーーーーーーー 店 


ボ 
ル 
ス 
ト 
プ 
PP 








IF に 6 成田 空港 着 


歩行 時 間 記 | : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が g 時 間 以 内 、 悲 行 時 間 計 】 : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が デー4 詩 間 以内 、 悲 生 時 間 回 : 1 日 の 鶴光 時 に 間 く 時 間 が 吐 時 間 以 上 、 WC[1 | : 長 距 難 移動 中 カド イレ 体 庄 想 回 魏 


e 一 
「 ョ ロー 


() 








大 空 者 市 * 仮 説 の 滑 * 


マチ ュ ピ チュ 村 | チチ カカ 湖 ] 





” 塵 1911 年 に アメ リカ の 探検 家 、 ハ イラ ム ・ ピ ビン ガム に よっ て 発見 議 
計 され 、 今 な お 謎 が 多く 残る イン カ の 失わ れ た 都市 、 マ チュ ピチ ュ 計 
= 着 蹴 。 ふ も と の 村 に 2 連 泊 し 、 終 日 観光 へ ご 案内 し ます ! 


マチ ュ ビ ピチ ュ 遺 跡 終日 観光 。 


| に 厚 』 





午前 の マチ ュ ビ チュ 観光 の 後 午後 は ご 希望 の 方 を イ り バ ハイ キン グ へ 
ご 案内 し ます 。 イ ン テ ィ ブ ンタ 【 太 陽 の 門 ) まで 60 分 ほど の 登り 抜 で す 。 


マチ ュ ビ チュ 村 へ は 景色 が 楽し め る 


展望 列車 で ご 案内 し ます 。 


オリ ャ ンタ イタ ン ボ ーー マ チュ ピチ ュ 村 の 往復 呈 
は 展望 列車 を ご 用 意 。 上 部 に も 大 き な 穴 が 
つい て お り ア ン デ ス の 山々 を 望む こと が で き 論 
ます 。 車 中 で は 軽食 が 振舞 われ ます 。 . 駐 








日 本 へ 【 北 素 内 都市 乗 紀 ) 
ーー) へ 、、。 マチ ュ ビ チュ 村 ③ 


日 本 より ' 、、 や 


ピス コー 人 で 、 IN 
太平 汗 JNI/ 
F ーー 弟 貴 ナス カ フリ アカ 









感動 の 世界 遺産 ! ルー 周遊 8 日 
を 


ナ | ナスカ の 地上 絵 | 


・ チ ュ 村 に 2 連 泊 する か ら こ そ ! 
中 内 村 の 散策 も 
心ゆく まで お 楽し みく だ さい 。 


Se 





す 日 観光 だ け で は も っ た いな い ! ベス トウ ツア ー で は 、。 
、 場 する 充実 観光 で す 、 午 前 観光 後 は 、 導 員 目 の 前 に 
ある 唯一 の ホテ ル 、 「 サ ンク チュ アリ ー ロッ ジ 」 で 昼食 で す . 








イン カカ 帝国 発祥 の 地 と 言わ れ て いる チチ カ 

力 潮 . 現 在 も トト ラ と 呼ば れる 董 〔【 ブ キ ) 在 積み 

還 目 軸 ね て 作っ た ウロ ス ( 学 島 ) が 点 在 。 伝 続 的 な 

。 中 生活 様式 を 守り な が ら 暮 ら す 人 々 な がい ます 。 

8 ] - 還 還 トト ラ で で きた 独 
時 特 の 形 の 舟 で の 

邊 湖上 遊覧 を お 楽 

叶 し みく だ さい 。 








作例 コ ー ビ ポ ー ス ーー 
ーーーー w 』 見 え と 


チチ カカ 湖 に 面 し た ボ し た ホセ ・ ア ント ニオ ・ トニ オ ・ "ーー 見 える 部 屋 に お 泊まり いた だ きま 
す 。 天 気 が 良 けれ ば 美しい 星空 、 朝 日 を お 楽し みい た だ け ま す ! 








(CE ナス カ の 地上 絵 を 上 空 か ら 見 降ろ す 
| 遊覧 飛行 を お 楽し みく だ さい 。 


ョ im 記 セス ナ に 乗っ て 地形 が 分 か る ほど の 
上 ョ 上 空 ま で 上 昇 し 、 巨 大 な 地上 繧 を 見 
に * | | 降る し ます 。 有 名 な 「 ハ チドリ 」 を は じ 
還 較 め 、 に SL な 数 字 く 上 証 補 

忌 覧 くだ さい 。 














旅 の ポイ ント ドリ 


天空 都市 マチ ュ ピ チュ 遺跡 で は 、 廊 の 村 に 2 連 泊 し 、 
午前 と 午後 の 2 回 入場 する 充実 観光 に ご 案内 し ます 。 




















終日 ゆっ くり と マチ ュ ビ チュ 遺跡 観光 を ES ゴ F 国内 線 の スケ ジュ ー ル は P30 を ど ご 参照 くだ さ 
お 楽し みい た だ きま す . | | 四 - 関 成 田 空港 発 み | 軒 空 路 、 北 米内 都市 乗 継ぎ ま 、 リ マ へ 。 
2 王寺 ミラ テテ 人 和室 はむ で ペ ^ 間 生 し シート PD 
チチ カ カ 湖 が 見 える お 部 屋 に 宿泊 し 。 ア デン デス の 北米 内 都市 乗 継 す 有人 間 析 通 過 シ ーー ao 
昔ながら の 生活 様式 が 残る チチ カカ 湖 観 光 へ 「 ー 
ご 案内 し ます | 草間 リマ 着 画 着 後 、 国 内 繧 に 乗 継ぎ 、 タ スコ ペ へ 向かい ます 。 
に er | 件 還 リ マ 発 す 画 午 前 、 還 ク スコ 親和 錠 革 
BE 午前 タメ コ 着 し アル マス 広場 、( コ カテドラル 、(12 角 の 石 、 リ サク 
ナス カ の 地上 絵 を 見 降ろ す 遊 覧 飛行 に ご 案内 し ます 。 | gz モ EE 民 放 | サイ ワ マ ン 遺 跡 、④ サ ント ドミ ン ゴ 教会 に ご 案内 し 
全席 究 側 を 確約 し ます 。 3 ます 精巧 な 石積 み の 建造 物 を ご 覧 いた だ きま す , 
0 較 オ リャ ンタ イタ ン ボ 駅 へ 。 
クス コ か ら ブ ー ノ 間 は 高山 病 対策 に 有効 な 酸素 バス | 区 邊 ポリ ャ ンタ イタ ン ボ 駅 | 還 展 望 列車 で マチ ュ ビ チュ 村 へ 。 
を ご 利用 いた だ きま す . 昌 展 晴 列 置 お 泊まり は 、 マ チュ ビ ピチ ュ 村 の ホテ ル に 2 連 泊 で す 。 
' M | クス コ ( 標 高 3.360m) 5 コル ( 
害 Y 、 | | 歩行 時 間 マチ ュ ビ チュ 村 泊 (標高 2.280m) 
間 つ ッ 、 | 症 是 男 終 日 、 還 時 マチ ュ ビ チュ 中 中 観光 。 
 。。,, 彫 . プー ノ / チ チカ カ 湖 本 高 3.850m) マチ ュ ビ チュ 遺跡 午前 、 マ チュ ビ チ ュ 遺 跡 の 見 どこ ろ を 日 本 語 ガ カ 
」 or ン 叶 > | ブー ノ チチ の 基 人 maa) | BC 生計 工 嘩 | イド が 詳し く ご 案内 し ます 。 観光 終了 後 、 マ チュ ビ 
ーー ァ ィ ー チュ 遺跡 観光 証明 書 を お 渡し し ます 。 E 
高山 病 対策 と し て 、 徐 々 に 標高 を 上 げ て いく 行程 で す 。 画 昼 食 は 、 遺 跡 の 前 の 「 サ ンク チュ アリ ー ロ ッ ジ 」 で 比 避 比 
4 日 目 . ク スコ か ら プ ー ノ へ 移動 時 に 酸素 スプ レー を お 1 人 様 1 本 ご 用 意 し き 較 ビュ ッ フ ェ ラ ンチ と な り ま す 。 し 
ます 。 到 着 日 の 宿泊 は 標高 の 高い クス コ ( 標 高 3.360m) は 避け 、 マ チュ ピ | の PF UPE7』 | 較 午 後 、 ご 希望 の 方 は 日 本 諸 ガ イド が イン カカ 古道 ト 
チュ 村 (標高 ,.280m) に 宿泊 し 身体 を 慣らし ます 。 そ の 後 、 チ チカ カ 湖 ( 禁 | ハイ キン グ へ ご 案内 。 「 太 陽 の 門 (イン ティ プン 由 計 
高 3.850m) の 標高 が 高い 地域 に 向かう 、 体 調 に 気 を 配っ た 行程 で す 。 グ ) 」 ま で の 約 1 時 間 の ハイ キン グ で す 。 遺跡 を 見 
' 下ろ る す 絶 景 を お 楽し みく だ さい 、。 
| | 歩行 時 間 語 マチ ュ ピ チュ 村 泊 (標高 4.280m) 
EE 旅行 代 金 | 賠 マ チュ ピチ ュ 村 発 | 画展 望 列車 で オリ ャ ンタ イタ ン ボ へ 。 
3 田 オ リャ ンタ イタ ン ボ か ら ク スコ へ 、。 
回 発 王 0 大 折 和 cl 』 「 圏 クス コ で 高山 病 対策 に 効果 的 な 「 酸 素 バ パス 」 に 
に オリ ャ ンタ イタ ン ボ 発 乗り 換え 、 イ ンカ 伝説 発祥 の 地 ブ プー/ (チチ カカ 
| 呈 約 2 時 間 潮 ) へ 。 
中 クス コ 一途 中 棟 高 4.335m の ララ ヤ 峠 観光 。( 〇 ララ ヤ 峠 


| 12 | [sssso 141990 eee 9.900 
上 国 EH35 に 区 8569 900 | 

ョ | 9 中 | 569. 90 14fa90 29* | 559.900 |1.529.900 
29 は に つっ 900 |1.419.900 


( 下 文 字 還 出 墓 日 は 6 名 様 よ り 出 先代 


| | 約 8 時 間 (WCi3) | 一 お 泊まり は 、 ホ セ ・ ア ント ニオ * ブ ー/ の チチ カカ 湖 
園 ブ ー ノ 着 が 見 える お 部 屋 で す . 晴天 時 は 夜 に は 満天 の 星 
| 空 、 朝 に は 朝日 に 郊 く 濡 を ご 覧 いた だ け ま す 。, 
一 食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で マス 料理 で す 
ブー (チチ カカ 湖 ) 泊 (標高 3.850m) 


一 朝一 午前 、 チ チカ カ 潮 観光 。 


ャ 由 了 で 選 ゴ 半 








@ 各 地 発 追加 代金 (P29 氏 ) | 大 阪 発 : 10.000 札幌 * 福 岡 発 :15.000 「 湖 の 上 に 「 ト トラ 」 と 呼ば れる 華 で で きた 浮島 「 ウ 
1 人 部 屋 追 加代 金 61.000 (利用 部 屋 タ イプ は P33・34 を ご 覧 ください. | ロス 島 」 へ 選 案 内 し ます 、 トト ラ で で きた 舟 で チチ 
殊 ビ ジネス クラ ス (PB 参照 ) ※ 上 記 ビ ジネス クラ ス 診 行 代 合 の 信用 区 間 は 、 成田 - リ マ 開 往 所 と な り ま す 。 カカ 湖 人 遊覧 も お 楽し みい た だ きま す . 






| 圧 男 フ リ : 画 観 光 後 、 フ リア カ 空 港 へ 。 
引 【 昼 = こ な ! ロ 
ーー6OBmrwwwrr 10.000mmh 一 記入 
“ [ 〇 アル マス 広場 、 〇 カテ ドラ ル 、 〇 大 統領 府 、 〇 サビ 
ン フ ラン シス コ 教 会 へ ご 案内 し ます . 








現地 空港 語 税 及び 国内 空港 施設 使用 料 等 、 国際 観光 旅客 税 は 別途 必要 で す 。 ( 細 は P32 参 昭 ) ee ホー ルム 

現地 空港 請 税 目安 額 約 11.000 由 PT ンジ と 9 リマ 泊 
東京 以外 の 各 都 市 か ら ご 参加 の 場合 は 1 トーーーー 

P5 の 国内 線 特 別 追加 代金 プ テ ン C が 適用 と な り ます 。 (詳細 は P5 参 昭 ) 間 | 上 時 昌 - 台 リマ 発 革 ナ スカ の 地上 絵 観光 の 揚 点 ピス コ ペ 。 

二 前 凍 ja 5 ヶ SGuaoss、 連 過 で 約 4 時 間 (WCIT) | 画 較 四 ナスカ の 地上 絵 遊覧 飛 行 ( 約 1.5 時 間 )。 
|  - 凍 各 WENARRMMeN ピス コナ 未だ 謎 の 多い ナス カ の 地上 絵 を 上 空 か ら 便 側 
お ーー 6 議 ナスカ の 地上 給 席 で 1.5 時 間 の うち 約 30 分 お 楽し みい た だ け ま す 。 
| ナス カ の 地引 省 明 書 を お 渡し し ます 


本 発着 6 | F 生 ビス コ 画 観 光 後 、 リ マ へ 戻り ます . 
重度 守 香 / メ リカ ン 人 | | 志 約 4 時 間 (WCH1]) | 画 途 中 、 パ ラ カ ス 市 内 レス トラ ン で 硫 食 (ペル ー 風 に 
了 くり リマ >5 ク ラス く プ ブー アテ タラス く マ チュ ビ チ ュ 村 > ロタ ラス 以上 軸 リ マ 着 バエ リア デア ・ セ ビー チェ ) 。 “ 
ーー ター に ーー テー 半 還 食 は 、 リ マ 市 内 レス トラ ン で ペル ー 笠 守 で す 
マチ ュ ピ チュ 村 B| re 」 回 か 5 リマ 発 す 古 空 路 、 北 米内 都市 乗 継ぎ 、 帰国 の 途 へ 。 
(シャ ワー の み ) EE は 等 の B タ ラス 以上 歩行 時 間 有 | 欄 中 泊 
ブー ア ( チ チカ カカ 湊 ) | 則 | 重 ホ セア ント ニオ - プ ー デ 「 都市 
(パス タブ 付き き ) 潮 が 見 える る お お 部屋 北米 内 符 - 


7 


ニニ ェ ー ト ンー B = 
BZ の 語 の ア あ た と ⑲ 追 加代 金 (お 1 人 様 2 白 分 ) :58.000 円 
て チュ ェ ビ チュ 村 | スマック 1HO み は お 写 け で きま せん 。 ※ 選 1 も 才 世 て 選 臣 ぶ 症 寺 い い 。 


お 手配 時 に 下記 情報 が 必要 と な り ま す 。 で 予約 時 は 必ず お 知 ら せ く だ さい 。 
・ お 攻 様 の パス ポー ト 番 号 ・ 有 全 期 限 ・ 生 年 月 





| コー ス 及び 志和 航 に 関す る ご 案内 (Pzg-30 参 照 ]、 来 国 セ キュ デア * フ ライ ト ・ プ ログ ラム に つい て (P33 参 昭 ) 


出発 日 や 現地 事情 等 に より 、 観光 内 容 や ホテ ル に 変更 や 条件 が ある 場合 が ご ざい ます 。 
お 申込 み の 際 は P29・30 の 「 共 通 の ご 案内 」 及び 「 各 コー ス の ご 案内 」 を 選 ず ご 確認 くだ さい 。 


本 コー ス に 関し て の お 問い 合わ せ は 、 (株 日 本 人 行 齋 日 主 海 外 立 行 左 括 語 ま で お 願い! し いた し ます 。 





( 民 ) 。 と nt は へ 生野 8FckSxRH「 溢 華 (』」 8 番 湊 咽 叶 「 瑞 本 fur 肝油 お %ー ス 記 ・ コ 本 民 宇 攻 末 


直 行 時 間 記 : 1 日 の 鶴 光 時 に 歩く 時 間 が g 時 間 以 内 、 非 迷 時 間 記 : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が ら gー4 請 間 以 内 、 旧 特 時 間 加 : 1 日 の 鶴光 時 に 上 丘 く 時 間 が 時間 以上 、 WC[1 : 長 距離 移動 中 トイ し 体 馬 回 数 


"- 





感動 の 世界 遺産 ! 南 米 b 大 世界 遺産 紀行 上 上 
クア ス 0) 清 大 空 都市 マチ コピ ナチュ メ キッ を 施 る 旅 


“ チ ュ ピ チュ 遺跡 ・ テ オ テ ィ ワカ ン 遺 跡 


両方 か ら 様々 た 角度 の 浦 を ご 堆 能 い た だ け ま す . ボー ト ツ ア 丘 で 芝 
天 に 迫る 迫力 の アタ ティ ビ テ ィ に も ご 案内 し ます . (下記 参照 | 
己 希 望 の お 客 様 は イダ アス の 滝 に 上 空 か ら 人 迫る る へ リコ プター 遊覧 飛 
行 に も ご 案内 し ます , ( 要 追 加 民 金 ) . = 


天空 都市 マチ ュ ピ チュ と 古代 都市 テオ ティ ワカ ン 。 
文明 の 謎 に 迫る 2 大 遺跡 に ご 案内 。 


凡 3()a ア 





oo "イダ アス "は 先住 
民 の 言葉 で 「 太 いな る 水 」 を 意味 し 、 幅 落差 * 水 量 共 に その 名 に 孔 じ 認 世 界 最大 








較 が か 道生 
1 アル ゼン チン 側 で は トロ ッ コ 列 車 に 
二 つ て 交 し 介入 を 末 き 衝 6 生 打 
( し ます 。 ブラ ジ 
ル 側 で は 滝 の 目 の 前 に せり 出し た 送 
_ 歩道 を 散策 し アル ゼン チン 側 と は 違う 
誠 紀 角度 か ら 滝 を 鑑賞 で きま す 。 イ グ ア ス 
此 衣 時 の 滝 の 自 然 の 神秘 、 悦 大 さ を 十 二分 
中 計器 に お 楽し みく だ さい 。 





「 天 空中 町 」 と 呼ば れ 新 世界 七 下 思 謙 

の 1 つ に も 数 えら れる 、 イ ンカ 玉 明 の 都 

市 遺跡 マチ ュ ビ チュ 。 メ キシ ジコ 中 部 に 

cm 栄え た 都市 遺跡 テオ ティ ワカ ン 。2 つ の 
3 軒 品 2 大 道 跡 を 訪れ ます.- 





ボー ト で 滝 吉 に 迫る 

ィ イク アス の 活 を ネー ト に 

Se に 司 度 
「。 全身 が ずぶ 浦 

わな 迫力 満点 で 

気 の ア タテ ィ ビ ティ で す 。 


下 、 本 
へ 、 (北米 内 都市 生 継 














メキ シコ ) リマ く 世界 由 産 に 登録 され て いる メキ シコ 上 市 街 イン カ 国 の 神秘 的 な 名 残 を 感じ させ る 衝 
に ジテ ィ (⑧⑬ Mo * 人 と ラテ ン ア デメ リカ らし い カ ラフ ル な 街 癌 み が ウス コ 。 街 全体 が 世界 遺産 に 認定 され て い 
MM “ ーーー ひ の 魅力 で す 。 ます 。 
剖 に 円 本 還 字 は 『 = 『 L イヴ アズ ス ⑧ 
宿泊 数 で す 。 6 * SPP 
移 / 。 回 5 日 目 は 本 場 ブ ラジ ル で 
縮 ee k/ 必置 才 情 幸 的 な た サン バ の ダン ス 
ノン で) 07 m 還 間 間 培 に 負 靖 記 店 1! 細 シュ ー、8 日 目 は 世界 無形 文 
= に ニニ ーー 。 リマ チコ ビ チ ュ 半 庫 Jin 上 < E 3 W ' ! 化 遺 産 に 登録 され て いる マ 
の 1M まい 旨 拓 NN 二 人 昌 還 人 細 | リア ンチ 楽団 の 演奏 を 楽し 
【 Ns 語 」 1 ロ 明 「 | ' 3 みな が ら 、 メ キシ コ 料 理 の 
ーーー 計器 是 タ 食 を お 楽し みく だ さい 。 
太平 和 クス コ ① 





旅 の ポイ ント 『 リ 
南米 を 代表 する 5 つの 世界 遺産 に ご 案内 し ます . 


① タ スコ 旧 市 街 ⑦ マ チュ ピチ ュ 遺 跡 ③ イ ダグ ア ス の 滝 
(④) デ テオ ティ ワカ ン 遺 跡 ⑤ メ キジ コ 昌 市 街 


マチ ュ ビ チュ 遺跡 観光 で は 午前 と 午後 の 2 回 入場 する 」 ーー ーー 
充実 観光 で す 。 目 遇 琴 較 着 後 、 ホ テル へ 。 

イグ アス の 滝 で は 遊歩 道 か ら は も ちろ ん 、 | 二 2 ス コ 閉 。 | 還 前 還 主 クス コ (市 

ボー ト で 滝 坦 に 迫る 迫力 の 滝 を ご 覧 いた だ け ま す 。 | TE 計 訓 | イン カ 帝 国 の 神秘 的 な 名 残 を 感じ る 街 で す 
アル ゼン チン 側 ・ ブ ラジ ル 側 両側 に 案内 を し ます の で 1 の つの ポト MA 義 0 


4 2。 Seteoe 人 0 | ント ドミ ン ゴ 教会 に ご 案内 し ます 
様々 な 角度 か ら イ グ クア ス の 滝 を ご 覧 いた だ け ま す 。 | | オリ ャ ンタ イタ ン ボ 画 観 光 後 . オ リャ ンタ イタ ン ボ 駅 へ 向かい ます 
SE の こっ 35555 の Ss geo に 提 L』 約 2 時 間 | 本 着 後 、 展 望 列車 で マチ ュ ビ チュ 村 に 向かい ます 。 


本 場 ブ ラジ ル の サン バシ ョ ー と 世界 無形 遺産 マリ アッ Hg マチ ュ ピ チュ 村 着 [ 
チ 演奏 を 聴き な が ら 夕 食 を お 楽し みく だ さい 。 < アル Bits (eic | 








マチ ュ ピ チュ 村 (標高 Z,2B0m) 泊 


Ere イ mr 牛 「 較 終 日 、 陣 国 マチ ュ ビ チ ュ 遺 跡 観光 。 
テラ | ヘリ コ プ タ ー 遊覧 飛行 messaMs 25 200。 」 力 可 科 村 HE 誠 叶 | 午前 と 午後 の 2 回 入場 する 終日 観 光 で す 。 
ラ シ 。 MS RS ご 希望 の お 客 様 に は 追加 代 全 で へ リコ フタ ー 午前 、 マ チュ ピチ ュ 遺 跡 の 見 どこ ろ を 日 本 語 ガイ ド 
ここ 逆行 に 案内 し ます 陸 や 川 か ら 見 る の と 15 が 詳し くど 抹 内 し ます 。 














*ー こ JH 四 き 吐 


有る に と の で きる アク ティ ビ ティ に な り ます oo 約 2 時 間 リー 日 %] で ヒュ タフ ェ ラ ッ チ て 

晶 ( 昌 少 催行 人 員 3 名 ) | | 東和 悦 タス コ 着 | 本 午後 も 、 マ チュ ビ チ ュ 遺 跡 観光 を お 楽し みく だ さい 。 
琴 お 申込 みい た だ いて か ら の 手配 と な り 、 所 約 状況 に より 「 画 観 光 徐 . タ スコ ペ へ 戻り ます 着 後 、 ホ テル へ 。 

、 筑 受 け で き な い 場合 が あり ます 。 | 歩 条 時 間 記 クタ スコ (標高 3.360m) 泊 


較 空 路 、 リ マ 乗 継ぎ 、 イ ダ ア ス へ 、。 
圏 着 後 、 ホ テル へ 。 


LLPAL は っ LE』 


cuh エ AIT 馬 計 に FI 回 | 主 。 |HGMHkhshtJs ロ 








イ ゲ アス (ブラ ジル 側 ) 泊 
一 午前 、 眉 請 較 還 イ ゲ ア ス の 漠 観 光 。 


















中 ーー ( 国境 を 越え アル ゼン チン 側 か ら イ グ ア ス の 滝 の |、 国 2 

時 |7200 1200800 *o | 789.900 | TB2 | 追 力 を 堪能 し ます 。" 吉 魔 の 只 笛 "と 呼ば れる 展望 因 ジ 

引 2B 900 2 回 還 | ア ル セ ゼン チン 州 台 か ら の 眺め や 迫力 満点 の ボー ト ツ アー に ご 案 山 

5 内 し ます ス 

7ae900 1289800 了 is | 7aeg0o 還 タ 信 は 、 市 レス トラ ン で サン パシ ョ ー を 見 な が 5 

人 半 の 時 半ば 6 宮 鐘 ーー 「 シュ ラス コ を 含む ブラ ジル 料理 の ビュ ッ フェ の 夕食 。 | プン | ェ 
念 各地 発 追加 代金 pg を 曲 | | 大 阪 発 :20.000 札幌 ・ 福 岡 発 :30.000 | | 歩行 時 間 イグ アス (ブラ ジル 側 ) 泊 
1 人 部 屋 追 加代 金 72.000 (利用 卸 居 タイ プ は P3 ヨ -34 を ご 覧 くだ さい 。 3 二 | 件 凍 祖 7 ワ ヲ デル 国 午 前 、 ブ ラジ ル 側 か ら イ ゲ ア ス の 滝 に 向かい ます . 





本 ビジ ネス ユタ ラス (PB 参 昭 】 ※ 上 記 ビ ジネス カタ ラス 衣 行 代 但 中 計 用 区 間 は 、 成田 リマ 間 和 仁和 裸 となり 放す 。 | の か FPW| | 国 着 後 、 還 請 還 イダ アス の 滝 観 光 3。 


c 発 の 50 日 前 ま coc*zrc UM000W。。 
Ma 回 燃油 サー チャ ー ジ が 含ま れ て お り ま す 。【( だ た 49 


は に | 


ブラ ジル 側 遊歩 道 を 歩き 、 滝 の 絶景 を お 楽し みく だ さい 、。 


1 


希望 者 は 滝 を 上 空 か ら 眺め ある へ リコ プター 遊 邊 飛行 
へ 選 案 内 し ます , 要 追 加代 金 :25,200 円 (左記 天 國 ) 





い 帆 了 wa で 司 そり 叶 
wui〒J で 計 較 ド 














ーー | 暴 レ カン ト ・ カ タラ ダス 便 コ ンチ ネン タル ・ イ ン 歩行 時 | 圧 食 後 、 メ キシ コ シテ ィ の 空港 へ 。 
SM | 介 サ ン - マ ル テ ィ ン 全 ブ リス トル ・ ド ブリ ー ヴ ィ アレ 

に 思 サン ・ ラ ファ エル 旬 ラ ファ イン ・ バ レス 
旬 ラ ファ イン ・ セ ント ロ 草 パ ッ ラ マ の いずれ か 


メキ シコ シテ ィ (シャ ロー ゆみ) 回 委 ロ イヤ ルレ フォ ル マ 双 は 同等 の わら ク ラス 
コー ス 到 び 渡航 に 関す る ご ご 案内 (Pzg・3 ロ 参照 } 


出発 日 や 現地 事情 等 に より 、 観光 内 容 世 市 テル に 変更 共 第 性 が る る 場合 が 亡き いま ます. 
お 申込 み の 隊 は PZ9d:30m「 共 通り ご 案内 」 葉 び 『 吉 コー ス の ご 案内 」 を 必ず ご 夕 認 く だ さい 。 


に 生ま ーー CEZxkh:E 





お 手配 時 に 下記 情報 が 風 要 と な り ま す 。 ご 予約 時 は 愉 ま お 知ら せく だ さい!。 
ホテ ルル ダレ ー ド アッ プ ゴ ラン W HifllgE コ Pat 人 様 泊 分 ): 29.000 貴 ・ お 攻 様 の パス ポー ト 番 号 ・ 有 効 骨 限 ・ 生 年 月 日 
マチ ュ ビ チュ 料 | スマ ッ プ 1 も 伴 せ て ご 覧 くだ きい 。 是 本 コー ス に 関し て 中 お 問い 含む せ は 、 (株 ) 日 本 旅行 日 本 海 凶行 統 括 吉 ま で お 願い いた し ます 。 


現地 空港 諸税 及び 国内 空港 施設 使用 料 等 、 国 際 観光 旅 税 は 別途 必要 で す 。 (詳細 は P32 参 還 空 路 、 リ マ へ 。 着 後 、 ホ テル へ 。 お 

現地 空港 詳 税目 安 額 約 15.500 円 時 
東京 以外 の 各 都 市 か ら ご 参加 の 場合 は 、 | リラ 難 、 シコ シー 

P5 の 国内 線 特別 追加 代金 プラ ン D が 適用 と な り ま す 。 (詳細 は P5 参 照 ) 2 ピー と Ri る 

」 E 多 メ キシ コジ ティ 、 ホ テル へ 。 | に 

工 事 明 食 7 回 、 昼 食 6 回 、 ダ 食 7 回 | 機内 食 は 除く て) メキ シコ シテ ィ 泊 よ | 1 げ 

舌 乗員 成 四 出発 か 成田 記 苦 ま で 同行 いた し ます 。 二 = ーー ド 背 

ーーーーーーー こ | 圧 前 メキ シコ シテ ィ 発 | 画 午 前 、 本 還 テ オ テ ィ ワ カン 遺跡 観光 。 い 

最少 催行 人 員 15 名 | た だ し 、 こ ご 出 某 か ら 60 ご 80 日 前 まで に 全員 に 潮 た な い 和合 | we 約 1 時 間 メキ シコ 最大 級 の 都市 遺跡 で は (大 陽 の ビラ ミッ | | 」, 

計 ミ ミミ ss * 員 邊 さ せ て いただく 場 合 が あり ま | | | 匠 認 2HE 計 | ド 〇 月 の ビラ ミッ ド 、 〇 死者 の 道 に ご 案内 し ます 。 選 因 和 あ 

計時 アエロ メヒコ 航空 「 田 太 陽 の ビラ ミッ ド に 登頂 し ます NE = 

< リマ (1・6 日 目 ) >A ク ラス 以上 | 還 タ 食 は 、 市 円 レス トラ ン で 世界 無形 道産 マリ アッ トラ 剛 

く マ チュ ピチ ュ 村 - ウ スコ > タラ ス 民 上 5 チ を 聞き な か ら メ キシ コ 料 理 を お 楽し みく だ さ ジン と 

利用 ホテル こ イ グ ア ス (ブラ ジル 側 ) > 下記 ホテ ル 才 | 要 。 し メキ シコ ジテ ィ 泊 

「 間 コウ | 攻 時 主 生 | 還 午 前 、 剛 柚 尾 メキ シコ シテ ィ ( 旧 市 街 ) 観光 。 四 

半生 人 革 有明 お CRPS1 ホ メル の つの で 負 だ さき 世界 遺産 の 旧 市 街 と コロ ニア ル な 街並み を 散策 。|| | | 

リマ (1-6 有 (シャ ワー の [Al | @ コ スタ - デ ル ・ ソ ル ・ リ マエ アポ ー ト 又は 同等 の A ク ラス 以上 Etes ル 隔 同 各 

マチ ュ ピ チュ 材 (シャ リー の み | 旧 ] | 旬 エ ル ・ マ ビ 又 は 同等 の B ク ラス 以上 9 〇 ⑨ メ トロ ボリ タン 大 聖堂 (カテ ドラ ル ) 、 ワ ソ カ ロ 店 去 

[ Sn 広場 、 つ テン プロ マヨ ー ル 、 〇 国立 人 類 学 博物 館 区 は [| 抵 

スズ ゴ ( ら ウー の ゆあ) | | は こも の 2 エリ ビアー マデ ョ へ ご 案内 し ます の 

又は 同等 PB クラ ス 以 上 NR ン コ 

| @ ナ ダイ - コ ン フォ ー ト ・ ホ テル & ス パ 島 ビ アレ - カ タラ タス 男 午 後 、 フ リー タイ ム 。 
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乾 行 時 間 記 1 日 の 鶴 光 時 に 歩く 時 間 が 2 時 間 以 内 、 旧 守 時 間 諾 | : 1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が ら ー4 計 間 以 内 、 本 行 時 間 加 : 1 日 の 鶴 光 時 に 上 く 時 間 が 4 時 間 以 上 、 WC[T| : 長 距離 移動 中 上 トイ レ 価 牟 の 回 数 


総 京 を 巡る 旅 ! メキ ンコ 周遊 8 


][ こ アル の 何 キ シコ 古代 門 誠 カン クン 維 早 6 世 


テオ ティ ワカ ン & チ チェ ン イ ッ ツ ァ 


_ グ アナ ファ ト 





SI 自然 が 生ん だ 庁 跡 グラ ン ・ セ ノー テ 。 

透明 度 の 高い 水中 に 差し 込む 光 が 幻 想 的 。 
靖 還 還 較 。i5i コカ タン 半島 に 数 多く ある セ ノ ー テ 
骨 は 、 陥 漫 穴 に 地下 水 が 貯 まっ て で き 
た 泉 で す . どこ まで も 続く 色 鮮 や か 
な は 青 さ が 人 人 気 の ダ ラン ・ セ アー テ に 
押 ご 案内 し ます 透明度 の 高い 水 の 青 
記 色 と 差 し 乏 む 光 の コン トラ スト が と 
民 て も 幻想 的 で す . セ アー テ に は 小さ 
な 魚 も 生息 し て お り 、 種 秘 的 左 水 中 


we ー ゃ で 凍 こ 
Pr 5 Sa 王 詳 に 穫 り を 添え て いま す 。 
| 5 開 ラス ・ コ ロラ ダス の ピン クレ イク 。 

鮮やか な ビン ク 色 に 輝く 水面 が 神秘 的 。 
カン クン 近郊 に 位置 する ピン クレ イ 
ク 。 水面 が 鮮やか な ピン ク 色 に 細 く 神 
秘 的 な 場所 で す 。 ピ ンク レイ ク に 生息 
する プラ ンク トン を 食べ て 育っ た ピン 
クタ フラ ミン ゴ も 多く 集まり ます . ビン タ 
色 の 水面 に 数 多く の フラ ミン ゴ が 集 ま 
る 光景 を お 楽し みく だ さい 。 


ビデ アレ イケ ば 。 天 騒 天 現地 事情 だ より 
ビッ ャ グ ダ 革 に 昼 主 い 場 苔 害 臭 且 素 廿 














ピン カレ イ ウ イメージ 


更 グ アダ ルー< ペ 寺院 











ピン クレ イク ・ グ ラン セ ノ フー テ 


街灯 り が 宝石 の よう に 煙 く 
グ ア ナ ファ ト の 夜景 


メキ ジコ 中 部 に 位置 する 、 周辺 を 山 に 囲ま れ た 小さ な 街 。 

| 16 世 紀 に 銀 が 発見 され た こと で 作ら れ た 美しい 街 は 、 近 
部 の 銀山 と と も に 、 世 界 遺 産 に 登録 され て いま す , スペ イ 

| 統治 時 代 の コロ ニア ル な 建築 や 、 ピ ビッ タク や イエ ロー で 刻 

られ た カラ ブル な 街 部 みな ど 、 ど と を 取っ て も 絵 に な る 街 

で す 日 が 沈み 、 街 灯り が 宝石 の よう に 糧 く ピ ビ ラ の 丘 か ら 

| の 誰 景 は 特に 魅力 的 で す . 





環 サ ン ミ ゲル 教区 教会 
19 世 紀 に 建て られ た 、 カ 
トリ ッ ク ・ フ ラン シス コ の 
教会 。 サ ン ミ ゲル ・ デ ・ ア 
ジェ ン デ で お な じみ 、 デ 
キシ ジコ 産 の ビン ク の 石 で 
造ら れ た 街 の シン ボル 的 
建築 物 で す , 











LT ! | 
還 較 サー ミツ 中 新 区 孝信 (KMi 
昌 レ イ ュー ジロ 


時 空 を 超え 、 古 代 マ ヤ ・ ア ステ カ 文 明 の 
謎 に 迫る 世界 遺産 の 遺跡 へ ご 案内 し ます 。 


テオ ティ ワカ ン 遺 跡 








_~ 「 紳 太 の 住む 場所 」 と いう 
F 詳 | 。 意味 を 持つ メキ シコ 最大 級 
の 都市 遺跡 で 、 最 盛 期 に は 
約 15 万 上 が 生活 し て いた と 
言わ れ ま す . ピラ ミッ ド 型 の 
神殿 や 宮殿 が 整然 と 並ぶ 
中 で 、 太 陽 の ピラ ミッ ド 、 月 
時 の ビラ ミッ ド の 巨大 さ は 見 
識 る も の を 圧倒 し ます 。 


上 













樺太 陽 の ピラ ミッ ド 

太陽 の ビラ ミッ ド は 高 さ 約 65m、 底辺 が 約 
225m の テオ ティ ワカ ン 最 大 の ビラ ミッ ド 。 
で す 。 頂上 に は か つて 神殿 が あっ た と 言わ 周 還 還 
れ で て で いま す . 248 段 の 階段 忘 登っ て 頂上 に 
行く こと が 可能 で 、 壮 大 な 遺跡 群 を 見 穫 「 
すこ と が で 寺 ま す . 


16 世 紀 、 先 住民 フアン ・ デ ィ エ ゴ が 聖母 マ 
リア さま の お 告げ を 受け た 際 、 マ ント に 所 
生還 色 の 肌 を も つ マ リア さま が 浮か びあ が り 
守 | まし た 。 グ アダ ルー ペ 教 会 は この 伝説 を 
| 拓 元 に 建て られ 、 今 で も その マン ト は 奇跡 の 
男 マン ト と し て 教会 内 部 に 飾ら れ て いま す , 





チチ ェ ン イッ ツァ 遺跡 


ユカ タン 半島 中 央 部 に ある 古典 期 後期 
に 漂 えた マヤ 文明 の 遺跡 で す 。. チ チェ ン 
イッ ツァ の シン ボル 「 タ タル カン (別名 カ 
ステ ィ ー ジ ョ ) 」 は マヤ の 最高 利 タ タル カ 


サ 2 pp 6 > 
グ ア ナ フ ァ ト ①GA ーー 
ヽ 、 - テオティワカン シン カン タン ロ ) 
ワー ーー ーーー チチ ェ ン ィ ッ > 
メキ シコ シテ ィ ③ 寺 8 中 寺 


| Hm ン を 写る ビラ ミッ ド で 、4 面 に それ ぞ れ 91 
| 段 の 階段 が 配 さ れ て お り 、 最 上 段 の 神 暴 
、 の 一 段 を 足す と 、4X91+1 三 365 段 と な る 

胃 こと か ら 暦 の ビラ ミッ ド と も 呼ば れ ま す 。 





旅 の ポイ ント !『 


金曜 日 出発 で 金曜 日 帰着 の お 休み の 取り や すい 日 程 
の コー ス で す 。 


世界 遺産 の 街 グ アナ ファ ト で は 、 ビビ ピラ の 丘 か ら の 
昼 と 夜 の 絶 旦 に 出逢い ます 。 


ユカ タン 半島 の マヤ ・ ア ステ カ の 古代 遺跡 を 観光 し ます 
① テ オ テ ィ ワカ ン 遺 跡 (?): チ チェ ン イ ッ ツ ァ 遺 跡 3③) ト ゥ ルム 遺 跡 


カン クン で は 、 聖なる グラ ン ・ セ ノー テ 、 
ビン クレ イク の 絶 早 へ ご 案内 し ます 。 


カン クン で は 、 カ リブ 海 を 
ご 堪能 いた だ ける 全 室 テラ ス 付 き 
オー ジャン ビュ ー の 客室 を ご 用 意 。 





[カタン ] グ ラン ド - フィ エス タ ア メリ カー ナ ・ 
コー ラル ビー チ ・ 7 クリン 「 ら ペ パ 
「 


日 本 人 コン ジェ ル ジ ュ 、 
日 本 諸 メ ニュ ー、 ホテ 
ル 案 内 な ど 日 本 人 向け 本 計 
サー ビス が 充実 し て い 軸 
ます 


| 介 志 天 宇 数 50g 宝 
1 杜 HtHRPmmHTHTIHHEstaldTiCHTE3 PCWTVuiEH/Tiestd- 本 TeaTiCTI ロ HFCrrg ト hgchH-EgTIFUTI 
| トー と CE 





| 重 リカ ト 和 志 の 電 用 、 吉祥 は ] 介 の し を 9 名 様 で ご 刑 用 いた 写 書 寺本. 


成田 著 旅行 民代 け 本 2 大 が 出発 日 単科 円 
| っ 下記 出発 加計) エコ ッ ミ ー ケ ラス ユ ス :9 )88844 | ビジ ネス ウラ ユ ス :BUBB8H45 ョ | 0 
(1277 中 虹 ! 叶 = ず 『 ゴ ユ :H 昌 日 肝 日 王 日 | 得 
成田 発 「=0 大 孤 発 [=1 札幌 ( 新 千 歳 ) 発 [|=3 福岡 発 [=4 


筐 東京 (成田 人 選 外 は 下記 公 地 発作 加代 全 が 必要 で す 。 


5800 9 _929.900 コ コレ ーー 
939.900 ya |499900 





ーー EE 
栓 各地 発 追加 代金 (Pzg 多 時 | 大 阪 発 :20.000 札幌 ・ 福 岡 発 :30.000 
1 人 部 屋 追 加代 金 、 105.000 利用 生 司 ヶ ィ プ は Pd3-34 を ご 賢く だ さい 。) 





本 ビン ネス ウッ ラス (PB 要 昭 } ※ 上 記 ビ ジネス 2 クラ ス 許 行 代金 の 通用 区 問 は 、 成 田 - メ キシ コシ ティ 問 福 と な り ます 。 


央 2/G7 出 先 は 大 阪 ・ 札 幌 ・ 福 岡 到 、 ビ ジ キ ス タラ ス 玉 国内 線 特 別 代 並 プラ ン の 設定 は あ り ま せん 。 


ご 出発 の 日 前 まで の こ 予約 完了 で 10.000mmain (Pa 





久 MM あ 旨 燃油 サー チャ ー ジ が 含ま れ て お り ま す 。 上 座 ま 写 語 詳 当 


現地 空港 諸税 及び 国内 空港 施設 使用 料 等 、 国 際 観 光 旅 害 税 は 別 穫 必要 で す 。 (詳細 は P32 基 早 } 
現地 空港 諸税 目安 額 約 12.500 円 
東京 以外 の 有 有 都市 か ら ご 参加 の 場合 は 、 





P5 の 国内 線 特 別 追 加代 釜 プ ラン D が 適用 と な り ま す 。 (詳細 は P5 参 昭 ) 


食 事 朝食 5 回 、 昼 食 5 回 、 食 5 回 | ( 箇 内 食 は 除く ) 
重 乗 上 成田 出発 か ら 成 田 帰 着 まで 同行 いた し ます 。 


最少 催行 人 軸 15 名 | か が 560 90 日 前 ま で に 最 仁 行人 員 に 満た な い 湯 生 
ーー に me 有 いい 中 1 
信行 を を 中止 さ せ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 に 


靖 用 衣 開 全社 FI アエロ メヒコ 航空 


メキ シコ シテ ィ 、 カ ンク タン 5 タラ ス 
利用 京 テ ル 上 記 以 外 >A ク タラ ス 以 上 
負 党 詳 細 は 下記 利用 直 テ ル 一 覧 肌 げ 右記 日 程 表 散 び P31 ホ デル ケラ ス 表 を ご 巻 願 くだ さい 。 
楽 トリ プル (は 名 1 室 ) 利 用 は で きま せん 。 


グ ア ナ ファ ト Al | 形 ホ リ デ ィ ・ イ ン ・ エ タス プレ ス ・ ゲ アナ ファ ト 重 ミ シ オ ン 


(シャ ワー の み ) | 介 カ ミノ レア ル 代 ラ ・ ア パ デ ィ ア の いずれ か 
メキ シコ シテ ィ EE So ー 
(シャ ワー の み ) | 量 シェ ラ ト ン マリア ・ イ ザ ベ ル 又は ロタ ラズ 届 上 男 ホテル 


馬 ア シ エ ジ タダ ・ チ チェ ン 
チチ ェ ン イッ ツァ [IAl| 重 マ ヤラ ンド ホテ ル ・ ア ンド ・ バ ン ガ ロー ズ 島 ピラ ミ デ イ ン 


(シャ ロー の のみ ) 穫 ミ シオ ン 人 重 ヴ ィ ラ ・ ア ルケ ロ ヒ カス ズ の いずれ か 
還 昌 _ | チチ ェ ン イッ ツァ 選 跡 近く の ホテ リル 
カン ウン 天 グ ゲラ ンド フィ エネ スタ アメ リカ ー ナ ・ コ ー ラ ルビ ー チ カジ 
(バス タブ 付き ) み クン リゾ ー ト 品 ス パ 海 が 見 え 各 部 雇 








EEH5 国内 線 の スケ ジュ ー ル は P30 を ご 参照 くだ さい 


追加 代 並 な し で ペア ・ 仲 良し シー ト を ご 用 意 し ます 。(P3 参 照 
| メキ シコ ジテ ィ 乗 継 か 


人 3 光貞 ダ ア ナブ ァ ト 着 


旧 グ ア ナ ファ ト の タ 景 ・ 夜 


ゲ ア ナ フ ァ ト 観 光 


アナ ファ ト 昼 の 総 章 


| 陸 稚 グ ダ ア ナ フ ァ ト 発 
呈 約 2 時 間 


サン ミ テ ル ・ テ ・ 


アジ ェ ン デ 市 内 観光 


| 叶 約 4.5 時 間 (WC1) 
ゆ 記 メキ シコ ジテ ィ 着 


上 行間 回 
| 生 訓 メキ シコ ジテ ィ 発 
メキ シコ ジテ ィ 歴 史 地 区 





間 | テオ ティ ワカ ン 遺 中 観光 





EEETH 記 


| 厚 計 メキ シコ シテ ィ 発 ナ 


メリ ダナ 


| 了 了 チチ ェ ッ イッ ツア 着 
| g 約 2 時 間 


| チチ ェ ン イッ リ ァ 遺 呈 主 光 


F 剖 チチ ェ ッ イッ ツァ 難 
| sa 約 2 時 間 
' 
| 針 前 リオ * ラ ガト ス 発 
| wo 約 3.5 時 間 
| 圧 鬼 カン タン 着 


| ウ 生 カン クン 発 ナ 
| 行間 





較 空 路 、 メ キシ コシ ティ で 乗 継ぎ ま 、 ダ アナ ファ ト へ 。 


ーーーーーーーー ぐ 日 変 更 線 通 過 > 
画 着 後 、 ホ テル へ 。 傍 中 、 〇 ビビ ラ の 丘 か ら 美 し い 
ダグ アデ ナ フ ァ ト の 妨 景 また は 夜景 を ご 覧 いた だ き ぎ 
まま グ ア ナ ブフ ァ ト 泊 


恒 午 前 、 国 中 園 ダ アナ ファ ト 旧 市 街 観光 。 
ビン ク や オレ ンジ で 飾ら れ た 世界 遺産 の 美しい 
街 で す , イダ ルコ 市場 、 ひ ユニ オン ガー デン 、 
ファ レス 劇場 、 い ラパス 広場 、 ロ づけ の 小道 

面前 日 に 引き 続き (ビビ ラ の 丘 か ら 美 し い ダ アナ 
ファ ト の の 昼間 の 総 旦 を ご ど 覧 いた だ きま ます . 

還 観 光 後 、 サ ン ミ ゲル ・ デ テ ・ ア ジェ ン デ へ 。 

較 聞 国 届 サ ン ミ ゲル ・ デ テ ・ ア ジェ ン デ 市 内 観光 。 
〇 サン ミゲル 教区 教会 () サ ン フ ェ リ ペ ・ ネ リ 教 会 
ピン ク 色 が 青空 に 映え る サン ミゲル 教区 教会 
は 、 街 の シン ボル 的 存在 で す も 

観 光 後 、 メ キシ コシ ティ へ 。 

較 マ リア デ ッ チ ショ ー を 見 な が ら メ キジ コ 料 理 の 久 
食 。 夕 食後 ホテ ル へ 。 

還 お 泊まり は 、 に か ラス ホテ ル に 2 連 泊 で す 。 

メキ シコ シテ ィ 泊 


還 午 前 、 加 思 還 2 キシ コシ ティ (上 市 和 観光 。 
ディ エゴ ・ リ ベラ の 壁画 で 有名 な Q 国 豆 宮殿 、 
5 メト ロボ リタ ンジ 大 陣 堂 (カテドラル) 、 (コソ カ 
口 広場 、() テ ンプ ロマ ヨー ル へ ご 案内 し ます . 

瑞 観 光 後 、、 テ オ テ ィ ワカ ン へ 向かい ます . 

遼 途 中 、G グ アデ アダ ルー ペ 寺 院 に で 奇跡 の マン ト を 
選 覧 いた だ きま す 

還 午 後 、 固 晶 較 テ オ テ ィ ワカ ン 遺 跡 観光 。 
メキ シコ 最大 級 の 都市 遺跡 で は 、() 太 陽 の ビラ ミッ 
ド 、 〇 月 の ビラ ミッ ド 、C) 区 者 の 道 に ご 案内 し ます . 

画 ( 太陽 の ビラ ミッ ド は 、 頂上 まで 昇る こと が で き 
る ピラ ミッ ド で す , 

画 国 立 人 類 学 博物 館 観光 。 
観光 後 、 ホ テル へ 。 (TEES5 邊 


較 空 路 、 メ リ ダ へ 、。 
遼 後 、 還 題 層 チ チェ ン イ ッ ツ ァ 遺 跡 観光 。 メ キシ 
3 ン 半 島 で 最も 有名 な マヤ 文明 の 遺跡 | 


〇 タク タル カン の 神殿 、 戦 士 の 神殿 、 球 戯場 、 
〇 カラ コル へ ご 案内 し ます , 
遼 お 泊まり は 、 チ チェ ン イ ッ ツ ァ の 遺跡 近く の ホテ ル で す , 
チチ ェ ン イッ ツァ 簿 
一 午前 、 リ オラ ガル トス へ 、。 
画 着 後 、 ビ ンタ レイ クタ を 観光 。 
塩田 の 穏やか な 湖面 に 広がる ピンク 色 の 瀧 で すま 
栄 天候 や 現地 事情 に より ビン クタ 色 に 見 えな い 場 
含 が あり ます 。 
一 観 光 後 、 カ ンク ン へ 。 
画 午 後 、 フ リー タイ ム 。 


ーーーー で sm ーーー ーー 同上 


で FrJ で 対 で り 叶 





メキ シコ シテ ィ 泊 


モミ! 叶 


に |L ュ kT 


本 午前 、 グ ラン ・ セ ノー テ へ 、。 


一 着 後 、 グ ラン ・ セ ノー テ を 観光 。 
ユカ タン 半島 に 数 多く ある セ ノ ー テ の 中 で も 特 | 
に 神秘 的 で 美しい 人 気 の ス ポッ ト で す , 

本 宝 元 後 、 ト ゥ ルム 遺跡 へ 向かい ます 。 

可 午 後 、 ト ウゥ ルム 遺跡 観光 。 
マヤ 文明 末期 に 栄え た 城壁 都市 の 遺跡 で す 。 

画 観 光 後 、 カ ンタ クン の 空港 へ 。 

田 空 店 、 メ キシ コシ ティ で 乗 継ぎ 、 帰 国 の 途 へ 。 機 中 泊 


コー ス 入 び 避 航 に 関す る ご 案内 (Peg-30 参 昧 ) 
出発 日 や 現地 事情 等 に より 、 観光 内 容 や ホテ ル に 変更 や 楽 件 が ある 場合 が ご ざい ます 。 
お 申込 み の 際 は P2g・30 の 「 共 通 の 己 案 内 」 及び 「 各 コー ス の 三 案 内 」 を 必ず 記 能 認 く だ さき い 。 


如 手 配 時 に 下記 情報 が 各 机 と な り ま す 。 己 巴 約 時 は 下す 刀 知 せく だ 寺 い 。 
・ お 客 様 の パス ポー ト 番 号 ・ 有 効 期限 ・ 生 年 月 日 


本 コー ス に 関し て の お 問い 合わ せ は 、 ( 秩 ) 日 本 旅行 東日本 海外 放 行 寺 括 施 ま で お 願い いい た し ます 。 | 





上 行 時 間 記 : 1 日 の 鶴 光 時 に 歩く 時 間 が 時間 以 内 、 非 条 時 間 目 : 1 日 の 欠 光 時 に 歩く 時 間 が 2ー4 時 間 以内 、 旧 循 時 間 亡 : 1 日 の 観光 時 に 上 誠 く 時 間 が 4 時 間 以 上 、 WC[I] : 長 距離 移動 中 の トイ し レ 体 前 の 回 敷 


| | | 症 要 給 
|L_ _ 叶 。 | 識 層 | 
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各 コ ー ス の ご 案内 


TOEE 


赴 埋 コース 各 の スケ ジュ ー ル は 2019 年 月 現在 で すす 。 行 程 中 の 乗 紅 が 追加 ・ 変 更に な る 場 合 
共 太 名 。 如 地 田 発着 時 間 が 変更 に な る 場合 が ありま す 。 い ずれ も 最 総 日 理 表 で ご 確認 く 正 


Lu 

模 行 程 理 内 記載 呈 術 空 会 社 上 の スケ ジュ ー ル は 201 ピ ロ 年 5 月 時 点 の 各 ス ケ ジ ュ ー ル を 基本 と 
し て も 1 東証 。 

: 軒 語 3 重 テ ル 発 が 早朝 と な る る 場合 の 朝食 は ボッ タス プレ ッ ダ タブ ファ スト (お 井 当 ) と な る る 場合 が ご ぎ 
いま す 。 ピ ュ ッ プ ェ は ホテ 上 ル に よっ て は 上 ム や チー ズ 等 を 則 を 通さ ず に 提供 すす 名 コ ー ル ド 
ビュ コテ 〒 エ で すす 

重 革 地 呈 ホホ テル の の チェッカ イン は 15: ロ 0 1B:O0H 区 降 と な り ま す 。 

筐 シャ ワー の みみ と 記載 の ある ホテ デル で も 部 屋 の 割り 当て で バス タブ 付き と な る る 場合 が 吉 中 ます 。 

加 各 ホテ ル 呈 お 部 屋 ほ 特に 明記 の な い 限 り 部 屋 指定 な し 台 は 叔 望 指定 大 し と な ま す 。 

天 ト リブ ル 刊 用 呈 場 合 .2 台 呈 ベ ッ ド を 3 名 様 で ご 利用 いた だ きま す 。 ま た PZ 邊 ・ 只 コー ス 
の トリ ゴル 利 用 は お 申し 込み を いた だ いて か らら 上 手配 と な り ま す 。 ホ テル 事情 等 に より ご 用 
意 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 そ の 場合 人 部 屋 と 1 上 部 屋 の 部屋 と な けけ 、 別 美 、1 部 
屋 追加 工 倫 が 品 要 で す 。 

弄 出 発 日 に より 行程 中 の の 宿泊 順 計 が 入れ 替 わ 避 場合 が あり ます 。 最 終日 程 表 で ご 案内 いた 
し ます 。 

弄 ラ スペ ガス 、 ア メリ カ 大 自 器 エリ ア の ホテ ル 、 空 港 、 駅 で は 、 ポ ボー ター サー ビス は 人 難 ま れ ま せ 
上 吉 荷 物 は お 客 隊 記 自 身 で 紀 運 立 し \ を 症 E 計 す す 。 

筐 ラス バガス ・ ナ イア ガオ ラフ フォー ルズ の ホテ ル は 、 ど 1 歳 末 満 の 方 の み で は 、 選 宿泊 で きま せん 。 

棋 デ メリ ロカ 夫 自 表 エ リア 呈 ホテ ル 周 辺 は 照明 が 出 な い の で 、 夜間 の 外出 に 地 中 電灯 が が 吉 る と 
便利 で す 。 

得 北 洲 の 習慣 と し て 、 ご 夫 財 ・ ハ ルネ ュー ナー 以外 で も ベッド 1 台 の の お部屋 を 割り 当て る こと が 
刀 中 ホ デル に よっ て は 列 達 科 押 ベッ ド を 用 意 で き な い 場 冶 が 店 ます 。 

環 出 俳 日 に よっ て 、 同 一 ダル ー プ 内 で ご 愉 泊 直 テ ル が 分 か れる る 場合 が あり ます 。 そ の 場合 、 舌 
乗員 は 同 世 ホ テル に 若 宿 泊 し な い 場 合 が ご ざい ます が 、 現 地 硬 員 が チェ ッ タ イン の お 手 伝 
い 衣 いた ます 。 


[札幌 * 名 古屋 ・ 大 阪 ・ 握 岡 * 東 京 玩 コ ー ス に つい て ] 専用 ツウ デー コー ド で お 申込 丸い た だ く 『 札 幌 ・ 名 古 
屋 ・ 天 阪 家 同 : 車 京 」 の 昔 地 か らら 選 厨 加 加 ツア デー は 、 成 田 ・ 羽 田 発 柱 【 覆 ) 日 本 放 行 東 日 率 海外 旅行 続 括 
部 が 企画 ・ 実 施す る ツア デー に 、 難 地 か ら の 国内 線 ( 往 複 ) を 加え た コー ネ で す 。 成 田 ・ 羽 田 発 の ツア ー と 同 
じ バ スズ で 観光 送迎 、 添 乗 案 内 奄 行 い ぃ 薄 乗 貞 は 評 田 百田 空港 か ら 成 田 ・ 羽 田 空港 帰着 まで の 同行 と な 
中 ます 各地 一 東京 間 の 国内 線 は 、 最 適 な 時 間 融 功 豚 空 式 を ご 用 意 で 寺 な い 場 合志 あま す 。 た だ し .、 往 
宰 と も 同日 乗り 織 ぎ が 可能 な 硬 を ご 用 竜 し ます の で 、 前 後 泊 還 必要 は あり ませ ん と 。 各 地 ぉ 車 京 開 呈 航空 
便 は 召 地 号 { 成 田 ま た は 羽田 ) 斉 ご 利用 いた だ きま す 。 ご 利用 いた 門 く 空 硬 は 、 最 髄 の 乗 継 と な 上 ない 


人 答 コ ー ス 毎 の ご 案内 


と っ て お き ぎの グラ ンド サー タル 
ヨセミテ 国立 盆 国 日 日 
EE 共 下記 の 各 都 市 か ら ご 靖 加 の 場合 の 国内 線 ス ケ ジ ュ ー ル は 下 表 呈 通り と な り ま す 。 上 記 『 共 
通り ご 案内 」 を 中 すず お 読 ゆ くだ さい 。 








、 各 発 著 陸 刻 
] ず コロ ー ョ 3: 刀 
]Y HH ーー 9 HU 


司 23csh 計 [ - | 
_ サジ ュー 。 | 各 折 球 時 天  』 羽 用 逢 時 到  』 羽田 発 時 刻 
中 7 i ロ 0 一 15:OO | Bm 一 1B:OD | 1B:COm ロ ーE1:30 
| 掲 岡 馬 邊 " | 7IH ロ 一 14: ヨ BD | 昌 )30 一 16! 
国共 デン テロ ー ブ ナ キ ャ ニオ ン お お よび モニ ュ メ ント バレ ー の 観光 で は ダー ト 【 未 半 装 人 道 ) を を 走行 
し ます の で 、 車 内 が 揺れ 人 る 場合 が 市 ます 。 車両 相 括 折 、 婦 境 の 科 前 、 シート ベル ト 軌 な ない 
車両 な ど が ご ざい ます の で 予め こ ご 了 承 く だ さい 。 
弄 デ ッ バ パー アン テロ ー プ キャ ニオ ジン は 天井 か ら 日 が 届 す 現象 が ご 覧 いた だ ける と は 限り ませ 
し の で 予 引 ご 了承 くだ さい 。 
各 デ ンー テロ ー プ キャ ニオ シン で は 入場 の 際 、 混 雑 の た め お 待 占い た だ く 場 合 が 吉 り ます 。 ま 左 
三 計 一 脚 ・ 二 肝 も 昔 む お) ・ 自 撮り 棒 の 練 用 は 止 と な けり ます 。 ビデ オ ( 陳 画 } 撮影 志 同 抹 す 
品薄 乗 軸 ・ ガ イド に よる 写真 撮 蛇 も 禁止 に な り ま し た の で 予 刀 承知 寺 き く 定 きい 。 
模 3 日 目 四 展 食 は モニ ュ メ ント バレ ルー 醒 光 後に お と り い た だ く 場 冶 が ご きい ます 。 そ 場 冶 、 
遅 め の 朝食 と な り ま すす の で 、 予 ぬ ご 了承 くだ さい 。 
矯 ヨ モミ テ の ゲ レ イ ジャ ー ポ イン ト は 休 年 5 月 中 旬 赤 11 月 上 旬 ま で 開通 し て 結 有 ロ ま す 志 、 モ 
の 年 に よっ て 異な り ま す 。 1 ロ 月 と 5 月 出発 は ダレ イジ シャー ポイ ント へ ご 案内 予定 で す が 道 路 
が 開 鉛 き 礼 て いる る 場合 は ご 案内 で きま せん の で 握 め ご 了承 く 症 きい 。 


アメ リカ 太 自 然 紀行 日 日 

つの 縮 景 を めぐ る 旅 

皿 話 記 : 例 下 記 の 各 都 市 か ら ご 参加 の 場合 の 国内 線 ス ケ ジ ュ ー ル は 下 表 の 通り と な り ま す 。 上 記 『 共 

通 の ご 案内 」 を 愉 ず お 読み くだ さい 。 

各地 一 羽田 問 | 招 周 | 提 嘩 ”。 | 

スケ ジュ ー ル 選 田 鼻 時 天 

1]7:30 一 時 :90 

四 還 認 EW 生 プラ イス 、 グ ラン ドキ ャ ニオ ン 国 立 公園 の お 部 屋 は シャ ワー の み と な り ま す が 、 部 屋 の 割り 
当て に より パス タブ 付き と な な る 場合 が ご ざい ます 。 

グラ ンド キャ ニオ ンジ 国立 低 園 で は 、 ペ ッ ド 1 難 の お 部 屋 に な る る 場合 が ご さい ます 。 

( 記 ! 当 提 デ ン テ ロ ー プ キャ ニオ ン お よび モニ ュ メ ント バレ ー の 観光 で は ダー ト ( 末 半 装 の 道 ) を 走行 
し ます の で 、 還 円 が 揺れ る る 場合 が 市 り ま す 。 車両 の 揺れ 、 砂 措 還 飛 飯 、 シ ー ト ペル ト の な い 
車両 な ど が ご ざい ます の で 予め 了承 くだ きい 。 

弄 デ アッパー アンテロープ キ ャ ニオ ンジ は 天井 か ら 日 が 射す 現象 が ご 覧 いた だ け 命 と は 限り ませ 
の で 予め 了承 くだ さい 。 

短 デ ン テ ロ ー プ キャ ニオ ン で は 入場 の 隊 、 混雑 の た め お 待 ちい た だ く 場 合 が あり ます 。 また 
三 誕 ( 一 脚 ・ 二 肢 も 含む ) ・ 自 撮り 棒 相 使用 は 禁止 と な り ま す 。 ビデ オ (動画 ) 撮影 や 同行 す 
る 添乗 員 ・ ガ イド に よる る 写真 撮影 禁止 に な り ま し た の で 予め ご 承知 お きく だ さい 。 


sic と ! ri ュ リー デニ ヒエ デキ 


還 員 人 生 下記 の 名 都市 か ら ご 参加 の 場合 の 国内 線 ス ケ ジ ュ ー ル は 下 表 の 通り と な り ま す 。 上 記 『 共 

通 四 ご 案内 」 を 届 ず お 読み くだ さい 。 
人 
エケ ジュ ー 肥 艇 地 甘 肝 到 評 [ 破 田 ・ 羽田) 震 打 拓 | 下京 ( 度 田 - 翌 田 ! 著 陸 拓 | 芝 葛 還 許 到 
大 病 ( 使 中 ・ 聞 空 ) 著 着 | 07:0 ロ 一 15:QQ 16: 0 ロー :30 
| 札幌 凛 。 | 


天 須 人 要 叶 ・ 関 宰 ) 落 間 









11 :1 ら 

























ナイ アカ ガラ ・ ニ ュー ヨー クロ 日 





ニ ュー ヨー クー 成田 は 直行 便 と な る 場合 が あり ます 。 
ー、 財 計 記 生 ナイ アガ ラク ルー ズ の 運行 期間 は 2019 年 11 月 30 日 まで 、2020 年 月 1 日 か ら 運行 開始 


(29) の 予定 で す が 変 更に な る 場合 が ご ざい ます 。 その 場合 は 、「 ジ ャ ー ニ ー・ ビ ハイ ンド ・ ザ ・ 
ューー デ ” 


「 各 コー ス 毎 の ご 案内 」 を ご 覧 いた だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 


証 ! 当 人 @ ロ は 入場 打 光 、 〇 は 下車 観光 、 へ は 車 容 疹 光 と な り ま す 。 
弄 ナ イデ ガラ コ ォ ー ル ズ 到 着 日 の カナイ アゴ ラ の 褒 カ イル ミキ ーション は フラ イト 時 間 に よ り 
亡 臣 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 
喘 朝 日 、 妨 日 、 星 空 観賞 は 自 品 現 爺 の 為 、 王 天候 な ど に より 選 覧 いた だ け な い 場合 が ご さ ぎ い 
ます が 、 そ の 場合 で も 返 釜 は ご ざい ませ ん 。 イ エロ ー ナ イプ の オー ロラ も 同様 で す 。 
樺 ワ イナ リー で 訪 試 本 は 未成 年 二 は ご 靖 加 いた だ け ま せん が 、 旅 行 代 将 の 変更 は ご ざい 
寺 ませ せん 。 了 予め ご 子 承 く だ だ さい 。 
欄 グ リス マス イル ミネ ーション な ど は 主催 者 の 都 台 や 悪天候 な ど 現 地 事 情 で 日 程 本 変更 ・ 中 
止 と な る 場合 が あり ます 。 
樺 行程 中 に 記載 の 食事 場所 ・ 内 容 は 、 市 テル ・ レ スト ラン の 都 人 に よ 器 変更 す 名 場合 が ご ぎ 
いま す 。 
環 行 程 奏 に 記載 中 予定 時 刻 は 目安 で あり 、 道 路 事情 な ど に より 本 わ 右 場合 が 亡 ぎ ざい ます 。 
草 行 程 中 の 観光 画 所 は ご 出発 接 、 悪 天 避 や 現地 事情 に より 、 中 止 順 番 中 入 葵 え 、 変 更 と な 
る る 場合 が ご きい ます 。 そ 功 場 合 相 返 健 な ど は ご ざい ませ ルル 。 
馬 革 融 、 表 人 午 当 バン フレ ッ ト 記 載 の コー ス は 、 弊 社 が 企画 ・ 実 能 す る 他 呈 ツア ー と 同じ パス で 観光 ・ 送 
迎 ・ 涯 乗 案 内 を 行い ます 。 そ の 場合 一 上 の 添乗 員 が 同時 に 革 世 話 い た し ます 。 添 乗員 が 
同 宿 し な い 場 合 も ご きい ます 。 ま た 、 行 程 一 部 を べ ス トッ アー 以外 皿 他 の ツア デー の お客 
様 と 同じ バス で 送 地 、 観 光 を 行う 場合 が ご きい ます 。 
t 語 玩 振 重 日 10 一 18 に ご 大 加 の 場合 は 下記 バス ポー ト 列 春 、 査 証 が 必要 で す 。P22--PH に ご 整 
加 場 合 は 昔 コ ー ス ヌ 畠 の 記 案 内 埋 己 覧 くだ きい 。 
ト 入室 に っ 


FEgーgB9) 中 南 雪 呈 コー ス に お 申 邊 叶 相 理 音 . 吾 申 送 と 問 時 に パス ユギ ポート デー 主 合 録 を お 願い た し ます 。 


場合 が あり ます 。 ま た 便 の 指定 は お 受け で きま せん 。 ま た 、 ご 利用 便 に より 羽田 ぉ 成田 問 の 移動 が 届 要 と 
な る 場合 は 、 り ムジ ン バ ス を 利用 し 各自 で 移動 し て いた だ きま す 。( リ ムジ ン バ ス 代 は 旅行 代金 に 含ま れ 
ます 。) な お 、 リ ムジ ン バ パス クー ポン は 出発 空港 に て お 渡し し ます (ご 利用 に な ら な か っ た 場合 も 返金 は ご 
ざい ませ ん )。 前 後 泊 や 片道 の み の 利 用 、 利 用 便 の 指定 を 希望 の 際 は 、 東 京 発 コー ス に お 申込 みい た だ 
き 、P5 国 内 線 追 加代 釜 プラ ン に て ご 予約 くだ さい 。 各 コー ス の 「 各 都市 か ら ご 博 加 の 場合 の 国内 線 ス ケ 
ジ ゼ ュ ー ル 」 は 201 年 提 月 時 点 の スケジュー ルル を 基本 と し て いま す 。 

各地 東京 間 の 国 肉 線 の 手配 は 、 成田 * 羽 田 発 は (株 日 本 旅行 東日本 海 上 旅行 計 話 者 に て 行い ます 。 


上 記 | 共通 の ご 案内 」 も 必ず お 読 みく だ さい 。 


フォ ー ル ズ 」 と 「 ア イマ ックス シア ター」 に ご 案内 し ます 。 

還 放 還 二 科 更 3 日 目 の 乗 継ぎ 地 が 、 ト ロン トロ 場合 は 、eTA (P33 克 原 ) 取得 が 必要 で す 。 (バッ ファ 
ロー の 場合 は 陸路 . 国 で す の ゆで 不要 で す 。 ) 3 日 目 の 到着 地 の ご 案内 は 最 魚 日 程 表 で お 知 
らら せい た し ます が 、 ご 利用 便 が 出発 近く まで 確定 し な い 場 合 に 備え 、eTA の 取 揚 を お すす 
ぬ し ます 。 





ら ]5 1 神 牧 の オ ー ロ ラ イエ ロー ナイ フ と 





白銀 の 授 景 ナイ アガ ラフ 日 
困 話 証 E 重 下記 中 各 都 市 か ら ご 整 加 相 場合 中国 内 緑 スケ ジュ ー ル は 下 表 の 通り と な り ま す 。 上 記 「 共 
通 の ご 案内 」 を 必ず お 読み くだ さい 。 (12/29 発 の 設定 は あり ませ ん 。 ) 


香 場 東京 【 感 田 * 妥 田 ] 間 
ス サ ダ ゼ ュー ルル 





弄 出 発 日 に より 、 成 田 … イ エロ ー ナ イフ 間 の 乗 継 は 1 回 と な る 場合 が あり ます 。 
皿 鹿 香 こ の コー ス は 3 名 様 ] 室 で の お 申し 込み は お 受け で きま せん 。 3 名 様 で の お 申込 み の 場 合 、 
1 部 屋 追加 代金 が 必要 と な り ま す 。 
環 イ エロ ー ナ イブ の 宿泊 は 、 大 型 ペ ベッド ひと つの お 部 屋 と な り ま す 。 お 部 居 に より ツイ ン ペ ッ 
ドル ー ム に な る 場合 が あり ます 。 
由記 ! 当 生 オ ー ロ ラ 観 沿 ・ 鈴 光 ・ 送 迎 は ベス トッ アー 以外 の お 客 様 と 一 緒 に ご 案内 する 場合 が あり ま 
_ 二 ま た 、 下 地 車 理 は スタ ー ル バス 車輌 を 利用 する 場合 が あり ます 。 
箇 オ ー ロ ラ 棚 賞 の 時 間 は ホテ ルオ ー ロ ラ ピ レ ッ ジ へ の 移動 時 間 (往復 約 B0 分 ) も 含ま れ 
ます 。 
枢 刊 着 日 ウオ ー ロ ラテ 観賞 は 航空 便 到 着 時 間 に よ っ て 、 短縮 する 場合 が ご ざい ます 。 モ の 場合 
も 返 舎 は ざ ざ いま せん 。 








| P15 用 = ロー ナオ ョ ィ フ 発 F-。 還 店 ョ オリ レア 


※ オ プシ ョ ナ ルツ アー に つい て ご 塞 内 と ご 注意 は P31 を ご 覧 くだ さい 。 
※P1 呈 コー ス は ご 若 加 いた だ け ま せ 上 ん 。(P18 を ご 登 彫 く だ さい 。 } 


目 大 ぞ り 体 附 犬ぞり 探 終 

っ た 湖上 の コー ス を 、 和 4 人 乗り の 大 ぞ り に 乗っ 
て 、 提 銀 の 森 の 中 を 走り 抜け ます 。 自分 で 操 綱 で 
きる プラ ン も ん 気 。 


筐 日 本 申込 み 料金 : (体験 EQ (5 ロロ j 円 
( 提 罰 ) 1B ロ ロロ 円 

重 温 か が し! 枕 物 、 マ シュ マロ 焼 間 付 理 

短所 本 時 間 : 約 4 時 間 一 時 間 半 」 
(ホテ ル 発 18:30 頃 / 体 験 (又は 控 縦 ) 
は 約 1 理 一 B ロ 喉 ) 

弄 明 少 殿 行人 中 : ら 名 

生 旅 行 正 画 ・ 実 施 : オ ー ロ ラ ピ レ ッ ジ 

常 天 ぞ わ 提 は 大 (12 歳 以上 ) の み と な り ま す 。 


目 か ん じき 体 騒 


か ん じき を 履い て 雪 の 上 を 自由 に 歩き まわ っ で Mk、 
み ま し ょ う 。 冬 の カナ ダ な ら で は の アク ティ ビ 占 に まこ 
ティ で す 。 
@ 日 本 申込 料金 : 9.500 (B.50O) 円 和 
弄 温 か し 本物 .〒 シ ュ マ ロ 灯 き 付 寺 
@ 所 塞 時 間 : 約 4 時 間 一 4 時 間 半 
ホテル 発 1 己 ロロ 頃 / 体 験 は 約 1 時 間 } 
重野 江 怪 行人 人員 名 
型 旅行 下 画 実 能 ' オ ー ロ ラビ ピ レ ッ ジ 


| 后 IAURORA WILLAIGE 


に リ 
忠吉 本日 高 MILLAAGGE 








ロフ. 自然 写真 家 ・ 田 中 皿 美 氏 と 行く 
イエ ロー ナイ フ コ ・ オ ー ロ ラ B 日 
ge 借 村 下記 の 大 阪 か ら ご 堆 加 の 場合 の 国内 線 ス ケ ジ ュ ー ル は 下 表 の 通り と な り ま す 。P2G『 共通 
の ご 案内 」 を 中 すず お 読み くだ きい 。 


和束 (・) ーーーーーーーーーーーーーーーー - 
| 東京 ( 田 ・ に 











更 成 田 エー ー ナ マ ン 問 は 1 回 ぎの 場合 が あり ます 。 
中 W 共 イエ ロー ナイ ブフ の 宿泊 は シャ ワー の のみ の お 部 屋 と な り ま す が . お 部 屋 の 割当 て に より バス 
タプ 装 と な る 場合 が ご ざい ます 。 
趣 世 事 弄 田 中 雅美 氏 は 1 日 目 一 4 日 目 ま で オー ロラ 観 貴 時 と 今 廊 時 に 同行 し ます 。 
台 田 中 雅 美 氏 の 事情 に より 氏 が 全 加 で き な い 場合 は ツア ー を 中 止 さ きせ て いた 証 く 場 合 が あ 
け ま す で 予め 了承 くだ きい 。 
重 当 コー スズ の 模様 を 尾 暗 し た 写真 や 映 餅 な ど が 各種 メデ ィ ア に 掲載 され る る 場合 が あり ます 。 
(その 場合 は 事前 に お 知司 せい た し ます 。】 


ウ ユ ニ 塩 清 と ペルー 周 避 1 ロ 日 

エゴ リト イキ キョ ヨコ ロビ を あり キキ まま も すす エー 

in 表 較 下記 の 知 都 市 か ら ご 琴 加 の 場 冶 相国 内 課 ス デジ ゼ ュ ー ル は 下 表 通り と な け ま す 。Pgg「 共 
通 の 詞 寺 内 」 も 伏 せ て 詞 覧 く 足 きい 。 

模 成 田 一 北米 問 呈 フラ イト が 日 本 航空 運行 の 日 本 穫 空 〆 ラ タム 航空 中 コー ドジ シェ ア 便 を 刊 

用 す 避 場合 が あり ロ ま す 。 ご 利用 フラ イト が ラム ム 航空 便 右 で も 様 桂 ・ 乗 務 員 は 日 本 筑 空 と 
な り ま す 。 

半 湯 鹿田 章 


ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー 
| た 
6 _1 dy 39 Eo0 9 ロー 5r3 59 3 ロ ーー ー iUU 
一 00 は 230 | HECDO_ 60 20130- | 交 00 一 と の: 
本 っ 科 、 ダ スコ ラバ スウ ュ ニ 拓 坦 は ジャ ワー の み の お 部 屋 に な り ます が 、 お 
部 屋 中 割当 て に より ロバ パス タブ 装 と な る 場合 が ご ざい ます 。 
中 記 議事 昌 日 目 、 ナ スカ の 地上 絵 遊覧 観光 は 甘 語 に よる ご 案内 と な り ま す 。 ま た 、 機 材 の 聞 係 上 . 同 
ー ダ ルー プア の お 客 標 で も 純 乗 に な る 場合 が あり ます 。 な お 、 沙 研 上 員 は 同乗 いた し ませ みれ.。 
電 7 日 目 、 リ マ の の サンフランシスコ 雪 伝 は 京 部 行 事 等 中 た ぬ め 、 入 場 観 光 が で き な い 場合 が あ 
ます 。 そ 本 場合 は . ワ カプ タダ タ ヤ ー ナ 遺跡 な どの リマ 市 内 相 他 の 選 跡 箇 守 へ べ 選 案内 し ます 。 
電 日 目 、 マ チュ ピチ ュ 村 心 移動 の 際 、 列 車 に は 重 さ 5kg、 縮 * 橋 x 高 き 相 合計 起 157m 限 
上 の 大 き な 荷 物 は お 持ち いた だ け ま せん 。 路 要 泊 数 全 切 荷物 が 入る 小型 バッ ダグ を ご ご 用意 
くだ さい 。 (ユー ツケ ー ス は ウス コ の ホテ ル や 現地 手配 会 社 の オフ ィ ス に て お 預かり けい た し 
青樹 。」 
加 マ キュ ピチ ュ 週 献本 入場 手配 に 吐い て 、 ゴ ルネ ー 上 、 生 年 月 日 、 パ スポ ー ト 番号 基 び 有 凍 
期限 が 唱 要 と な り ま す . お 申込 みみ 後 中 お 客 様 情報 の 変更 は 入場 代 四 隊 剛 入 と な る ば か り 
か 数 偉 限 に より 手配 寺 可 と 下る 場合 が さ ざい ます 。 記 載 桂 客 様 情報 を 吾 申 誠 み 店 へ 
吉 伝 えい た 左 き ぎ きま す よ う 計 語 い いた し ます 。 
軸 呈 ・5 日 目 の 朝日 、 日 、 星 空 観 資 は 自 未 現象 中高 悪天候 な ど に より 選 覧 いた だけ な い 場 
合 が ご ざい ます が 、 そ の 場合 で も 返 葵 は ご ざい ませ 上 ん 。 ま た 、 星 空 と 朝日 観 敬 は 深 褒 一 時 
朝 に まとめ て ご 案内 する 場合 が あり ます 。 
等 ウ ユ ニ 塩 湖 は 雨季 の シー ズン と な り 、 長 靴 が 店 要 と な けり ます 。 現 地 で も レジ ダル 出来 ます 
が 。、 サ イズ が 合 抹 な いこ と も ご ざい ます で 、 気 に な る 方 は 日 本 か ら ご 持 大 くだ さい 。 
弄 ウ ユニ 塩 潮 観光 時 に 乗車 する WID は 3 ヨ A 乗り と な 唱 、 同 ダル ー プ の お 客 栖 で も 婦 乗 いた 


に 1 に に 














だ く 場 合 が あり ます 。 
弄 4 日 目 、 ラ バス 市 内 観光 中 ロー プ ウ ェ ー が 介 間 点 梗 等 で 運休 の 場合 . キ リキ リ 展 望 台 へ ご 
案内 し ます 。 
起 世 証 謙 借 標 高 の 高 い 高 地 を 訪 れ ます 。 個 人 差 は あり ます が 、 健 康 な 方 で も 高山 病 の 症状 が 出場 
台 が ご ざい ます 。 


矯 ナ スカ 地上 絵 客 光 で は 、202 ロ 年 より 観光 資源 保 至 を 目的 に 「 観 光 チ ケッ ト 」 と し て 入場 料 
が 設定 され 名 予定 で す 。 「 認 光 チ ケッ ト 」 導 入 に よ 包 誠 行 代 倫 の 変更 は いた し ませ ル 。 
ーー ス に ご 参加 の 場合 、 下 記 バ パスポート の 環 存 査証 が 必要 で す 。 


に SWーLTSs 幼 IC 放 基 入団 時 90 日 以上 が 翌 ま し い ) | ESTA の 事前 取 嘩 が 中 要 で す 。 
計 国 時 まで 有 勤 な も の 。 (会 住 に より 入国 陸 6 月 求め られ | 論証 は 不要 で す が 、 PC 


は 入国 時 5 貞 以 貞 錯 。 
全便 お な 。 
: 音 証 間 旭 中 一 


天空 都市 ・ 仙人 8 の 沿 。 謎 の 地上 絵 を 巡る 旅 
条 二 記 に 重 弄 下 本 の 各 都 市 か ら ご 大 加 の 場合 国内線 ス ケ ジ ュ ー ル は 下 表 の 通り と な り ま す 。F2「 共 
通 四 己 案 内 」 を 下 ず お 読 上 くだ さい 。 
| 番地 一 更 京 { 度 田 * 記 田 ] 園 
スケ ミロ ー ル 
| 0700-15:00 | 08.00=16100 | 16.30=2139 | !739-2300ー 
| 札幌 発 著 。 | 





09:00-15 
ー 績 昧 | 7:00-12:30 | 08:30 こ 16:00 | 17:00--Z0:30 | 19:00 こ 22:30 | 
天 過 @ マ チュ レ チ ュ 村 で は シャ ワー の み の お 部 屋 に な り ます が お お 部屋 の 割当 て に よ り バ パス タブ 
付 と な る る 場合 直 ご ざい ます 。 
([ 雇 ! 当 全土 曜日 出発 日 目 ク スコ の サン トド ミン ゴ 教 会 は 、 日 曜日 は 14 時 か ら の み の 入 場 と な る た 
め 。 閉 館 時 は カテ デ ド ラル の 入場 観光 は プレ コロ ン ピ ビー 博物 館 べ 己 案内 し ます 。 
棋 2 日 目 . ア スコ の カテ ドラ ル は 宗 雪 行 事 な ど で 入場 観光 が で き な い 堀 合 は 、 プ レコ ロン ピー 
ァ 還 物 通 … 選 室 内 し ます 。 
弄 2 日 目 、 マ チュ ビ チ ュ 半 へ 移動 障 、 別 征 に は 重き 5kg、 終 x 横 x 高 き 要 含 計 が 157cm 以 
上 の 天 き な 世 物 は お 持 ち い た だ け ま せん 。 改 要 泊 雪 ゆ 項 物 が 入る る 小型 バッ ダ を ご 用 意 
くだ さき さ し い 。 (ユー ツケ ー ス は 現地 手配 会 社 中 オ コ ィ ス に て お 預かり いた し ます 。) 
形 マ チュ ビ チ ュ 適 跡 の 入場 手配 に 書い て 、 ブ ルネ ー ム 、 生 年 月 日 、 バ スポ ー ト 番号 及び 有効 
睦 陽 直 品 要 と な 中 ます . 刀 申 送 後 四 お 客 様 情報 本 変 更 は 入場 侍 四 瑞 購 と な る ば か ロ 
か ん 雪 制 限 に より 手配 不可 と な る 場合 が ご ざい ます 。 記 載 の お 尾 様 情報 を 召 申 迄 み 店 へ 
お 伝え いた だ きま す よ うお 願い いた し ます 。 











(⑳ 


高山 病 潮 策 と し て クス コ ~ 
到着 時 に 酸素 スプ レー を 
お 1 人 様 1 本 ご 用 意 し ます 。 


Peer pg 計 詩 コ ー ス と な 中 ま す 。 


時 130-21 四 1『: 623 Q ロ H | 


可 3 日 目 、 マ チュ ピチ ュ 遺 跡 観 光 中 際 に イン ティ プン ウタ (太陽 呈 門 ) い イキ ンダ は 斉 や か な な 坂 
道 赤 約 1 時 間 と ゆっ く ロ 登り ます 。 足元 は 石組み 軌道 {石段 ) で す 。 ハ イキ ンダ 用 呈 杖 など が 
市 る と 便利 で す 。 了 中 際 は 枯 号 先 に は ゴム 遇 要 カ パー が 付い て いな いと 遺跡 内 に 持ち 込み 
が で きま せ 上 の で 、 己 注意 くだ さい 。 
模 量 日 目 、 ナ オス カ 中 地上 継 遊 覧 杏 光 は 英 主 に よる ご 案内 と な 口 ま す 。 ま た 、 機 材 本 関係 上 、 同 
ー ヴ ルー プ の お お客様 で も 婦 乗 に な る 場合 が 志 り ます 。 な 訪 、 薄 乗員 は 同乗 いた し ませ ん 。 
考 | 事 模 本 高 の 高 い 高地 を 訪れ ます 。 個 上 攻 は 市 り ま す が 、 健 康 な 方 で も 高山 病 中 古 状 が 出 名 場 
癌 が ご ざい ます 。 
嘩 ナス カカ 地上 符 和 観光 で は 、ZOZO0 年 より 観光 資源 保全 を 目的 に 「 観 汗 チ テット 」 と し て 入場 料 
が 設定 きれ 名 予定 で す 。 「 観 光 チ ケッ ト 」 導 入 に よる 旅行 代金 の 変更 は いた し ませ ん 。 
( 放 還 生 革 笠 枢 当 コ ー ス に ご 大 加 の 場合 、 下 記 パ スポ ー ト の 残存 、 青 証 が 中 要 で す 。 
バス ポ ボート!( 絢 存 理 交 且 問 ) 





人 も い ) 2 が 屯 で す 


は 和田 特 5 本 上 一 


展 動 の 世界 週 産 ! 南 涼 互 大 世界 財産 紀行 11 日 
イ ゲ アス の 滝 ・ 天 空 都市 マチ ュ ビ チュ ・ メ キシ コ を 巡る 旅 


電話 恒夫 下記 の 知 都 市 か ら ご 区 加 の 増 合 中 国内線 ス ケ ジ ュ ー ル は 下 表通り と な り ま す 。FZ「 共 
通 9 ご 案内 」 ーー き きい 。 


ーー 
スケ ュー 
6 本 @ 全 部 市 シャ ワー の み の お 部 屋 に な り ま す 。 お 部 屋 の 着 当 て に より バス タブ 付 と な る 場合 が 
ご きい ます 。 
記 請 旬 2 日 目 、 ア スコ の カテ ドラ ル は 宗教 行事 な ど で 入場 観光 が で き な い 場合 は 、 プ レコ ロン ビー 
ッ 情 物 酔 へ 案内 し ます 。 
坦 3 日 目 、 マ チュ ビ チ ュ 村 門 移 動 加 際 、 列 車 に は 箇 さ 5k ロ 、 縦 x 模 x 高 さ 李 合計 が 157cm 展 
上 の 大きな 麻 物 は お 持 占 いた 定 け ま せん 。 忠 要 泊 数 分 の 痛 物 が 入 宮 沿 型 バッ ダ を ご 用 起 
ぐだ さい 。 (ユー ツケ ー ス は スコ の 赤 テ デル や 現地 手配 会 社 中 オフ ィ ス に て お 預かり いた し 
ます 。) 
弄 マ チュ ピチ ュ 遺 朴 の 入場 手配 に お いて 、 ゴ ルネ ー ム 、 生 年 月 日 、 パ スポ ー ト 番号 正 び 有効 
期限 が が 誤 要 と な り ま す 、 お 申 誠 天 後 の お客 様 情 報 変 更 は 入場 野 の 再 購入 と な る ば か り 
か 人 数 制限 に より 手配 不可 と な る 場合 が ご ざい ます 。 記 載 本 お客 普 情報 記 申込 中 店 
お 抜 え いた だ きま す よ うお 願い いた し ます 。 
可 5・6 日 日 、 イ ゲ ア ユ の 滝 男 観 沈 は 風向 き に よっ て は 豪 し 応 き が か か けり ます 中 で 、 し イン コー 
ト を お 持ち ちく だ だ さ い 。 ポ ー ト ツア ー に ご 乗 朋 ご 希望 の 志 は 、 公 身 ぴ しょ 引 れ に な けり ます の 
で 、 ビ ー チ サン ダル や 水落 を お 持ち に な る こと を お すす 太め し ます 。 
弄 日 目 の 球 ー ト ウッ ア デー は 。 以下 の 方 は ご 葬 加 いた 赴 け ませ 上 ん 。 予 千本 承 く 症 きい 。 
・|g 蔵 未満 咽 、・ 妊 、・ 首 と 背骨 に 栗 過 の ある 方 、・ 喘 息 、C ロ PD 中 症状 呈 二 大 方 、・ 緊 
意 中 脱出 が で き な い 方 
棋 日 目 誠 国立 宮殿 は 喫 器 本 行 事 に よ 口 入場 観光 で き な い 場合 が あま す 。 そ 中 場合 は 針 
観 の み 中 観光 と な り ま す 。 
息 孔 事 電 硬 高 の 高い 高地 を 訪れ ます 。 人 上 人 差 は あり ます が 、 健 康 な 方 で も 高山 病 の 古 状 が 出色 場 
音 志 ご ぎ い ま ます 。 
人 語 二 前 枢 当 コ ー ス に ご 事 加 本場 合 、 下 記 バ スポ ー ト の 存 、 青 証 が 必要 で す 。 
ーー 上 ス ボート ( 竹 存 有 効 囲 間 


上 和 査 則 に て こ + 入手 いた だ け ま す 。 











EE 
| 細 国 時 まで 有 燃 な も 功 。 (航空 登 社 に より 入国 時 ヵ月 選 上 事 め | 長 証 は 寺下 で す が 、TAM( ア ン デ スム 国 カ ー 


己 拭 天 考 苔 施 右 た 中 入国 時 旦 m 月 選 上 誠 玉 ま し いい ) 衣 等 台 玉 使 | ド 『 避 記入 奄 癌 本 で す 。 TAM は 。 み 国 審査 場 に 
用 表 証 欄 ほ 国 時 5 買 世 上 虹 要 。 | で 上 あ 手 いた だ 村主 すす 
アル ゼン チン | 細 国 時 まで 有 主 な も 中 際 要 


起 証 は 下村 で す が " ツー リス トカ ー ド の 記入 





綴 景 を 通る 旅 ! メキ シコ 周遊 日 
Sora し ul に ーー * カ ンク ン 納 景 を 通る る 





ロ ご 由 ーーーー 一 ーーーーーー 


難 地 除 時 記 羽 時 ! 赴 時 人 BB 音 郊 意 時 鹿 


Hi00 こ 20:30 
時 クア フ ファ ト 、 ッ メキ シコ シテ ィ 、 テ チェ デイ 32 の み と な り ます が 、 部 
屋上 割り 当て に より パス タゴ 付き と な 名 場合 が が ご きい ます 。 
| 国人 寺 3 日 目 の 国 立 宮 民 は 突 閑 の 行事 で 入場 観光 が で き な い 場合 が あり ます 。 そ の 場合 は 外 杏 
の み の 観 逢 と な ます 。 
一 5 日 目 の ビ ピック レイ ウ の 観光 は 天候 や 塩田 側 の 事情 に より ビック 色 に 見 え 在 も Y 場 合 が あり 
ます 。 そ 場合 叩 誠 行 民 釜 中 返 準 は あま せん 。 
橋 B 日 目 、 ア ダラ ンー セ デー テ で の 遊 涼 時 間 は ご ざい ま せ 上ル 。 
に ーー 参加 の 場合 、 下 記 バ スポ ー ト の 残存 、 査 証 が 必要 で す 。 


ai 
。 音 証 は 千本 で す が 、 ツー リス トカ ー ド の 記入 が 届 要 で す 。【 メ キシ コッ ー リ スト 
Les le と eo カー ド は メキ シコ へ 向かう 楊 内 で ご 入手 いた だ け ます 。) 


] e: ge き it 








P21~-28 うれ し い ポ イン ト 
全 コ ー ス 、1 日 1 本 ミネ ラル 
_ ウォー ター を 差し 上 げ ま す 。 


近 南 来 到 政 日 一 南 出 因 日 まで お 軒 じ じ ます 。 





和 品 中 マー ク の コー ス は 、 


イヤ ホン ガイ ドサ ービス 付 。 


党 知 設 の 事情 に よ ロ イヤ ホン モット 中 持ち 和 み が 可 止 きれ て いる 周 所 が あり 、 己 征 用い 
た だ けなし い 場合 が 電 品 ます 。 予 ご 了承 く て だき Li。 





メキ シ コ へ 向 か っ 機 円 で こ 入手 いた 正 せ まま | 










天空 の 鏡 ウ ユニ 塩 清 で ウェ ディ ング ドレ ス ( お 客 様 持参 ) を 着 て 結婚 写真 を 撮影 し ませ ん が? 
神秘 的 な ウ ユ ニ 塩 湖 の 絶景 の 中 、 お ら g 人 だ け の 想い 出 の 写真 を お 撮り し ます 。 


形 所 要 時 間 : 約 時 間 

加 最 少 催 行人 人員: る 2 名 (1 組 ) 

形 廊 事 : な し 

再 民 行 日 :5・6 日 目 

樺 旅行 企画 ・ 実 施 :CRILLON.TOUR.SA. 


重 フ ォ ト グラ ファ ー に よる 写真 撮影 料 

生井 影 デー タ (撮影 し た 画像 約 500 点 前 後 を タラ ウド 納品 ) 

時 撮影 場所 へ の 往復 送迎 、 スペイン 語 の フォ ト ダ ラブ ァ ー と 英語 アシ スタ ント の 同行 
邊 長靴 し ンタ ル 


Ns コー ステ 





せ 


常 計 性 世 ら 区 れ ま す 中 で 汗 果 日 本 提 元 は ご ざい ませ と 。 玉 1 日 2 租 様 限定 と な り ま す 。 (お 時 間 の 指定 は で きま せ 上 ルル 。) 氷雨 天 の 埋 合 は 場所 を 移動 し . で き 避 陽 り 影 竹 が な い 場 所 へ 向かい ます 。 朱 天 怪 圭 の 事情 に より 撮影 共 で き な い 
(に 場 苔 、 現 地 手 配 芸 社 本 判断 に て 中 止 と する 場合 が 事 お ます 。 中 止 の 場合 、 代 釜 は 日 本 ご 帰国 後に お 申 迄 みみ 販 売店 を 半 じ て 全額 返 但 いた し ます 。 お 客 様 員 事 村 に よる キャ ン セ ゼル は 下記 上 の キャ ン セ ル 笠 が 交 生 し ます 。 演 ウ ェ デ ィング ダ ド 
レス ・… ア メイ ウ は 含ま れ ま せん 。 衣装 は ご 自身 で ご 用 意 く だ さい 。 (高地 の た ぬ め 肝 部 が 締 雪 付け られ な いも の を ご 用 意 く だ さい 。}) また ヴェ ディ ンダ ドレ スネ は 指 が 付着 し ます 。 予 癌 ご 了承 くだ さい 。 ウ ェ デ ィング ドレ スレ ンタ ル な ど 衣 装 。」 間 
四 ご ざい ませ 上 。 操 取 消 未 / ご 予約 と 同時 に [オプショナル ツア ー 料 芋 の 209%。 実 論 日 ゆ の 4 ロ 日 前 一 当日 まで : ゴ オブ ショナ ルツ アー 料 笠 本 I ロ ロ 固 
AA みい た た い て か らら 可 手配 に な り ロ ま す 。 梁 上 記 豆 性 忠通 用 黄 間 は 201 ヨ 年 1g 月 1 日 一 ZUZO 生 3 月 31 日 実務 判 まで と な なり ます 。 


昌代 予約 F34 夫 際 ) 利用 日 5 日 目 も し く は 6 日 目 〔 出 茎 郡 市 目的 地 」 ウ ユニ ( 醒 索 対象 ! オ ブシ ョ ナル ツアー 皿 に アウ ティビティ 恒夫 光 * シ ョ ッ ピ ンダ 画 素 村 オプ ショ ナル ツア ー 先 | 


ーーーーー 一 一 ーーー+ ーーーー ーーーーーーーー 一 ーー ニーーーー- ネ ーーー-ーーーーーーーー ーーーーー ーーー ーー ーーーーーー ーーーーー-ー- ーーーーーーーー キ ーー ーーーー 








弄 / ポ テル 専 ホ セ - ア ント ニオ ・ ウ スコ 泊 型 ビ コ ア ガオ ※ 弄 ソ キス ター ボサ ー ダ : ダ デル ゴン カ ・ | 
ウメ コ 志 草 力 サ : ア デン ッ デ ィ ー ナ ウズ コ * ブ プラ ザ 得 力 サ : ア デン ディ ー ナ * コ リカ ンチ ヤ 得 放 カ サ * デ ッ 


要 エ ステ テー ル : ミ ラフ ロー レス 弄 エ ル バ ル ド デ ダブ ルッ リ ー 天 力 サ ア デン ディー ナブ ライ ベー トコ | | 
な ショー 王 ウ ラロ ンプ ゴ ラ ザ リマ 王 ジ ェ ラ トリマ 王 ス イー ト デ ル エケ 王 / キ エッ ポテ 


直 - 工 ルオ ゴリ ルル 。 還 り 中 デ オロ 委 プ ラ ザ デ ボス 柚 メ リ デ リ ロマ 環 デ ィ ャ ッッ デカ 届 り ユミ 
ゴロー ト し ヌ 構 ロ スタ マリ ヤー ネエ 軸 ロ メデ ルコ ィ ー ネ ス 曹 IW マ リロ オット 各 ロ エエ デイ ンー 理 
ガント リー タラ ゴ 重 ス イ リ テ デル 王 ロ イル 一 三重 ルト ンー リマ モラ コロ ー レ ンジ エ 王宮 
上 ル モ ンド ・ ミ ラフ ロー レス ネー ドー 柚 ア JLT 黄 サ ンダ ゲー バー ドブ ィ エ スネ 机 サ ンー ダー バー ド + 
JYJLE 本 テ ズィー ト : サ ーー イシ ドロ 電 字 出 ビ ラー ルミ ラフ ロー レ エ テ 加 う ディ ャ リー サー イデ ドロ 
本 コミ ター デル ルリ 守 エ デポ ー ト 


アト ンー サン イシ ドロ 介 ア ラウ イ 弄 エ ル - コ ンダ ー ト ・ ミ ラフ ロー レス 借 カ サ - ア ン デ ィ ー ナ - 
セレ ウト ・ ミ ラブ ロー レス 要 コ スタ デル: リル ラマ ダ ィ エア ポー ト 加 子 ルル : ビ ラーJ ル L 本 / 下 
ル : リ ロマ 柚 BTH 事 示 ホビ セ : デ ンー トニ オ 商 ホ セ : デ ント ニオ - エ ゲ ゼ ウ テ ィ ブ 坦 直 テル ・ メ ブロ ディ 
弄り べ ル タダ ドー ルリ リマ 重 ー ズ ベリ ルト 重 ホ テル ブリ タリ ア ・ ミ ラフ コロー レス 。 加 ア ルル カラ ・ デ ル 
ディ オ 乱 ア ンタ ラ 天 サ ンダ ー バ パー ド - カ レラ 凍 ガ ー デ ン ホテ ル 弄 サ ン - ア グ ス テ ィ ン ・ エ クス 
クタ ルー シブ 借 ホ テル ブー ルル バ ー ド 仁 グ ラン ホテ ル ・ ミ ラフ ロー レス 夫人 ハ ビタ ッ ト ホ テル 介 
フォール ・ ボ イント 本 ボサ ー ダ ・ デ 中 ・ イ ンカ ・ サ ソン イシ ドロ 型 ミ ラフ ロー レス ・ コ ロン * 季 字 ルル 加 


ミラ マー ル 和束 則 ン ウ 重 チ エラ ビバ ラル コ 得 ダ スレ ル 王 ウ ペー 本 コ ウロ ウッ ギル ド ミラ コロ ヒ | 


ユ 本 ラマ ダ ・ エ ンコ ル 型 コ スタ デリ ル - ラ マダ サリ 


柚 ス マッ プ 再 イ ンー ロ テラ コマ チュ ピチ ュ ・ プ エゴ ロ ※ 攻 ササ ・ デ 比 " ル マチ ュ ビ チュ 本! トウ ーー イ 
ンティー- ブ デイ ウッ ヴ ダ 


| 形 テ ィ エ ラビ バ ・ マ チュ ピチ ュ ※ エ ル ・ マ ヤ ビ ※ 王 イ ンティー イン 列 ウ ヴィ ラコ チャ イン ※ 坦 | 
ラ ・ カ バー ニャ 記 。 斑 サ ッ ト ロ アリ オ 宮 本 イ ンティー ウ ィ ニ ャ ゼイ ナ 、 醒 プレ ゼ デ ッ ン ※ 柚 Tf|I 


ご マロン 机上 い ト ロー イン テイ 主要 ダ イ ビ カ ロゴ ※ 加 イ ゴン テ ィ ・ ゴ ブン ヴ ・ マ チュ ビ キ ュ 柚 イ ゴー 


] ディ ・ プ ンタ イン 矯 イ ン ペ リオ - マ チュ ピチ ュ 重 ワ マン ※。 環 ア ン デ ィ ー ナ - ラ ゲ ジ ュ ア リー 央 


机上 い ト ロン イン ティ ー ウラ シッ クー 暫 〒 ジ ャ ーー イン 瑞 旭 け デー デイ ー ナ で チュ ピュ 更 テ ディ ャ エ 
ラビ ババ 草 市 ステ タル ・ コ ンチ キン アル 動 赴 ステ ルト "マチュピチュ 束 トゥ ウー サマ ゴイ 了 本 プ ェ ト し ・ 


| マチ ュ ビ チュ 


オフ ショ ナル ツア ーー 共通 の ご 案内 と ご 注意 


弄 お 申込 み は 旋 放 語 本 馬 較 の み と な り ま す 。 お 申込 み ・ お 支払 い は 販 吉 店 へ お 願い し ます 。 ご 出発 前 に ご 予約 を 確約 いた し ます 。 ( 料 外 に は 手配 料 ・ 通 信 下 等 が 苦 ま れ ま す 。 ) 

専 料 企 章 ! ) 由 は 12 欄 未 油 皿 子 代 料 倫 で す 。 特に 表示 の ない 場合 は 大 上 子供 同額 と な り D ま す 。 夫人 2 名 以上 の 時 に 子 慌 笠 答 看 瑞 用 きれ る た 品 、 夫 上 1 名 ・ 子 似 1 名 相場 合 は 子 己 下記 も 大 人 料 舎 どなり ます 。 
弄 量 少 性 行員 は 夫 中 大 加 上 人 雪 で す 。 
更 登 吉 振 望 者 が 各 コ ー ス の 最少 催行 上 人 軸 に 甘 た な い 場 公 、 ま 正 天 貝 や や 祈 昧 日 その他 功 現地 諸事 情 に より 実施 日 ・ 内 器 ・ ズ スケジュ ー ル ル ・ 笠 金 な ど 忠相 更 ま た は ツア デー を 中 止 する 場合 志 郭 ます 。 
還 ウツ デー 料 栓 に は 、 住 複 の の 革 通 旨 、 入場 科 、 チ ッ ズ , 明記 され て い 古 食事 民 が 昔 ま れ て いま す 。 
一 李 可 ウデ アー の お お 客 様 ど 一 緒 に 移動 ・ 観 天 在 行っ 場合 が あわ ます 。 

可 天 伺 や 据 下 事情 な ど に よ ロ 止 三 を 提 ず 中 止 ・ 刻 更 と な る る 場合 が ご ざい ます 。 


弄 お 申 芝 み 科 中 幸 取 消し に は 取 ceeeskksAo ます 。 日 本 申 迄 み ・ 日 本 支払 い の オ プシ ョ ナル ツア ー の 取 汗 料 は 下記 只 通 中 で す 。 


人 表示 代 将 は 2019 年 10 月 1 日 0Z0 年 3 月 31 日 の 期間 に 選 用 され ます 。 
可 各 オプ ショ ナル アー は 、 召 ツアー 皇 に 記 柄 の 導 行 下 画 ・ 実 友 業 者 が それ ぞ れ 上 の 所 在 する る 州 豆 は 地域 呈 法 に 準 抗 し て 実 画す る も の で あり 、 当社 本 衣 行 梨 必 は 通用 され ませ た.。 
模 各 オプ ショ ナル ルツ アー は 2 ロ 1B 年 月 現在 本 企画 ・ 実 能 革 社 か らら 四 情報 に 基づき 記 蔽 し て いま す 。 下 画 実態 芸 社 中 都合 に よ ロ 、 オ プシ ョ ナル ツア ー 相 内 容 、 判 釜 志 変 更 と な る る 場合 や 酸 定 が 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


字 ェ ー チ ・ カ テテ ドラ 目 筐 エコ ー ゴ イン ツユ スコ 動け サッ ン デ ゲ エ ユエ ティン エル ルー ドド ラド 深草 力 せ - デ ン ッ ディ ー 
ナー ア ライ ベー ト * コ レタ ショ ニー アス ヌコ 還 サ ・ デ ッ ャ ディー ナオ ・ サ ザッ プ ラス 。 構 デ ィ エ ラテ ビバ バダ 率 コ 
可 カ 中 ン 柚 け マイ 加 直 スコ マル ゴ ラ ザ - デ アル マエ 柚 三 ドリ 亜 イオ スコ 本 マイ ビー: 
ユ ヌコ 則 ド ンー カル ロス ユー ゴン タン シンポ ボ 王 ド ジン カルロス ユー ステ ニー 評 本 ロ エデン デス デー アテ リカ 


弄 マ ベイ ウス コ 事 軸 サ ン デ デス ティ ンー イン ター オシ ョ ナル 事 革 ロ イヤ ギル ・ イ ンカ | 弄 ロ イヤ 


| ルイ ンカ 事 デ ゲ ユ トス 穫 口 スー ボル タレ ス ・ み スコ 重 ロ イヤ ギル - イ シテ ィ 深 等 サ ン デ アダ ザ ユ 


ティ ンプ ブラ ザ 近 本 サ ン ア ダス ティ ン - エ ルド ラド ※ 弄 上 ム ナ イワ シー イン ※ 型 ツ スコ プラ ザ 1 


還 @2 ス コプラ ザ 2 


午 プレジデンテ ホ テル 導 弄り ッッ デバ ー ト * ホ テ 北 党 本 力 ミ ツレ アル ・ ア バー ト ・ 直 テ 北 稚 等 | 
市 上 ル <・ ヨ ー ロ ッ パ 本 し アデ アルプラザ (| 日 ラディ リン プラ ザ ・ ホ テル: パス) 朱 弄 エ ルー レイ パパ | 
ラー 者 カ サゲ ラン デス イー ト ※ 本 カサ アラ ン デ ・ ホ テル 束 弄 品 サリ 寺 ※ 柚 力 サミ 剖 
模 才 け ゴ ラド 決 重 づ カリ ナオ ・ プ ディッ ウ 


弄 シ ェ ラ トシ マリ ロア イザ ベル ※ 殖 プ レジ デン テ ・ イ ンタ ー コ ンチ ネン タル ※※ 惑 コ ィ エ スタ アメ リ | 


カー ナレ フォル マ ※※ 環 マ リオ ッ ト ・ メ キシ コジ シテ ィ ・ レ フォ ル マ ※ 弄 ヒ ル トン キシ コシ ティ レフ ォ 


J ル マ ※ 本 力 し リア ブラ ザ ※ 天 ウ リス タル ダラ ンド レフ ォ ル マ ウ ア 拓 天 ロ イヤ ルレ に フォ ル マ 


本 ルイ デット リー ジェ ンジ ーー メリ ロダ 記 回 プ レジ デン テイ ンタ ー コ ンチ キネ ンダ 比 王 ブ フィ エス タ ア | 
基 り カー 手 授 





開 舎 ・ 約 (Pd 大 昭 }/* (利用 日 ) 項 望 日 (出発 都市 ・ 目 的 地 対象 都市 入力 (検索 対象 | オプ ショ ナル ツア ー 電 : ア ケタ ティ ビ テ ィ 位 : 投 光 - シ ョ ッ ピ ンダ 企画 徐 村 オプ ショ ナル ツア ー 券 | 





各国 基本 情報 


201 年 5 月 現在 [JATANAVI| より 











日 事 か ら 下 記 時 間 お くれ 
【 ナ イア ガラ フォ ー ル ズ ] 14 時 間 お くれ 
[イエ ロー ナイ コ ] 1 時 間 お くれ 


日 本 か ら 下 記 時 間 お くれ 
[ ) ほ は サマー タイ 上 時 
[ニュ ー ヨ ー タ ] 14(13) 時 間 お くれ 





【 ヴ ラン ドキ ャ ニオ ンー] 16(15! 時 間 お くれ “ 5 ee 
| ピス ベガス 】17(18] 時 間 お くれ 2 SriEeil 
1US ド ル = 約 10B.3 円 [ 還 語 レス トラ ン で は 料金 の 1595 程 度 ( ツ アー 
2019 年 折 月 現在 っ sー の 食事 に は 詩 圭 れ ま す 。] 
通 作 レス トラ ン で は 料金 の 15ー2098 程 度 ( ツ : ホテ ル で は ポー ター1 一 方 ナダ ドル 、 考 ダ 
チッ プ の 7 食事 に は 含ま れ ま す 。) 、 ホ テル で シー は 料金 の 159% 竹 度 、 一 般 的 な チッ プ 
] は ポー ター や ルー 上 ム メ イド ムー タテ US ド の 目安 は 如 額 の 15ー2096 
ル 、 タ タウ タ シ ー で は 香 金 中 1 ロ 一 1555 程 護 恒 正 120 ポ 政 ト ュ ラ ッッ プ 
電圧 120 ボ ルト 、 タイプ 上 (右記 葉 隔 } “ 
| 下 け や ルル ザ は 
1 ロ /14、 11/11、 12/ 号 ・B、 
| ^ (志紀 雪 間 リ 四 祝祭 日 」」 410 5/18 
失 狂 日 !0714、11711・28、12/25、 


171 ・ な 0、 で 17、 5785 





還 証 日 本 か ら 13 時 間 お くれ 
| [サマ ー タ イム は な し ) 


1 ボリ ビデ アー ァ ス = 約 15.B3 円 
(2018 年 月 現 胡 ) 

日 本 で は 両替 が で き な い た め 、 現 地 で の 
両替 と な り ま す 。 日 本 か ら は USF ル の 小 


日 本 か ら 12 時 間 呈 くれ 
| 画 上 から 12 半 間 く 
1 アル ゼン チン ペン ソー 約 2.4 円 
(2019 年 色 月 現在 ) 
日 本 で は 両替 が で き を いた め 、 現 地 で の 


通貨 両替 と な り ます 。 日 本 か ら は USF ル の 小 





re 額 紙 刺 を お 持ち くだ さい 。 チッ プ 向 紙 艇 を お 持ち くだ さい 。 
アイ レ ュ トラ ン で は 料金 の 10% 一 2096 程 度 レス トラ ン で は 料金 の 1 ロ 94 程度 (ツア デー 
[ツア デー の 真 事 に は 公 ま れ ま す 。) ホ テ 本 食事 に は 含ま れ ま す 。} テル で は ポー 
ルル で は ポ 一 護 一 1LUIS ド ルルー 占 メイ ド ベ ー1L5 ド FL、 ル ルー 上 メ イド …1UgF 北 
NO 電 人 22U ボ 上 ルト 5 上ル ア 
| 電圧 220 ボ ルト 、「A タ イブ] [C タ イプ | A.C、 SE (下記 基 昭 ) 
| 50 ペ ルツ 貞 イ ゴイ | | ビタ ゴイ ゴイ | 15E き 〒 ギ デ 
PP 思 の 詞 
祝 林 日 11/2.12725、1/1・22、 5/27 
視 舞 日 !0714、11/25、1278-・25、1/1、 


中 d/ ど 、 生 / で ・9 10、 ロ 1 2 ら 5 





2Sxa 朋 22 | 
| [ 日 本 か ら 14 時 間 お お くれ 
[ (サマ ー タ イム は な し ) 


ボリ ビア 多 民 族 国 


| 日 本 か ら 15 時 間 お くれ 
(サマ ー タ イム は 14 時 間 お くれ ) 


疾 電圧 11 ロ ボル ト 、 
B0 ヘ ルツ 
呈 (大 記 堆 妥 


ベル ーー ブラ ジル 連邦 共和 国 

日 本 か ら 下 記 時 間 お くれ (サマ ー タ イ 上 時 ) 
[| サンバ パウロ 、 リ オデ ジャ ネイ ロ 、 イ ダ ア スズ] 
11 時 間 お ぶれ 

判 サ マー テイ 占 は 1 ロロ /1 呈 一 は /1 了 


1 ゴ ラ ジ ルレ アル ニテ 約 05 円 





共和 国 





1 ベル ー ゾ ソル = 約 32.d 昌 円 
(21 年 提 月 理 在 ) 
日 本 で は 両替 が できない た 、 現 地 で の 





通 費 。 両替 と な り ま す 。 日 本 が ら は U ヨ ドル の 小 。 [01 年 月 現在 
チッ プ 閣 託 帯 を お 持ち ぶ だ さい い 。 通 貫 レス トラ ンー で は 料 例 の 109% 一 0 程度 
。 レス トラ ン で は 料 村 の 109% 一 2035 程 度 【 ツ チッ プ 「 ツ アー の の 食事 に は 公 ま れ ま ます 。 ) ホ テル 

アー の 藤 事 に は 昔 ま れ ま す 。] ホ テル で は で は ポー ター( ツ アー で は 基本 言 ん で お サ り 
ポー ター1US ド ルル 、 ル ー 上 メイ ド へ 1 US ドル ます .。) 1USFJL、 ル ルーム メイ ド へ 1US ド ルル 
電圧 20 ボ ルト . BOD へ ルツ 電圧 110n ポ ルト 、 BO へ ルツ 
上 A、C、 SE [下記 還 時 } 、C、 SE (下記 需 悦 
員 タ イ プ ゆ 測 品 |A タ イプ | | に ヒ タ イ ブ | |SE タ イプ 
前 生 遇 回 思 の 思 I あ 誠 

し 10yB・31、 117、 _12/B: 25、 ( 祝祭 目 10/12. 11/2・15、 12/2 ロ 、 


171、 中 引 ・10・12。 71 


EEES 王 較 


171、 371 ロロ ・ ど 1、 5/1 
- 二 


1 メキ シコ ペリー 重 8.5 円 
(201 年 月 現在 
レス トラ ン で は 料 人 の 10 一 1595 程 度 ( ツ 





通貨 
チッ プ アー の 食事 に は 公 ま れ ま す 。] ホテ ル で は 
ボー ター[ 疹 物 1 個 に つき ] 補 ル 一 メイ ド 


1US ド ルル 
呈 補 イプ 
男 誠 * 


10/19、11/1・・1、1 な は 5。 171。 
3・ 昌 7 引 /・10、 ロ 7 1 


ウ ュ ユニ 楊 滞 / イ メー ダ 





癌 視 款 日 は 、 現地 手配 釜 社 調べ . 通貨 は 201 年 日 月 25 日 現在 “換算 レー ト : 呈 ず ほ 銀行 TTS 売 肪 レー ト 、 [ 財 } 日 本 関 梓 協 登 発表 に より ます 。 


空港 諸税 ・ 空 港 施設 使用 料 に つい て 





[現地 空港 諸税 、 国内 空港 設 覗 席料 、 談 客 怪 安 サ ー ビ ヌ 料 、 国 隊 携 光 藤 因 税 ] 

g ロ 1 日 年 日 月 所 日 現存 ( 換 邊 レー ト : み すす ほ 劇 拓 TTB 売 政 レ ー ト }) 1USBF 由 ( 事 )=1 ロ B. ヨ 4 円 

1 カナ ダ ド ル ( 己 吊 ) = モロ. ロロ 円 、 1 テキ セコ ペッ ーー ロロ 日 円 

ロ 1 日 年 唱 月 日 現在 〔 抱 舞 レ ー ト '( 財 } 日 本 関税 協 凌 発表 ]」1 ア ルル ゼン チン ベリー ロ .3B 円 、 

1 ブラ ジル レア ルー ロロ. ロ 円 、 1 ボリ ビア ーー ユニ 1 日 3 円 

特に 記載 切な いも の は 大 上 人 子供 ・ 幼 児 同 題 。 

空 潜 諸 穫 空想 諭 設 使用 料 圭 は 予告 起 く 。 増 富 、 新 計 。 也 止 忘れ る こと が 高中 ます 。 虹 了 空 乱 和 ほ は ご 簡 用 細 目的 地 
まで の 乗 編 ぎ ル 一 ト に より 異 万 名 場 音 大 天 ロ ます 。 


人 日 本 で お 支払 いしい いた だ くも の (航空 等 に 童 婦 て 日 再発 等 因 に 租 了 され る も の で 、 当 社 が 一 旦 宮 て 替え 在 し て い 
ます ) お 申込 み 功 販売 店 に 刀 支 払い L い た 正 き ます 。 
税額 ( } カ ッ コ 内 は 子供 
コモ イモビ に に | 
| 1IBBUSF ル | 0 円 」 


編 児 下 
回 際 時 こと agBUS E ル | _ 4830 円 


一 記 巡 人 62 
還 内 線 出発 
eo 


| 著 ニキ ぬ キ さま ※※ は 


HH 発 2 マ ) |11.58UsE ル 
に 上 2 スコ 
国内 出 半 2 スコ ) | 226US ド ル | 420 
国内 線 出 雅 【 つ リカ) 4 5 届 旧 ドド 此 


斉 都 市 別 最高 ・ 最 低 気温 (C) / 降 水量 (mm) 
国 | 都市 | |10 月 |11 月 |12 月 | 1 月 | 2 月 | 3 月 | 4 月 |5 月 


之 間 本 人 28L17020LS HALS LHSL 5 HL 7124 12.2714131119」 
| 降水 時 | 7 | 10 | 8 | 14 | 19 | 12 | 4 

グラ ンド キャ ニ 3 誠人 221 4 141 コ 1915181611141141211912 12516 

国立 公園 貞本 | 23 | 22 | 26 | 27 126 | 321 17123 

基 コ sm 人 加計 128 11」20L6 1141311413」 LH7l5l21l7| Ie5L9 190.13」 





| 2 | 
ーー 全 必 23T13iSIYOl1418 is17 719 eliOiS]1012012| 

水量 | 23 | Lt06 | 70 | 32 | 14 | 

了 高 作 |r9lr2liS|6|913|1413|5l2li0l2liel7|234 
168 8 8 (mg. 
[ 馬 醒 | 60 | 77 | 81 | 61 | 48 | 49| 77 | 79 
誠人 9 17726F2[30F17L27HOz2| 2 | 
[ 世 生 | 34 | 25 | 16 | 14 | 15 | 14 | ti | 7 


ニュ ー ヨ ー ヴ タ 





すげ ガ テ 
ゴ ォ ー 上 ル 


イエ ロー ナイ フ 





笠 額 ( ) カ カッ コ 内 は 子供 
ラー 日 円 層 拓 自 富 抽 
ーーーーーー 


26 US ドル | 8.420H 
召 丘 OR と 80F カ 


太 吾 保 写 サー ビュ 料 


[ 国 陽 観 肖 和 税 | 国 蘭 


半 己 口 1 生年 1 月 了 日 思 時 に 出国 本 す る 旅行 者 へ 新設 ぐれ た 国際 抽 光 胡 宰 税 は 、 大 け TC 人 S に きま れ て お り ま せん , 
出 選 弄 支 反 い が 品 本 で す 

【 密 吐 飼 評 情 用 香 に いて] 宮中 定 港 で は 園内 旨 出 抄 * 翌 秒 李 旅 害 に 対し 空 洪 設 使用 科 志 課 番 寺 れ 主 す 【 婦 児 平 要 ]。 請 

田 空港 ( 背 1 第 月 宮 ダ ターミナル] 一 丈人 結 4 ロ 円 子 昔 8 ロ 円 ( 篤 3 骨 宮 タ ー ミ ナル):k.A3B ロ 円 "子供 1 ヨロ 円 . 羽 田 

宰 江 = 到 AB 円 子供 13 ロ 円. 中 部 密 洪 =.』 避 1 ロ 円 子 拍 15H 円 . 夫 阪 国際 !【 伊 末 】 裕 選 = ニ 大 4EB ロ 円, 子 民 1 

円 . 閲 西国 了 空 洋 ( 馬 一 ター ミナ オル ビル ) た 人 人 43 ロ 円 . 子 潤 PP 円 、 政 九 叶 宰 洪 一 1 ロロ 円 "子供 円 、 新 生 岩 空 洪 

天上 7 ロロ 円 "子供 19 ロ 円 、 太 台 国 際 空 甚大 人 ロロ 円 、 子 供 1E0 円 沖縄 一 夫人 1E ロ 円 、 子 工 B ロ 円 

訪日 本 円 で 呈 お 支払 い 富 は ご 出 玩 1 日 前 在 目 安 に ( 違 く と も ロ 1 日 前 まで に }) 覆 定 し ます 。 日 本 円 換算 ルー ト は 
求 曜日 か 央 曜日 まで を 1 週間 と し 、 ご 出発 の の 週間 前 の 水曜日 の 航空 野 著 琴 拘 算 レ ー ト 埋 適 用 し ます 。(1 ロ 円 
末 潮 は 義 上 げ ) 曜 定 碧 の 為替 要 動 に よる 追加 乾 収 、 返 合 は 致し ませ ん 。 赴 定 擬 で あっ て も 空港 諸税 ・ 空 洪 議 設 
覗 用 判 等 が 増 玉 , 新 誕 . 廃 止 れ た 場合 、 お客様 ゆ ご 部 治 に よる 変更 で 税 頼 が 要 わ むる 環 生 は それ 己 の 適用 徐 性 
に 哲 コ て 改訂 、 ご 泰 内 し . そ 中 古 看 お 家 払 れい いい た 寺 更 す 。 


重 現 地 で お 支払 いい いた だ く 所 本 





国名 科 の 種類 
チ ナスカ の 地上 計 幣 ( ビ スコ ) .48 US ル | 2 
空港 税 

※ 出 較 日 に より 利用 空港 が 異な り ま す 。 出 発 空港 は お 選 げ いた だ け ま せん 。 


宗則 一 





(201 ロ 年 6 月 現在 「JATANAVII より / ウ ユ ニ 塩 潮 情報 提 慌 「LATINI ) 


還 1 
イク ァ ス え 昌司 30 BI3tllela91e0123|2UU3el2Us2l20」29L7la5114 
100 
ETFPET ENEPS 四 EYEY1 ジ KWFETFH 攻 押 F に IE 
| 記 水 量 | 51 | 46 | 108 | 121 | 108 | 76 | 87 | 9 | 
トレ KEI は 4KWEEIEBNE 四 EE 区 中臣 EE 
31 1812217 125T1812712112BIZT]27T2TI2511912318 
| D | B 1 6 1 Bl な Io | gl 
陽 誤 低 |21 |14|22|16lz4|17|26lt9l27|19|27|glz5]l17|zalie] 
| 降 涼 量 | 18 | 0 | 3 | 14 | 台 | @ | @ | 12 1 
時 寺尾 22|6 |2218lz0Olglz0lgliglglaolsl21lelz1l4」 
| 降水 量 | 58 | 6B | 112 | 168 | 124 | 105 | 42 | 5 | 
陣 他 22 7 12217 j2L18 120L6」298 20l@ 12116」2114| 
| 隊 未 量 | 47 | 77 | 113 | 154 | 119 | 113 | 41 | 9g | 

メキ ショ シ ティ 人 23]2216 |2ze 122 12416 126 9 |271g|273 
Si 設計 | 180 | 57 | 1 | 32 | 5 | 55 | 70 | 2 
メリ ダ 3l2zlS2liolSrhelrlislssliglssGl37I2 zes 


マチ ュ ピ チュ 


ご 楽 内 と ご 注意 告 ツ ァ ー 通 ) 


還 当 パンフ レット は ロロ 1 日 年 月 1 日 現在 中 下 、 料 荘 、 昔 種 情報 を 是 準 に 発行 し て お り ま す 。 間 種 情 報 に 
コ つい て は 予告 な く 刻 更 さ れる 場合 が あり ます 。 


※ お 申込 み 前 に 必ず お 読み くだ さ し 1。 確定 され た 旅行 内 容 は ご 出 革 前 に 
お 肖 じ し する 最終 日 程 表 で ご 確認 くだ ささ し 1。 





過 本 に な り 、 正 規 之 直 が 航空 会 社 か ら 別 問 請 求 ま れ る こと が あり ます 。 そ の 障 は 、 本 来 の 運賃 と 正規 運 
買 と の 鞍 額 分 の 旅行 代 稚 が 増 癌 と な り ま す 。 





(1) ルス ポー ト *: 音 証 * 選 航 手 続 寺 在 ど 


較 バ スポ ボート (旅券 ): 殖 証 ( ビ ザ )・ 人 

選 自 身 還 責任 で 行っ て いた だ きま す 。 バ パス ポー ト が 有効 ど コ か 確認 も 同様 

一 バ ス ポー ト : 吾 国 が 定め た 下 存 有効 眠 間 在 局 た す パ スポ ャ ー ト 本 です 。 多 存 有 間 は 名 日 軍 
必 剛 に 明記 し て いま す 。 

和 ※ 航 密 便 の 乗 護 ぎ ぎ 地 に よっ て は 目的 地 で は な し ! 地 の 国 の 残存 有効 期間 が 選 婦 王 れ 必 場 韻 が 記 如 いま 
す 。 目 的 地 に 結い て 求め 上 られ る 残存 有 勤 期間 は 潮 た し て いて も 下 郁 有 郊 央 間 が 日 ヶ月 未満 皿 バ パス 
ポー ト は 更新 する こと 在 お すす めし ます 。 
生音 証 : 難 国 が 求 中 る 再 証取 梨 が 性 要 で す 。 斉 証 要 天 は 難 日 程 表 繋 件 剛 に 明記 し て いい ます 。 

画 万 一 に 備え バス ポー ト 番 号 、 発 行 年 月 日 は 別に お 控え くだ さい !。 寺 た 、 バ ユ ポ ー ト 用 写真 1 枚 直 携行 され 

る こと を お すす ゆめ し ます 。 ' 

国有 販売 店 で は 、 お 客 様 か ら の ご 低 頼 に よ ロ 、 刀 客 様 の 思 航 手続 ぎの 一 部 を 代行 し て 行い ます 。 こ れ は 、 衣 

行 青 約 と は 別に 販売 店 と 再 客 様 と の 間 で 選 航 手続 代行 青 約 を 輔 結 し て いた だ きま す 。 ま た 、 販 売店 所 

定 の 選 航 手 読 民 行 料 区 が 届 要 で す 。 

較 バ スポ ー ト 、 豆 証 千 の 茶 件 は 日 本 国 輸 の 方 が 当 じ ッッ フレ ッ ト 掲 載 コ ー ス に 己 参 加 さ れる 場合 に 適用 され 
古本 で す 。 日 本 国 類 以 針 忠 方 は 、 自 国 中 谷 事 馬 、 選 航 先 国 の 顎 事 館 . 入国 門 理 周 事務 所 に お 間 苔 せく 


だ さ し 1。 

画 旅 行 目的 地 員 功 答 情報 、 衛 生 情 執 相 入手 方 法 

涯 航 先 ( 国 叉 は 地域 ) に よっ て は 。 「 計 世 首 海外 共 陰 情報 」 等 . 国 地域 の の 涯 航 に 関す る 情報 が 出さ れ て 

し \ 避 場 冶 が あお 中 ます 。 妊 申 刀 必 の 際 に 販売 店 に ご 路 認 く 症 き し 1。 

「 時 務 首 海外 安全 ホー ムペ ー ジ (httn://www. ョ nzan.mnfa.gg ロ .jp/)」 、 「 外務 省 額 一 サー ビス セー 
ター エミ 海外 安 革 担当 = (TEL ロ 55 ロ 1- 日 1B ど / 枝 付 時 間 : 外 務 首 閉庁 主 在 隊 く ロロ ロー 1 アア U ロ )」 で 
も ご ご 確認 いた だ け ま す 。 

詩 術 先 四 衛生 状況 に つい て は 、 「 厚 生 労 個 省 料 癒 感染 症 情 報 ホ ー ム ペー ジ (http:/ ア www.f ロ rth. 

g ロ .jp/)」 で ご 確認 くだ さい い 

外務 省 WEH サ イト に た げじ 恨 に 登録 する と 旅行 棒 間 中 、 緊 急 事柄 発生 な ど 安全 に 関わ る 情報 が メー ル な ど 

の 記法 で 提 慌 され ます 。 詳 し く は httpg://wwrw.zairyu.rm ロ fa.g ロ .jP/ taBirag/ で ご ご 確認 くだ さい 。 

還 吾 国 中 の 出入国 に 関わ る 抄 件 は PB: コロ の 吉日 程 表 双 必 欄 ご覧 くだ さい 。 


国 E コ TA に つい て 

現在 、 日 本 国 輔 の 方 が 浴 国 に 入国 する る 場合 、 短 期中 商用 - 観 光 目 的 で 「 府 証 葛 陸 プロ ラム (VWP)」 四 
要 性 を 満た し て いれ ば 、 角 音 証 で ヨロ 日 間 中 の 潜在 が 可能 で す が 、 ロ ロロ 年 1 月 1 日 来 国 入 国 よ り 、 粗 番 
証 で 内 国 入 国 時 で も 、 入 国 の 7 アロ 時 間 前 まで に 、 電 子 遮 新 認 証 シ ステ ム (ESTA) の 登録 を お こない い 、 オ 
ンー ライ ンー で 証 証 を 受け る こと が 義務 ( 化 さ れ ま し た 。 こ の 電子 航 認証 『 ス テム (ESTA) の 登録 * 承 朗 取 


旨 の 手続 き 等 は 、 お 客 様 ご 自身 で 、httpg://amta.Chn.dhs.gnv/ の ホー ムペ ー ジ か ら 申 請 し て くだ さ 
し 1。 申請 に は お 1 入 様 14 米ドル が 必要 で す ( 当 バン フレ ッ ト 作 成 時 上 で の 申請 額 )。ETA 認 証 手続 き 
は 剛 社 で 代行 する こと も 可能 で す 。 ご 希望 の お 客 様 は 販売 店 に お 申し 出 く だ さい 。 そ の 隊 、 別 大 、 央 売 
店 所 定 の 大 航 手続 代行 料 多 が 中 要 で す 。EBTA 認 証 に は 野 大 了 ど 時 間 を 要 し ます の で 7 時 間 を 切っ て 
か らら の 申請 は 措 乗 恒 出 発 時 剤 まで に 認証 され ななし! 場合 が 市 D ま す 。 


画 aT 員 に つい いて 
無 青 証 で カナ ダ に 空 店 より 入国 する 旅 害 に 対し カナ ダ 電 子 渡 前 認証 (=TA) の 取 揚 が 鞭 務 付け られ て 
し いま す 。mTA は お 客 様 ご 自身 で ウェ ブサ イト か がら 申請 "取得 友 し て いた だ きま す 。 出 発 便 失 乗 の アロ 時 間 
前 まで 中 取 褐 在 吾 動 めし ます 。 取 答 実 費 は アカ ナダ ドル ( 当 パ ーッ フレ ッ ト 作 成 時 点 で の 申請 } で 申請 に 
は バス ポー ト 、E メ ー ル アド レス 、 ウ レジ ッ ト カ ー ド が 届 要 で す 。 有効 覇 間 は 年 間 衣 ほ バ ポー ト 国 有 交 
央 間 まで 。 ョ TA 認 証 手続 ぎ は 拉 社 で 代行 する こと も 可能 で す 。 ご 希望 上 の お 客 様 は 販売 店 に お 申し 出 く 
だ さ し 。 その 頼 、 別 邊 販売 店 所 定 中 涯 航 手続 代行 料 佐 違 要 で す 。 カ ナダ 市 民権 移民 省 〔CIC) ホ ー 
ムペ ー ジ ( 世 謙 )htt ロ アア WW.CiC. 理 C.C BT 選 上 H5h/'yiit/ 昌 ta. ョ 5 ロ 


圏 1 昌 歳 未 澤 の が 単独 ( 末 権 員 な いい 成 人 が 同伴 し て い 旋 場合 も 信 お ) ま た は 親権 奉 有 す も の ー ル 男 
同伴 で 楽園 けり い ロイ 、 ダ アム 、 北 マリ アナ 請 選 赤間 お お) に 入国 する 際 、 入 国 履 卒 時 に 査 官 か ら 両 戦 
(親権 著 )】 の 志 航 同意 書 皿 提示 を 求め 戸 れ て 提示 で き な い \ 場 冶 、 子 羽 ( 未 成年 者 】 に 関す 君 様 補 な 事件 
を 隔 ぐ 目的 で 入国 拒 枯 され 狼 可 能 性 が 志 り ます 。 現在 の と ころ 米国 当 同 は 、 訪 当 す る る 儲 て 忠誠 害 に 対 
し 、 提 示 起 求め 人 る 書類 で は な いい と 表明 し じ て い る こと か ら 、 著 航 同 意 書 の 作成 携行 奄 寺 れる が どう か が 看 お 
客 様 の の 責任 に お いて お 決め し いた だ く 必 要 が ご ざい ます 。 貯 国 当局 は 世 航 同意 書 を 自由 書式 で 英 祥 に よ 
作成 し 、 谷 証 者 受け る こと 在 推 所 し て いい ます 。 刻 航 同意 書 を 作成 計れ る る 場合 ほ 、 見 本 (JATA 日 本 棚 
守 貢 協 鞭 作成 ) が ご ざい ます の で 販売 店 に お 申し 付け ください!。 ま た 、 こ 上 措 置 に 関す る 詳細 は アメ ヌメリ 
因 合議 に お 問 し 合せ くだ さも し 1。 

画 カ ナダ 入国 時 に 1 日 歳 未 溝 中 方 み 、 ま た は 1 日 蔵 未 溝 中 方 と 同行 する 1 日 護 選 上 の 方 中 妊 が が 異な 避 爆 
癌 に は 、 入国 番 査 時 に 保護 者 の 同意 書 (英語 また は フラ ンス 語 ) が 中 要 と な り ま す 。 ま た 、 父 観 ま た は 母 
親 の み と え 国 す る 場合 . 同 行 し な ない 有 同 また は 母 江 中 「 未 成年 者 革 航 同音 書 ] 【 英 語 ま た は コラ ンス ユ 語 } 
の 提示 が 中 要 と 厨 D ま す 。 詳 し く は カナ ダ 大 覗 融 等 に お 問い 合わ せく だ ささ b1。 

較 玉 国 セキ ュ ア * フ ライト: ゴロ ダラ ああ に つい て 
米国 俳 政 便 、 洲 国籍 航空 登 社 利用 の 過 客 様 は . 選 予約 時 に 、 パ スポート に 記載 され た 氏名 、 生 年 月 日 、 性 別 が 必要 
で す 。 馴 約 記録 と バス ポー ト 記 載 が 異な っ つて いる と 、 諸 随 存 揚 知 され 才 場 苔 が 詞 ざ いま す 。 


いみ * 首 種 手 配 ' ツ アー 実 訪 な ど 


硬 海 外 旅 行 の お 申込 み . ご 予約 に は バス ポー ト に 記載 され た 正確 な ロー で 宇 姓 名 、 性 史生 年 月 日 (西暦) 
の 情報 が 避 要 で す 。 異 在 コ た 情報 で 予約 ざれ ます と 、 航 空 会 社 の 都合 で 情報 の 要 更 が で き な か が っ た わ 、 
航空 機 の 搭 策 を を 揚 否 され た りす る こと が が あり ます 。 ま た 、 旅 程 在 重 柏 し て 予約 され ます と 利用 航空 人 
社 、 ホ テル は その 予約 を 無効 な も の と し て 取り 扱う ミ こ と が あり ます の で ご 注意 くだ さい !。 

画 団 体 : ヴ ルー プ で お 申込 み の 場合 は 、 そ の 代表 者 を 胡 約 責任 者 と し 、 の 人 本 
有 し て いる と みな し 、 旅 行 業務 に 関す る 取引 は 、 当 庶 契 約 責 任 者 と の 間 で 行い 

画 お 客 様 の ご 佐 頼 で 別 手配 を 行なっ た 場合 は 、 則 及 び 取 角 料 人 (手配 通信 費 を きき お ) が 必要 で す 。 詳 し 
く は 販売 店 に お 尋ね くだ さい 。 

一 日 程 表 茶 件 開 記 載 の 最少 殿 行 人 員 ( エ コッ ミー ウラ スズ 語 .、 ビ ジネス クラ ス 席 の 合計 ) に 避 し な い 場 合 
は 、 当 該 ツア ーー を 実 能 し な いこ と が あり ます (ツア ー キ ャ ン セ ルル )。 こ の 場合 、 旅 行 開始 日 の 前 日 がら 起 
算 し て さき が の ぼっ て 日 目 【 ビ ー タ 時 は 3 日 目 ) に 吾 た 人 る 日 より 前 に 、 旅 行 を 中 止 す る 冒 守 お客様 に 
通知 し ます 。 ま た 、 出 発 日 か ら Bn 日 一 0 日 前 の 時 点 で お 客 様 の 予約 が 至 さ な いい 場 苔 は 、 ツア ー 羽 抹 在 
中 止 ぶ させ て いた だ く 糧 昔 が あり ます 。 

画 当 社 が ら 提 供 さ れる 情報 を 活用 し , お 客 様 中 権利 - 藤 務 。 そ の 他 軸 集 型 下 画 旅行 契約 の 円 容 に つい て 理 
解い た だ く よ う に お 願い いし ます 。 

一 最終 日 程 表 は ご 出発 の 1 ロ 日 前 一 7 日 前 に お 中 し す 合 年 末年 始 や ゴー ルル デン 
ウィ ー ク 等 の 特定 時 期 出発 の の 場合 は 、 旅 行 開始 間際 に な 右 こ と が お ありま す 

画 お 客 様 が 旅行 開始 後に お し いて 、 現 地 で 提 代 さ れ た 衣 行 サー ビス が 、 契約 環 面 に 記載 され た 内 容 と 異な 
る も の と 部 護 し た 時 は 、 旅 行 地 に お いて 達 や が に 当社 、 当 社 の 手配 民 行 者 また は 旅行 サー ビス 提 層 者 
に その 紳 左 申し 出 く だ さ し い 。 

本 で お 閣 所 お まし 析 全 は ・ 当 社 が 講じ た 特別 な 指 置 手配 に 圧する 臣 用 は お客様 の 負担 


一 海外 衣 行 中 に 忘れ 物 が 発生 し 。 当 該 計れ 物 寺 当社 が お 探し する る 場合 は 、 発 見 で きた か が 知 が か に か か わら 
ず 、 所 定 還 手数 料 と 実費 を 申し 受け ます 。 

一 未 成年 者 が 后 権 者 の 同行 な く ご 大 加 中 場合 . 埋 権 者 中 参加 同意 書 在 提出 いた だ 寺 ま す 。 苦 国 、 地 域 中 
法 枠 や ホテ ル の 営業 赴 則 等 に よ コ て 、 末 成年 者 ( 難 国 の 法 に より 年 齢 は 異な り ま す ) の み の 宿 泊 を 款 じ 
て い 必 こと が あり ます 。 こ の 場合 、 琴 加 同 意 再 想 提 出 が あっ て も . 申 し 込み は お 受け で きま せん 。 

田 1 昌 歳 未満 中 方 の み で 呈 ご 琴 電 は お 受 け で き 更 せ 上 。 

画 北 米 で は 召 州 や 吉 郡 市 ご と 法律 、 和 また は ホテ ルル の ポリ シー に より 未成 年 (1 昌 歳 未満 ) 呈 みみ で の ご 能 
行 、 選 宿泊 が 吉 止 ざれ て し い ! 如 志 合 が お あけ ホテ ル 倒 は これ 左 拒 知 す る る 権利 を 介 持 し ます 。 ま た アメリカ 
音 州 中 法 社 、 音 ホ テル の 独自 の 規定 に より 未成 年 【 ネ バダ 、 ニ ュー ヨー ツウ 川 、 ア リゾ ナ 獲 、 ユ 婦 州 左 

万 : 呈 1 歳 未満 . 力 リロ フォ ルニア 州 、 コ ロリ ダ 州 :1 日 歳 未満 ) の み で の ご 誠 行 、 ご 宿泊 は 禁止 記 れ て い 高 場 
が あり ホテ ル 側 は これ を 拒否 する 権利 を 保持 し ます 。 し 中 れ 還 場合 も 未成 年 者 皿 み で の ご 龍 行 は お 
受け で きま せ ル 。 

較 歳 未 洪 中 方 の 参加 は ご 連 瞳 くだ 寺 し い 。 

還 当 ツア デー で 使用 す 作 国 空 機 の 運 軸 規則 上 . 夫 泊 各 チ 比 宇 覗 用 する こと が 共 件 と な っ コ て お り 、 指 定 功 市 テ 
ルル に 宿泊 され る こと が 項 加 黄 橋上 な っ て お ロ ま ます 。 

硬 現 地 に お け 如 航空 司 で の 移動 に 際 し 、 お 客 様 の ご 都合 に より 壮 部 又は 一 部 区 間 を ご 搭乗 され な が っ た 
場合 は 赤 措 乗員 区 則 以 職 功 巴 約 志 航 空 芸 社 に よっ て 取消 され る る 場合 が あお 中 ます 。 エ 相場 治 再 台 約 が 














(お 申込 


(旅行 民 番 

画 己 名 1 室 利 用 本 式 人 お 1 oO し た 坦 韻 を 除く )。 掴 載 旅 行 代 和敬 は 当 パ バッ フレット に 
掲 還 し た 出 愉 日 (期間 ) に 限 ロ 有効 で 

人 上 の 中 、 請 客 保安 サー ビス 料 、 国 際 携 光 放 寄 税 は 信 み ませ 上 ル 。 別 科 お お 

1 リ uB 要 で 

較 夫 上 計 相 代 秋 設 定 は 子供 民 華 ( ど 歳 民 上 1g 歳 未 濁 幼児 代 合 ( 口 歳 。 1 歳 ) で す 。 子 供 * 幼 児 四 年 萌 
は . デル 訪 前 空 . ア ヌ リ カン 新 空 . エ ア ・ カ ナダ ( 子 慌 ) 利 用 コー ス は 日 本 帆 藩 日 、 日 本 航空 . エ ア - カ ナダ 
(幼児 ) 利 用 は 日 本 出発 日 が 碁 誰 と な ロ ま す 。 

国 ト リロ ゴル 割引 は ペッ ド 在 利用 する 友 AN 
の な い 特 列 子供 や 幼児 代 釜 に は 適用 され ませ 

時期 申 込 当 プ ラン は 旅行 人 t 金 か ら の 割引 で す 。! 明示 し た 期日 まで の ツア ー 予 約 に 対し 適用 し ます 。 例 え 
ば 平 革 申 込 湯 提 ロ m 場 苔 、 誠 行 開 婚 日 の 前 日 か ら 起 星 し て さ が の ぼっ て B ロ 日 前 まで に 予約 が 寒 了 し て 
し る こと が 条 性 で す 。 期 日 を 過ぎ て か ら 予 約 の キャ ン セ ル 持 ち 状 態 か らら 予 約 宰 了 に な っ た 場合 、 割 引 は 
適用 計れ ませ 上 。 其 日 を 過ぎ て か ら 氏 名 等 中 予約 情報 中 登 更 や 予約 中 又 り 直し を され た 更 合 も 同 欄 
に 割引 は 通用 され ませ 上 ん 。 

画 当 バン ブレット 掲載 の ツア ー で 使用 す 人 る 航空 運 貸 は 、 航 密 倒 社 の 運賃 規則 上 . 福 復 の 航空 便 可 ご 利用 
し いただく こと が 某 性 と な っ て いい 客 た 防 、 片 道中 み 選 利用 志 れ る 場合 は 、 航 空 全社 が から の 正規 運賃 の 請求 
に 基づき . 正規 守 半 と 中 差 忠 訂 皿 衣 行 代 倫 が 増 曲 と な ロ ま す 

較 バンフ レット 作 成 時 準 日 時 点 で 徴収 が お だこ な われ て いる 栓 泊 税 は 舎 ん で お り ま す が 、 それ 以 職 に 宿泊 
税 が 新設 され た 場合 は . お お客 様 の の 選 負 担 に な ます 。 





(4) 燃 油 サ ー チ ャ ー ジ (旅行 代 釜 に 区 まれ て いい ます ) 





園 本 油 価格 の 異常 な 高 董 、 妄 二 に 対し 一定 の 水準 。 一 定 の 期間 の 雪 件 に お いて 航空 各社 が 国土 交通 書 
術 空 周 に 申請 を 行い 1. 認可 され た 付加 運 詩 で す 。 航 識 芸 社 . 路 線 に よ コ て 額 は 異な り ま す が . 全 て の 利 
用 棚 客 に 課 葵 れる も の で す 。 当 バ パンフレット 掲載 の 旅行 代 倫 に 芝 ま れ て お ロ ま す 。 斬 設 . 変 更 、 廃 止 き 
れ 令 こと が お ます が 、 衣 行 再 約 成立 後 で も それ に よる 用 行 代 釜 の 琴 更 は いた し ませ ん 。 





EE 


各国 、 地 域 毎 の 活 律 等 に よっ て 空港 税 符 【 出 入国 税 、 空 港 施設 使用 料 、 税 関 牙 査 料 な ど ) の 支払 い が 選 
和 者 個 上 に 対し 義務 付け 己 れ て いい ます 。 当 バン コレ ッ ト 掲 載 中 参 行 代 番 に 環 地 室 洪 諸 笠 下 ば 国 肉 補 半 
底 設 覗 用 料 、 係 客層 安 サ ービス 料 、 国 際 観 光 餅 客 税 は 宮 ま れれ て 及 り ませ 上 所 。 別 選 老 嘉 抽 いく 定 き し 1。 便 


頭 - 支 払 し 1 遍 拓 は ピロ 在 ご 皿 く 門 寺 いい 。 





(5) 移動 時 ( 過 空 機 太 びそ の 他 の 半 
画 航 空 ス ケ ジ ュ ー ル は 、 バ パン フレ ッ ト 作 成 時 点 還 難航 空 枝 社 中 予定 で す 。 航空 会 社 の の 都 苔 に より 、 便 中 出 


通 機 関 ) 


発 * 到 交 時 剤 、 恒 者 、 和 経由 * 乗 赤 ぎ 地 等 に 恋 更 が 語る 場合 が ご ざ し いい ます 。 直行 便 が 秋 赤 寺 便 に 座 更 ざれ る 
こと も お あり ます 。 了 臨時 恒 が 運航 され る 場合 、 当 該 本 時 便 在 ご 利用 いた だ く こ と が あり ます 。 最 半 日 程 表 
で 再度 ご 確認 くだ さ し 1。 

画 日 程 表 共 性 欄 利 用 央 空 芸 社 (日 本 人 界 意 時 ) ほ 。 日 本 発 -* 現 地 の 最 初 ゆ 翌 診 地 、 現 地 の 最終 出発 地 一 
日 本 着 叩 区 間 中 利用 航空 枝 社 で す 。 便 名 を 記 し た 場合 も 同様 で す 。 他 中 区 間 忠 刊 用 航 窪 芸 社 利用 
恒 は 最 日 程 表 で ご 守 肉 し ます 。 

ーー 喝 東 空港 を 障 く )。 経 四 * 昌 継 寺地 、 民 繧 寺 の 回 数 は 万 更に 

に 志 

園 リ アー スズ スケジュール に 里 適 な 便 を ご 刊 用 いた だ け な い こと が 市 ま す 。 エ の 場 冶 、 有 地 出 償 : 到 区 時 
刻 が 変更 と な る こと が あり ます 。 

画 航 空 護 席 ウ ラス の 呼称 は 航空 食 社 に より 異 在り ます 。 一般 前 に 吾 航空 全社 の の 標準 サー ビス が 提 世 さ ざれ 
人 る 店 席 が エコ ッ ミ ー ウ ラズ.、 ら に サー ビス が 付加 され る る 座席 が ビジ ネス ウラ ス で す 。 当 パ バンフ レット で 
は 前 者 研吾 航空 芸 社 の 時 秋 に か か わら エコ アッ ミー ウラ ス と 表示 し ます 。 

圏 エ コッ ミー ラス 謝 を ご 刊 用 の 場 冶 . ツ アー 巴 約 時 に 窟 剛 * 通 本 馬番 等 中指 定 は で 庄 ま せ 上 。 

較 ビ ジネス ウラ ス 庫 友 ご 利用 の 場合 、 ツ アー 予約 時 に 窟 出 通路 購 四 希望 弄 お 申し 付け くだ 寺 し !。 恒 し 。 予 
約 状 況 に よっ て ご 希望 に 項 え な いこ と が あり ます 。 

回 ビジ ネス タラス 大 の 利用 区 間 は 明記 し た 場合 大隊 き 、 日 本 発現 地 誠 本 初 想 到 着地 。 理 地 功 最終 出 型 
地 一 日 本 着 の 区 問 で す 。 必 の 区 間 は エコ ーッ ミ ー タ ラ エ 席 を を ご 利用 いた 太 寺 ます 。 

園 ビジ ネス クラ コス 大 索 ご 利用 の 場合 で 吉 コ て も . 宿 折 、 食 事 、 観 光 等 の 地上 サー ビエ ネス 中 内 容 は エコ アミ ー 
ウラ ス 席 を 選 利 用 志 れ 古 場 冶 ど 同じ で す 。 

弄 並び 員 騰 必 ( 通 踏 は 挟 # ま せん ル ん 。 ) 在 己 用 意 す る る 「 ベ アデ シート 」 の サー ビス を 昔 主 ツア ー は 、 日 放 交 
功 便 が 対象 で す 。 仲 良し シー ト ( 名 様 思 上 中 隊 麻 ) 四 場合 は 、 通 路 在 挟 貞 だ だ 庫 共 前 邊 四 庫 も も め て の 
購 語 に 在 D ま す 。 し 1 すれ 所 日 府 俳 門 届 針 の 人 恒 は 隣 席 対 陸 で は 市 ませ 貞 。 

画 マ イレ ー ジ サー ビ ユ の 入会 、 登 録 、 申 請 手 続き 等 は 、 記 客 様 ご 自身 で 航空 会 社 へ お 問い 合わ せく だ さ し !。 
2 に 週 用 が 制限 寺 れ て し ! る 特典 が 市 り ま す )。 志 テル 等 の マイ レー ジゴロ ダラ ム も 同 


計 衝 補 全 人 が 共 敵 で 思 前 する 「 コ ー ド シェ 便 」 を 弁 用 す 到 ご と が あり ます 。 机 材 : 林 務 員 の 楽 件 は 召 
コー ユ ス 古 選 覧 くだ さ L し 1。 予約 は 音 社 の いずれ か で 行い ます 。【 利 用 航空 社 古 1 社 で 記載 し た 場合 は 陸 
く ) マ イレ ルー ジ サ ー ビ ュ は 、 予 約 玩 航空 倒 社 の か 有効 で す 。 

国 他 本 航空 会 社 の 機材 乗務 員 を 覗い 、 自 祉 便 と し て 運 及 する 「 ウ エッ トリ ー ス 合 」 利 用 す 定 こと が 所 ロ 
ます 。 機 材 : 務 員 の 牟 は 昔 コ ー ス を 己 覧 くだ し 1。 

圏 競 空 会 社 へ 中 「 屯 け 荷 物 」 が 、 出 発 空 港 選 乗 締 ぎ 空港 で の 積み 吐 し や 示 せ 閥 違い な ど で 、 目 的 地 空港 に 
届か な いこ と が 市 Dh ま す 。 モ 本 よう な 場 苔 に 備 肛 て ー ロ 日 妖 の 日 用 品 ( 益 替え を 高 お ) 等 の 機 円 の 
持込み 左 刀 株 忠 し ます 。 

es ポー ト 、 現 倫 等 功 下 重 品 は 常に お 手元 に 刀 捕 計 い た だ 寺 、 総計 に 『 預 け 困 物 」 の 中 に 入れ い で く 
こき し 1。 

田 航 空 芸 社 … 四 「 預 け 荷 幸 」 は 理 社 が 定め る 重量 圭 を 超え た 場 苔 . 超 過料 全 軌 支払い が 必要 で す 。 エ コッ 
ミー タラ スズ 席 で お 1 人様 kg が 一 般 的 大 上限 で す が 、 航 空 枝 社 、 踏 線 、 庫 放 ウ ラス に より 異な ます 。 
店 過 し た 直 軒 等 に より け 料 番 は 異な り ま す 。 「 預 け 背 物 」 中 手続 時 に 航空 会 社 に お 副 払 いく 定 さ し 1。 コー 
ドジ シェ ア 便 中 手 某 物 規定 (重量 な ど }) は 一 肖 的 に 主 た 急 運航 隻 社 (機材 、 昌 務 員 が 所 属す る 計 社 ) 号 失 定 
人 ウッ プア ー 功 場合 . い ずれ の 規定 が 適用 され る る が は 最 篤 日程 春 で 
Fn 円 

較 運 較 揚 闘 の 遅延 、 千 通 、 ス ケ ジ ュ ー 引 変更 経路 語 更 生 に よ 口 上 行 日 程 本 登 更 、 目 的 地 浦 在 時 間 呈 罰 臣 
肥 び 観光 固 所 の 変更 、 削 障 圭 が 生じ る 場合 が あり ます 。 こ の よう な 場合 の 責任 は 負い か ね ます が 、 当初 
幼 日 程 に 従っ た 餅 告 サー ビス 友 手 配 す る よう 攻 力 いた し ます 。 

一 空港 一 ホテ ルル 間 の 送迎 政 び 観光 時 は 、 李 思 ツ アー の 再 客 様 ( 李 社 の お 客 様 存 韻 お ) と 一 緒 に な る こと 
が あり ます 。 そ 場合 、 空 港 到 交 時 、 ボ テル 選 字 ・ 出 発 時 に 他 中 お客様 を お 待ち いた だ く 場合 が あり ます 
(専用 車 利 用 な ど 特に 明記 し た ツア ー は 話 く )。 車 種 は セダン 、 ロ ゴン 、 ミ ニ バ パス 、 バ ス を 使用 し 、 ツ アー 
押 琴 加 人 数 に よっ て 異なり ます 。 (バエ 届 計 の 場合 . ガイ ド ザ が ドライ バー 左 雪 任 する こと が 融 口 ま す ) 

男 国 内 線 と 国 想 線 の 乗 継 守 は 、 原 則 と し て お お客 様 選 自生 で 行っ て いた だ きま す 。 亡 利用 の 馬 空 会 社 に よっ 
て は 、 国 内 線 保 安 エ リア を 出る こと な くそ の まま 国際 線 へ 生 り 縺 ぎ が で きる 場合 が ご ざし いい ます 。 最 諸 日 程 
表 で ご 案内 し ます 。〒 場 冶 、 沙 乗員 同行 ツア ー で で 市 っ て も 国内 緑 の 到 意 口 で は 洋 乗 員 、 当 社 ス タッ フ 
に よる る 忌 案 内 は あま せ ル 。 (国内 詩 括 各 時 か ら 添 算 員 が 同行 する ツア ー は 添 避 員 が ご 案内 し ます } 滅 属 
員 は 国際 線 措 科 口 で お 客 様 と 癌 基 し ます 中 で 国際 線 措 昌 口 まで お 客 様 ご 自身 で お 対し くだ き し !。 

園 空 直 ( 潤 ) 駅 . テル で は ボー ター ザ サー ビス は 芝 ま れ ま せ ル 。 お 客 欄 自身 で お 荷物 存 志 運 字 い 甘 だ 下 
ます 。 但 し 、 品 1 所 * 1 日 掲載 コー ヌス と ロ 1 4 掲載 コー ネス の オイ アガ ラ は 、 ホテ ルル で ポー ター サー ビエ ス が 競 圭 
れ て い 更 す が 、 時 間 帯 に より ポー ター 千足 の に サー ビス を 提 慌 で きき ない 場合 専守 い は 大 峠 に 時 間 
が が か の 予想 世 れ の 韻 が の ます モ 員 際 は 、 お 客 様 ご 自身 で 手荷物 加 運 撮 を お 願い する こと が ご 
きい ます 。 

画 車 両 に よる 地上 移動 時 は 原則 と し て シー ト べ ルト 革 車 両 和 を ご 用 還 し ます が 、 法 種 赴 制 の い 国 に お し 1 
て は シー ト ベ ルト 付き で な い 場 合 が お り 更 す 。 


一 沈 豚 室 革 社 の の 多く は 受託 手荷物 (預け 荷 特 ) が 国内 康 区 間 和 や 玲 大 陸 音 園 間 四 路 主 で 有料 で す 。 
癌 日 主 必 栄 園 、 カ ナダ 、 中 南栄 問 の 国 陣 線 は 昔 航 空 芸 社 の 規定 の 男 讃 で 無料 で す 。 航 密 芸 社区 間 に 
よっ て ほ ユ スーツ ケー ユ ] 個 目 か ら 有 料 と な 人 る 場合 が あり ます が 、 料 壮 は お 客 様 の 己 仙 担 に な D ま す 。 措 
曲 チ ェ ッ クイ ン 時 に お 客 様 か ら 現 釜 台 は カレ ジッ トカ ー ド で 航空 全社 に お 支払 いい し いい た だ きま す 。 当 バン 
フレ ッ ト 掲 載り ツウ アー で は 以下 は 有料 で す ( 航 空 舎 社 の 規約 要 に より 該当 ツウ アー が 変わる る 場合 が ご 


立 し ! 圭 す )。 

P.1 ロ 1 中 

詳細 は 利用 され る る 航空 芸 社 へ お客様 ご 自身 に て ご 確認 くだ さい 。 

球 考 : ス ユー ツケ ー ス 1] 個 の の お お お よそ の 運 背 料 ら 王 . ロ ー コ 0.0 ド ル . ど 個 目 か ら コ ロロ ーー ロロ .D ド ルル (アメ リカ 
相 は カナ ダ ド ル ) 








田 航 裕 機 内 は 主席 禁 頑 で す 。 
田 現 地 国内 線 は アル コ ー ル 類 が 有料 で す 。 





本 順序 を 入れ 替え て ツア ー を 実 能 する こと が あり ます ( 究 更 補 慣 登 の 対 箇 外 で 


較 包 1 室 利 用 の 部 屋 タ ダイ ゴ プ は ペッ ド B 台 の 「 ツ イン ベッ ドル ー 上 」 ま た は 大 型 ベッ ド 1 双 の 「 ダ ゴル ペッ ド 
ルー ム 」 で す 。 部 屋 タ イブ を 明記 し た 場合 を 除き 、「 ツ イン ベッ ド 小 一 占 」 を ご 用 凍 し ます が 、 ダブ ル ペ ッ 
ドル ー ム に 苔 目 中 ペッ ド と し て 間 易 ペッ ド を 入れ て ご 利用 いた だ く こ と が が 古 ロ ます 。 ルネ ムー オー、 選 
雪 、1 並 氷 満 の お 子 様 等 が ご ー 緒 の 場合 は 、 ポ テル 側が 現地 功 習慣 に より 、 ダ ゴル ベッ ドル ー ム ( 天 
型 ペ ッ ド 1 台 の ゆみ ) を ご 用 意 す る こと が あお あります 。 

還 ウ イン ベッ ドル 一 占 に は 拓 の ペッ ド タ ダイ ゴ 在 店 み ます 。 ベッ ド 間 に 障 間 が な くど つ コ 間 で て 市 ダイゴ ( 己 
つの ペッ ド を 構造 上 離す こと が で き な い タダ イブ ゴ も 芝 む お ). ら つの ペッ ド の 種 天 や 大 き さ が 異な る タイ ゴ な 


ご で す 。 

田 王 泊地 域 : ホ デル に より 、 バ スタ ブ が 畠 く ジャ ロー の 必中 お 部 屋 と な 必 場 合 が 誠 中 ます 。 モ の 場合 は 、 難 
日 程 表 柴 件 欄 に 明記 し ます 。 

男 お 1 ん (また は 奇数 人 数 ) で ご 参加 中 場合 、 他 四方 と 相 相 部 屋 は お 受け で 寺 ま せ 上 所 。 

較 部 屋 を 1 で 利用 され 急 記 は 1 人 部 屋 造 加代 釜 が 列 吉 必要 で す 。 同 行者 の 取消 し に より 1 利用 と な っ 
た 場合 で 各 コ て も 同様 で す 。 1 名 1 室 利 用 は 特に 記載 し た 場合 を を 除 寺 、 パ ペッ ド 1 昔 の シン ダル ルー を 選 
利用 いた だ きま す 中 で 手 殺 に な D り ます 

還 ヨ 獲 ] 室 (ドリ ゴル 利用 は ら 人 部 屋 に さら に 簡易 ベッド 1 台 在 入れ る た 非常 に 手 本 で す ( 特 に 明記 し た 
トリ ゴ 比 専用 小 一 上 は 上 隆 く )。 一 般 的 に 簡易 ペッ ド ほ は 和 褒 遅く に 搬入 され ます 。 トリ ゴル 利用 が で き な い ウツ 
アー ホテ ルル 、 部屋 タ イ ゴ も 訓 ロ ます 。 難 日 程 表 件 欄 、 市 テル タラ スネ 表 で 明記 し ます 。 ト リ ゴ J ル 利用 が 
で きき な い ウ アー 以外 に も 簡 史 ペ ッ ド 叩 利 用 状況 に よっ て トリ ゴル 利用 を お 受け で できない こと が お ロロ ま 
す 。 ド リロ ゴル 利用 が で き な い ウッ アー 以外 に も 簡易 ベッド の 利用 状況 に よっ て トリ ゴル 利用 起 刀 軌 け で 寺 
太い こと が 戸口 ま す 。 

園 ド リ ゴ 此 利用 が 可能 な ツア デー 想う 、 周 避 型 で 複数 の 市 引 に 宿泊 す 放 場 冶 、 日 程 中 本 一 部 で トリ プ 由 
利用 が で 寺 な い ホ テル に ご 宿泊 いた だ く こ と が お あり ます 。 ト リブ ゴル 利用 で お 申し 込み の お 客 様 は そ の ホホ 
テル へ の 宿泊 時 に 限 ロ ど 部 屋 ( 己 名 1 蜜 . 1 名 1 室 ) で 宿泊 いた だ きま す 。 そ 四 陣 の 1 部 屋 追 加 民 釜 は 
Pos お お 宮 様 が トリ ゴブ 由 利用 で は な くど 部 屋 利 用 で 予約 ざれ て し ! 公 場 冶 は 1 部屋 追加 民 策 

| 研二 。 

画 全 て の お 客 様 に 同じ ダイ ゴ の 部 屋 を 提供 で き な い こと が お あります 。 

還 1] ヴ ルー ゴ で どら 部 屋 選 上 利用 呈 際 ホテ ルル 央 呈 事情 で ダル ー ゴ や 家族 で も 和夫 、 近接 、 同 じ 障 の 部 屋 存 ご 
用 意 で な いこ ご と が お あおり ます 。 

一 部 屋 写真 見取図 尽 び 部 屋 か ら の 眺 思 は 一 開 で 、 実 器 と 異な る こと 記 吉 り ま 本 。 

思 内 : 馬 外 号 枚 由 工事 は 志 告 な く 行 われ る こと が 市 中 、 工 事 の ため に 見 栄え が 悪かっ た 口 、 騒音 が し た 
ロ 、 館 設 の 利用 が で き な い こと が 記 ロ ます 。 記 出発 前 に 主要 人 設 が 利用 で き な い こと が 判明 し た と 寺 は 
販売 直 存 通じ て 刀 知 ら せ し ます 。 

還 時 間 帯 や 束 加 人 数 に よ ロ チエ ッ タ イン に 要 す 古 時 間 は 異 な PD ま す 。 ブ ロン ト で 宿泊 カー ド ( 宿 帳 ] 四 個 上 
毎 の 記入 、 電 室 皿 電 話 ( 国 際 通 話 ) や ミニ バー 利用 の た め の ア カレ ジット カー ド の 登録 (利用 分 存 晴 録 カー 
ド で 引落 と し ) 台 は 螺 証 釜 ( 現 金 ) 大 求め 弓 れ る こと が お ありま す 。 

圏 北米 地 区 の トリ ゴル (名 1 室 ) 利 用 と は 、 1 部 屋 を 名 様 で お 硬い いし いい 上 た 上 だ ける こと を 意味 し 、 簡 易 ベ ペッ ド 
在 事 前 に 確約 する も の で は あり ませ ん 。 映 社 は ホテ ル に 簡易 ペッ ド の 手配 を 信頼 じ 、 極 力 ご 用 意 で 寺 き 作 
よう に 力 いた し ます が . 当 日 の ホテ ル 一 情 (決起 状況 等 ) に よっ て は ご 用 意 で 二 、 菩 いい 寝 で の ご 愉 泊 
に な 人 る 其 合 が ご ざい ます の で 台 ゆめ ご 了承 くだ 志 し 1。 モ その た ため 市 テル 事情 に よる る 和 選 い 寝 で の ご 利用 を 需 
望 さ れ な し 場 苔 に は . 部 屋 で の 者 申込 (1 部屋 追加 民 合 が 品 要 ) 斉 書 勧 ゆい た し ます 。 

一 客室 中 末 煙 、 喫 妊 員 要望 は お 受け いた し か が ね ます 。 客 室 四 ほとん ど が 禁煙 此 一 に な っ て し 名 地域 
が お り ます 。 各 デ 帳 に よっ て も 禁 雷 ル ー ム の 割 丁 は 異な D ま す 。 

日 本 と 異な り 、 歯 ブラ シ 、 ス リッ パ 、 寝 命 は 特に 記載 じ し て いな い 限 ロ 一 般 的 に は 備 肛 られ て し 1 ませ の 
で ご 持 琴 く だ ささ し!。 

還 部 屋 が 己 中 眺望 を 選択 で きる ツア ーー を 陸 き 、 眺 題 串 ご 希 鹿 は お お 受け いた し か が ね ます 。 

園部 屋 か が 己 の 眺 望 の 時 準 は 湊 の 通り で す 。 添 が 見 え 旋 部屋: 興 柄 屋 還 の 喉 剛 が 王 ナ イア ガラ の 満 【 力 ナ 芝 
浦 )、 イ ヴ ゼア ユ の 浦 が 見 有 人 る 部 屋 。 湖 が 見 える 部 屋 な ども 同様 で す 。 

田 計 デル 情報 欄 の ホテ ル 誠 語 . 害 室 設 民 、 レ スト ラン 玲 は 市 テル 側 還 都 台 に より ロ 本 更 と な 合 坦 苔 が 戸口 ま 
す 。 客 室 の 店 寺 を 表示 し て い ! 名 場合 は ベラ ンダ 等 を 店 まな いも 朽 で す 。 環 線 LAN 呈 情報 を 記載 し て い ! 
司 場合 は イン ター ネッ ト 回 線 覗 用 に 関す る 名 の です 。 ス マー トコ フ ォ ン の 利用 叶 回 線 接 続 方 法 に よっ て 
は 、 お 客 様 呈 明 約 さ れ て し いる 携帯 芸 社 【 ブ プロ バイ ダー) と 男 間 に バケット 料 区 や 国際 ロー ミン ッ ンダ 笠 釜 等 
が 発生 する こと が あり ます 。 ま た 。 有料 サイ ト 閲 覧 末 の 料 益 は 列 遅 避 要 で す 。 パ ソリ コン や スマ ー ト コ ォ ン 
野 の 機器 の 用 意 、 接 続 は 選 害 様 ご 自生 で 行っ て いた だ きま す 。 

較 日 本 語 対 応 可能 な ホテ ルス ダッ プ フ の 記 工 は 、 常駐 や 己 引 時 間 対 応 を 意味 する も の で は あり ませ 貞 。 特定 
晴 間 に 限 コ て 中 対応 や 邊 在 で 対応 で き な い こと が 市 ます 。 

画 航 空 恒 中 遅延 吾 更 地 変 通 事情 に よっ て ホテ デ テ 引 到着 が 遅く な る こと が お あり. 記載 の チェ ッ タ イン 時 到 か ら 
部 屋 を 利用 で きる と は 限り ませ 選 。 チ ェ ッ タ ア ウト の 場合 も 同様 相 理 由 で 市 字 比 出発 が 早生 こと が 融 
わ 、 記 芝 征 チェッカ ケア ウト 時 記 ま で 利用 で 寺 必 と は 限 ロ ませ 上 。 

圏 ホ テル 名 称 に 付記 し た ウラ ス 名 称 は LUXKX、EX、 晶 、 貞 、 日 、 で LUX が 遇 上 位 で 症 が E 江 一 昌一 各 一 日 一 
の ウラ ユ 席 別 で す 。 当 社 は 番 国 が 発行 す 古 ホ テル 資料 お客様 牙 ぜ 添乗 員 の アン ケー ト を 形 考 に 苦 
市 テル を 許 将 し 。 独自 ア ラス に 区 分 し て いま す 。 ウ ラス 評価 は 至 世 界 に お け 君 絶対 評価 で は 専 中 ませ 
占 。 音 都市 地区) に お おけ 名 相対 評価 で す 。 

圏 [ホテ ルル か らら の 再 も て な し 」 と し て 記 肛 し た サー ビス 理世 が 無し 場合 は 、 現 地 で 現地 係員 ま 玩 は 市 
比 フ ロン トド に お 申し 出 く だ さい 。 峠 国 擬 の 提 代 や 所 倫 は で き が ね ます 。 利 用 を 需 望 され な い 場 合 の 選 答 
も で きか ね ます 。 特 に 記載 の の ない 限り 、 ベ ペッ ド 利 用 の 夫人 子供 代 敬 で の 選 参 加 軌 方 が サー ビス 対 象 に な 
ロロ ます 。 サ ービス ユ ス 障 計 期間 が ある も の は 吉 ペ ー ジ に 記載 し て いい ます 。 「 ボ テル か ら の お も て な し 」 は ホテ 
比 が 実 能 - 提 供する サー ビス で 予告 な く 衣 更 - 中 止 底 れ ま す 。 

圏 ホ テル チェ ッ ウ イン 時 に アレ ジッ トカ ー ド の ご 旬 示 が 品 要 と な DD ます 。 1 部屋 に つ 幸 1 和 、 ご 渦 喘 を お 願 
し いい し ます 。 ま た アレ ジッ トカ ー ド の 量 祖 番号 が 必要 と 導 場合 が 志 り ます の で . 下 航 前 に ご 中 認 くだ 
きき 1。 


(日 } 廊 事 (食事 の 有無 に つ 





いて は 昔 日 程 表 菜 件 剛 を ご ご覧 くだ 
較 苦 日 宮 表 款 性 欄 の 食事 回 政 に 機内 食 は 苫 み ませ ん 。 フ ライ ト 運 航 事 情 に より 記載 どおり に 提供 され 評 


し り 


本 、 民 普 の 食事 は ご 用 意 い た し ませ ん 。 熊 行 民 普 の 区 更 は 
較 記 載 メ ニュ ー の 変更 は で きま せ ル 。 宗教 、 ア レル ギー な どの 事情 の ある お 客 様 か ら の メニ ュー 変更 の ご 
希望 ほ は お 受け いた し ます が 、 規 定 の 手配 手数 料 を 申し 受け ます 。 ツ デー 予約 時 に お 申し 付け くだ さき し !。 
変更 で 生ずる る 実 豆 も お 客 様 の 仙 担 に が り ま す 。 
aa 記載 メニ ュー か が ら 地 の メニ ュー に 変更 させ て いた く こと が 部 


男 天 伝 や 季節 に よる 食材 の 仕入れ へ の 丸 や レス トラ ン の 事情 で 記載 メニ ュー の 全 更 や 、 提 慌 日 が 変わ 
る る こと が お おり ます 。 昼 食 忠 メ ニュ ー を 心 食 で で 提 必 する こと が あり ます (その 逆 名 曹 志 )。 

も さ 休業 等 の 現地 事情 で 、 同 等 マラユ ス の 他 の レス トラ ン に 計 更 する こと や 、 提 供 日 が 変わ る こ 

較 「 ホ テル 内 レス トラ ン 」 と 記載 し た 食事 は 、 ご 宿泊 ホテ ル の し レスト ラン を ご 利用 いた だ きま す が 、 体 業 半 

で 、 同 等 ウラ ス の レス トラ ン に な る こと が あり ます 。 

圏 志 子 様 と ご 参加 の お客様 に は 、 過 子 様 の 入場 制限 が ある し スト ラン 、 デ ティナ ー シ ョ ー を 選 幣 用 号 場 昔 、 民 
百 し スト ラン に ご 宮内 培 せ て し 1 た だ く こ と が が あま す 。 

男 ホ テル の メイ ンダ イニ ング や 格式 の の 高い レス トラ ン は 、 軽 装 (「 ジ シャ ツ 、 ジ ゼーン ズ 、 ス ニー カー な ど ) で は 
選 利 用 いた だ け な い こと が あり ます 。 こ れ ら が ツア ー の 食事 内 容 に 宮 ま れ て い 全 場合 は 難 日 程 表 ( 台 は 
昔 コ ー ス 中 己 案内) に 記載 し ます 。 





( 昌 ) 市 内 観光 


圏 現地 事情 に より 観光 順序 が 変更 に な る こと が あり ます (変更 補 情 苔 の 対 外 で す )。 

田 衣 設 の 休 人 、 天 候 . 現 地 事情 、 交 通 機関 の 事情 等 に より 、 観 光 曽 所 や 実施 日 が 変更 に な る こと が あおり ま 
す 。 そ の た ゆめ に コリ ー タ イム の 時 間 が 短く な る こと が あり ます 。 

一 美術 品 、 歴史 的 建造 物 の 監 賞 ほ 修 細 や 、 舎 出し 等 の た め 、 ご 覧 いた だ け な いこ と が 衛 り ます 。 

画 寺 院 、 宮 虹 等 中 入 場 観光 は 、 詩 教 行事 、 国 家 行 吾 衝 で 施設 へ 入場 が で き な い 場合 が あり ます 。 そ 功 場 苔 
は 下車 観光 に 変更 し 実施 し ます 。 ダ ルー ゴブ 和 場 が 制限 され て い 右 等 の 理由 で 、 施 設 内 で ガイ ド 巣 務 が 
で き な い 場合 は . 昔 自 で 観光 を し て いた だ 寺 ま す 。 

較 美 術語 、 博 物 館 で は 入場 時 に 並ん で お 持 台 いた だ く こ と が あり ます 。 情 吾 時 間 が 長 時 間 に 茂 貞 と 予測 さ 
れる 場合 は 、 蛋 中 壮 術 館 、 博 物 師 に 変更 する こと が あま す 。 

本 、 遂 常時 の 時 間 ( 下 車 - 入 場 観光 、 艇 策 、 観 光秀 所 へ の 移動 ) を 合わ せ た も の で 目 





本 肌 光 箇所 に よっ て は 、 玩 通 規制 上 の た め 、 醒 れ た 場所 で 下車 し て いた だ きま す 。 そ の の た め に 観光 遼 所 まで 
RA ・ 公 共 の 交通 機関 (タウ シー、 地 下 鉄 、 語 緑 パス) を ご 利用 いた だ く こ と が 
り 


較 操 バー ジ で 掲載 し て いる 写真 と 同じ 景観 を ご覧 に な れ な いこ と が 5 ます 。 
(1 ロロ ) シ ョ ッ ピ ング 





瑞 お お 客 様 の 再任 に お いて 十 全 注 意 し 、 ご 購入 くだ さ し !。 商品 の 確認 、 レ シー ト の 受け 取り ロ 存 お 忘れ な く 。 当 
社 は 商品 の 交 損 、 返 品 等 の お 手伝い は いた し か ね ます 。 

園 ワシ ンド トー 黄 約 叉 は 国内 諸 法 矯 に よっ て 、 日 本 へ 持 了 央 みみ が 禁止 底 れ て し 1 人 る 品物 が ご ざし! ます 。 

一 お お 客 様 の 便 定 を 図る た ゆめ 、 観 光 - 送 迎 中 に 土 雇 店 に ご 案内 する こと が あり ます 。〒 モ の 場合 は 、 吾 日 程 表 桑 
性 畔 で 土産 物 店 の 立ち 寄 回 数 を 表示 し ます 。 ( 体 柄 場所 . じ スト ラン 、 鶴光 能 設 に 併 読 され た も の は 隊 
く ) 志 、 こ れ は 入 店 や 購入 在 強 吊 す る も の で は 市 品 ま せ ル ん 。 土 雇 物 店 に ご 案内 で 寺 な い 場 苔 は 参 程 低 
証 変 更 補 慣 釜 中 支払 し 対象 と な り ま せ ル (特定 中 土 産物 店 へ の 入 店 を 目的 と し た ツア デー を 除く )。 

軒先 税 払い 戻し は 。 お 客 標 ご 自身 の 責任 で 行なっ て いた だ ぎ きま す 。 玉 法 は 土産 店 、 宰 港 で ご 叫 認 くだ さ 
し 1。 語 入 昌 は 路 ず 手荷物 で お 持ち くだ さい 。 空港 混雑 、 垂 細 ぎ 了 間 な ど に よっ て 払い 戻し 手続 寺 が で 
な し 1 場 育 が 志 中 ます 。 

( 11) 追加 ブラン 

硬 本 休 ウ アー に 追加 で お 申し 込み いた だ け 古 音 種 サー ビス の コ ち 「 ブ ラン 」 と 表示 し た も の は 、 当 社 が 企 
画 実 熊 す 多英 集 型 企 画 旅行 の 一 部 と な わり ます 。 現地 発病 ブラ ン を 除き 、 ゴラン 単 理 の お 申し 誠 み は お 
受け いた し が ね ます 。 取 消 の 際 は 。 本 体 ツ アー の の 出発 日 を を 基準 と し た 当社 筐 集束 企画 旅行 の 楽 件 書 に 
定 訪 名取 消 料 が 要 で す 。 

古 「 ル ー ム アッ プ ヴ レー ド / ホ テル アッ ゴザ サレ リー ド ]」 を 変更 や 取消 され る る 場合. 本体 ツア ー 上 旅行 代 低 と 吾 ゴ 
ラン 追加 民 番 を 合わ せ た 総 語 に 対し て 、 本 体 ツ アー の 出 因 日 在野 洲 に 取消 料 在 通用 し ます 。 

較 「 一 人 部 屋 利用 ブ ゴラン (一 人 部 屋 追加 代 全 }」 「 国 内 緯 特別 追 人 代 釜 〔 国 内 線 特 別 代 釜 プラ ン )」 [観光 
ラン 」 「 食 事 コ ラン 」 は 、 取 道 対 象 と な る ゴラン 追加 民 全 に 対し て 、 本 体 ツ アー の 出発 日 を 時 準 に 取消 料 
存 週 用 し ます 。 

ro . 既に 航空 芋 在 償 行 し て い 宮 場合 に は . 別 克 画 発券 に 関わ る る 費用 を 請 玉 する 場 


(18) オプ ショ ナル ツア ー (オプ ショ ナル ツウ アー 掲載 バ ページ の ご 案内 を お 読み くだ さい ) 








旅行 企 - 実 施 会 社 が 所 在 する 国 - 地 域 の 法律 に 準 換 し て 実施 され 、 当 社 の 旅行 条件 は 適用 され ま 


に 難 旅 行 企画 ・ 実 能 靖 社 が 定 庫 る 取消 料 や や 要 更 料 等 が 必要 と な 如 場 合 が 
ロロ ます 。 


(13) 添 乗員 * 現 地 係員 ( 乗 員 同 行 の 有無 は 癌 日 程 表 茶 件 棚 を ご 覧 くだ さい ) 


ーー と 同じ パス で 観 介 : 送 更 天 在 う 協 冶 . 1 名 中 添 重 員 が 複数 の ツウ アー 中 添 鼻 華 務 を 
し 、 お 世話 古 せ て いた 症 く こと が あり ます 。 
還 活 押 抽 の お 衝 補 へ の 入間 は 央 用 と し て 日 時 が か らら ロロ 時 の 間 で す 。 労 剛 大 準 法 に 凶 り 、 対応 時 間 帯 
内 に 一 定 中 体重 時 間 直 選 宜 取 補 培 せ て いた だ だ きま す 。 


( ] 生 ) そ の 他 








画 電 子 た ば ご. 加熱 式 た ば この の 持 込 在 制 限 し て いる 国 : 航 空 芸 社 が 吉 り ます の で ご 出発 前 に 難 ホ ー ム ペー 
ジ な ど で ご 自生 で ご 確認 くだ き し い 1。 

男 ア メリカ: カナ オダ で は 桂 末 ル ー ム の 割 冶 が 非常 に 両 く 、 民 埋 引 一 ム の 選 希 望 は お 翌 け で きま せ 上 (一 部 

直 テ ル は 全 室 - 全 全 対 酔 と 尋 り ます })。 ま た 誠 坦 ル 一 ふ は 下 剛 階 お 部 屋 が ほとん ど で お 部 屋 が らら の 量 
間 が 損なわ れる 場合 が あり ます 。 ま た 、 禁 灯 ル 一 ぬ で の 竹 は 市 テル に より 高井 な 名 並 が 課せ 王 れ る 場 
苫 も あり ます 。 ほ と どの 地域 で は 市 チル ロビ ー、 ホテ ルル 客室 (ベラ ンダ を 斉 吉 )、 レ スト ラン 、 バ パー や 人 沼 
共 の 場所 で も 喫煙 が 施 ゆ られ て お ませ 上 。 

田 ナ イア ガラコ ォ ー リ ルズ の ジッ ナイ アガ ヨ で は 1 日 歳 未満 の 方 ほ 入場 及び ば プレ ー は で きま せん 。 ま た - 
ラス ペ ガ ス の カジ ッ で は ら ] 歳 末 清 の 方 は プレ ー、 入 考 で きま せ 上 。 

環 スペ ゴ ガス. アメ ロカ 天 自 舌 エ リア ホテ ル 、 オ イア ガラコ コ ォ ー ル ルズ の 市 テ チル で は ポー ター サー ビス が 
宮 ま 和 れ ま せ 上 。 ま 左 一 部 地 域 評 び カ ナダ の 員 カ ラス 上 下 軸 示 テル で は , 時 間 帯 に よ 品 、 悼 一 一 下品 
の 放 に サー ビス を 提 人 慌 で き な い 場合 、 庫 い は 大 幅 に 時 間 が か か る と 予想 きれ 名 場 冶 が 吉 中 ます 。 モ 
の 査 は . お 客 様 ご 自身 で 手荷物 mm 運搬 を お 願い する こと が ご ざい ます 。 

還 特 に 夏季 に お し て 南 来 で は 室内 の 冶 計 が 絢 ぎ きす 寺 て し 1 て 体調 を くず すこ と が 折り ます 。 晴 手 の ジャ ケッ 
ト 世 カー ディ ガン を ご 用 意 く だ だ 寺 し !。 一 方 で 畠 崩 や 生活 習 要 に よっ て ホ テル 、 レ スト ラン 、 列 車 . バ ス 等 
に 沙 房 設備 が な いい 地域 も ご ざい ます 。 

本 南米 者 国 で は 、 ホ テル 、 レ スト ラン 時 の 屋内 で 光 が 豆 じ られ て お り ま す の で 注意 くだ さ L1。 思 反 者 に 
は 罰 董 が 課せ 王 れ ます 。 

画 高 山 病 に つい て (PE ロー 日 } 

貞 山 病 は 、 橿 高 の 高い い 場 所 で 空気 中 の 醒 東 還 度 が 区 下 し 、 体 に 上 ほ す 肛 器 電 言 いま す 。 入 に より 症状 
と その 程 礎 は さま ざま で す が 、 暴 型 的 な 症状 ば. 頭痛. 吐き 雷 . 友 まし !。 手 足 の お くみ な ど で す 。 予 防 に 
は 、 暴 飲 食 、 瞬 煙 、 楓 酒 を 避け 、 ゆ っ コ く ロ ど 行動 する こと を 中 が がけ まし ょ う 。 替 段 か ら 胡 康 の 枯れ な い 方 

ee ーー お 申込 みく だ さい し!。 

ロラ 
一 般 前 に 周辺 が 暗い 新 月 相 訟 の 記 が 主 い 交 の オー ロラ で も 見 る こと が で きま す が 、 満 月 号 後 に は 潮 月 
と オー ロラ の 雇 酒 と いう 紀 租 的 な 光景 を 選 臣 し いた 正 け ます 。 
x・ 斗 月 呈 日 : n1 昌 年 1 ロ /11、 ロロ 年 1/1 ロ 、 選 / 昌 、 ヨ / 昌 、 コ アア 
・ 新 月 の 日 : B ロ 1 日 年 1E/ 己 弓 、 G ロ ど ロ 年 ]/ 己 4、 己 / 己 。 ヨ / 己 4、 旨 / 己 


で 特別 在 配 下 違 要 と する 記 中 お 申込 力 に つい て テ 

お 客 様 呈 状 況 に よっ て は 、. 当 初 手 配 内 宜 に 芝 ま れ て いな い 1 特 別 な 配慮 措置 が 選 要 に な る 可能 性 が あ 

0 る る 方 は . 己 相談 させ て し いい た だ きま す 功 で 係員 に 悪 吾 
に じ !。 





画 日 程 表 の 見 記 
午 時 間 帯 の 目安 





早朝 | 朝 
QHiOO 05i00 8 1 慌 人 師 :00 33: 加 0 OO 
贅 難 日 得 事 記載 還 発 症 野 鹿 、 時 軸 帯 は 予定 で す 。 奉 押 、 云 喜 、 曜 日 、 市 テル 立地 等 本 現 申 事柄 下 術 空 画 ステ ジュ ー 紀 
に よっ て 前 欄 す 包 こ と が あ ロ ます 。 市 子 此 の 出発 時 刺 等 . 詳細 え ケ テ ジ ゼ ュー ル は 下載 で ご 室内 いた し ます 。 


等 マー クタ 
国 : 出 区 の B ロ BEI 凍 まで に 名 竹 ま た は 


: 語 生 長 が 同行 
す 雪 コー スネ で すす 。 


ビザ キネ エラ ユ 了 抹 
民 基 t 計 妨 民 秋 ) 毛 記 
団 意 も た コー エメ で 本 。 


還 2 半 6 人 山上 の 和み が ご 予約 酒 乗員 
呈 記 電 亡 LTP1I ザー 意 憶 行 * 

隔 6 時 0 な: 机 コ に 2 ご 

け 飛 行 機車 (( ス 、 パ ン な ど ) 中 列 車 高 船 崩 

本 機内 食 時 朝食 回 昼食 回 多 食 食事 な し 


ーー クー 
オプ ショ ナル ウッ 





ii 村 種 証 中: 系 桂 種別 詳細 


幸人 : 江 外 ソ デー - 詳 細 画 面 -・ 湯 吉 商 品 答 昭 … 造 加 可 能 商品 一 覧 (利用 日 / 素 材 種別 / 素 材 種別 詳細 を 設定 ] ・ 


検索 一 表示 (在庫 を 調べ る 場合 } 当 計 項 目 を 選択 し . 予 約 可 能 表 を ウタ リッ カタ 
平 絢 : 海 外 手 約 旧 帳 一 行程 下 撮 首 一 才 ブ プション また は ブラ ン を 追 吉 す る 一 追加 可能 商品 一 覧 一 (利用 日 / 素 将 種別 
昧 材 租 別 詳細 を 設定 ) 一 蛋 雪 一 予 交 
UE た 下 計 理 外務 前 碧 帳 一 行程 下 操 必 一 見 柄 け 品 リ ウエ スト 一 手配 依頼 一 
ティ ナリ 拓 和 株 四 丸 力 と 手配 内 容 を 明記 
皇 計 予約 台 帳 一 予約 関連 男 手 一 手配 メッ セー ジ 四 登録 礁 章 


洲 国 セキ ュ ア フラ イト プロ ゲラ ム 実 施 に より 、 予 約 時 に パス ポー ト に 了 本 載 され た 氏名 、 生 年 月 日 、 性 副 が 必ず 必要 | 
と な り ま す 。 特 に 生年 月 日 に つい て は 性 別 、 名 前 同様 に 正確 に 入力 を お 願い いた し ます 。 





(利用 日 / 開 始 時 刻 / 方 面 / ア デイ 








お 申し 迄 0 紀 謀 、 別 着 


詳し い 旅行 系 件 存 説 明 し た 「 海 外 集 型 企 


縮 性 書 」 を 吾 選 し いた し ます で 


*、 前 に 記 本 本 本 上 。 刀 申し 込 く だ ささ し! 





ご 旅行 楽 件 (人 約 ) 


再 瑞 陳 加 下 画 帝 行 現 交 
1 に 中 褒 行 は, 尾 旨 本 靖 行 以下 「 当 福 」 と rr ます 。1 正 画 野 素因 枚 す る る 大 行 で 凍 口 . こ 
藤 行 に 加 され 促 お 客 様 ほ 当 社 と 氷 峡 型 正 画 龍 行 製 生 [ 告 「 了 行 航 約 』 と し 1L1 生 すす 。 索 
締 本 る る こと に 豆 唱 ます 。 
( 己 ] 裁 生田 約 目 内容 - 柴 攻 ほ , 箇 還 店 千 .』 に ッ ブレット 。 名 講 お 下す 司 席 行 匠 書 . 率 其 行 出 
人 


重 龍 行 中 
( )8 守 の 店 に 近 の 事 を の 下記 町 - 量 迄 人 ( お けど け ) | 
申 誠 副 奄 七 て 再 申 迄 才 い 1 た 定 吉 直す 。 曲 込 和 は 「 師 行 選 千 」 ー 

「 了 的 料 の を れれ 一 朗 束 た は 全部 と し て 各 撤 い 


( 己 ) 当 社 避 は 。 電話 - 都 陣 * ロウ ミリ そ の 前 の 夢 手 緑 に 旅行 中 忠和 放 葉 
は け 付 け ま す 。 こ 中 呈 語 , 予 絢 時 上 で で ほ 酸 約 計 庶 長 し て 戸 避 すず 当社 己 が 予約 中 承 語 面 夫 通 
の 琴 日 か ら 起 外し て 3 日 以内 に 、 当 社 らら に 中 治 書 の 殿 出 と 申込 公 払 い を 行っ て 
(8) 凡 所 直入 革 た お客 位 の ロー マ 字 事 を 記入 さ れる 記 に は ご ご 了 和 に 覗 用 天 
れ 括 玉 ポート に 記 軸 区 れれ て も 1 司 通 ロ に ご 記入 定 壮 も り 。 下 本 氏名 が 調 っ て 応 補 和 れ 諾 
夫 店 は . 再 標 本 曽 可 堀 苔 に 指 世 。 交 語 手 路 剛 大 い 諾 定 寺 ます 。 沿 , 運 策 - 泊 幅 問 四 軸 情 
に よせ は . 攻 者 上 の 町 正二 向 ロ れ 下 、 疹 行 朗 約 鯉 障 い た だ てく 場合 還 両 牌 本 。 と て 呈 電信 に は 独 
人 

香合 行 加給 中 

Lo ら り 9000 の 導い 申 誠 工 存 婁 額 し た 晴 に 成 豆 すす 品 守 中 と し ます 。 


旭 請 行 氏 番 中 お 二 8 
上 行間 申 日 の 前 邊 か ら 時 責 し て . 寺 が 本 放 コ エ BC 日 還 に 上 た る 日 以 有 る ら 日 当 た 自 
(IM 下 「 星 雷 日 ] と し しり 中 す 。) ま で に 選 支 語 し いし LV に だ 理 要 す 


回 】 骨 外 鼻 集 弄 


K 行 幸 匠 書 ] は 当社 ホー ムペ ー ジ htthg //WwW.nta.C ロ . 


黄 証 講 の 朋 際 

杏 千 嘩 は 。 い コモ も 選 下 に 定 天 果 靖 幸 記 天宮 缶 し UL に だ くに と に より 。 稼 行 軸 将 宅 症 陸 す 名 
に と 者 出来 寺本 。 な 革 ,「 評 行 里 約 本 解 本 期日 」 と ほお 暫 様 天天 申 穫 店 中 合 昔 日 : 党 近 時 間 
内 に 醍 本 『 る る 男 在 お 申し 由 LM に だ だ じい 侍 時 を 中 準 と し 謙 すす 。 


人 

1_ 馬 取 壮 笠 ( お おけ と り 
NOW9aBOWBpSRWLC ビー 誠に 参 行 宮 開 早 す 司 需 昔 - LN 
] 下 本 ほっ て . 引 日 目 罰 中 ( 指 円 を 上 有 」 


| 1 日 目 に お た る 日 まで ピー ク 誠 民放 に 席 行 思 賠 路 す る 場 至 : 詩 翌 
謙 行 民 人 三吉 ロ 互 円 引 上 1 ロ 五 円 
1 座 行 民 琶 再 は 品 円 計上 ロロ 円 素 滴 : 王 証 円 


な が 上 の ほっ て 。 所 目 に 生計 日 lg 上 ロロ 王 円 来 滴 


| 呈 15 日 目 に 吉 た る 日 まで 診 行 華 芝 二 1 ロロ 円 区 旧記 円 赤 滴 : 己 本 円 

| 陰 抹 民 曹 1 器 王 円 赤 油 尊 行 代 正 中 ロ 撮 
| 郊 生 本 申 日 中 前 日 本 コ 記 較 て 

| で か ほっ て 。 | 引 日 目 に あ た に や 日 | 参 行 代 普 中 B ロ 季 

EE 下 

| 朋 抹 時 時 日 吉日 T 民 董 呈 ET 聞 

上 EEE 中 ば 陰 行 開 臣 各 和民 富 の 9 10D9 

き 叶 ビー の 凍 ] と は 。 1giSCay17E* で 電卓 ロ J 日 か ロロ 日 日 まで 叶 せ 朋 に ETp 旭 ヨ 1 日記 で 間 LlL ま す 。 
Pr ンー 貼 前 

当 柱 は は. 宮寺 げ る 喝 合 に お 事 い て 、 稼 生 開 昌 章 に 疹 行 明生 を 解答 する こと が 高 ま す 。 ご 中 
厩 に 収 要 し て し いる 良行 人 多 (走る い は 中 和信 本 革 橋 電 反し 属し しい た に 下す 。 


1 お宮 竹 G 曽 が 難 コ ー テ に 記載 し た 時 必 餅 行人 ん 同 に 間 し な が コ に と きこ 相場 古 当社 は 





販 李 * 呈 和 所 * 訪 に れ 記 音 


参 抹 開 素 日 本 前 日 司 起 還 し て さき が 本 ほぼ っ て と 日 目 【 前 項 注 1 に 否定 す る ビー 還 に 
こつ 8 則 目 590 に に 命日 よ 唱 草 に 片 行 宮中 止 す 富 百 窟 再 宮 
(1 天 周 玲 吉 . 居 潮 。 届 本. 運 迄 - 男 折 則 開 符 机 用 抹 サービ 江 提 人 対 中 中正, 宜 早 則 四 閣 芝 
匠 本 当社 中 開 与 し 間 邊 い 也 由 に よ ま P。 架 困 下面 に 記 瞳 し た 座 抹 日 租 に 避 コ 証 稼 行 
妻 芋 が コ 円 悼 主 地 志 下 可 愉 と 下品, 豆 は 平 可能 と な 古志 それ 隆 店 で 二 き いい 上 寺 。 
一 較 .… 日 程 に 宮寺 和 れ 尼 申 拭 に つい て . 計 環 半 か 王 「 握 重 呈 星 葛 を 本 対 し て そ さだ きも 」 以 
の 
醒 当 壮 貞 趣 詩 年 国 
吾 宮 内 が 吉 に 揚げ 呈 よう 下車 四 に よ 口 摘 軒 守 填 巳 和 れ て モモ 当社 は 青 任 由 し い 軸 寺本 。 
すり 当社 交 は 科 社 中 手配 民 森 付 中 夏 恒 は 選 箕 が 証明 され た と 村 は 。 に 品 昌 は 
っ] 
1 天池 暫 起 . 古 動 豆 上 は これら 中 た 軌 に 年 友 稼 行 日程 還 玲 更 も て ほ 隊 行 本 中 目 
1 - 蛋 折 埋 開 時 征 サ ー ビ 式 理 惜 西 中 正宮 
1 3 刀 本 豆 は 外国 直人 四 中 税 入 、 半 国 出 入国 提 拓 
ュ ほ 還 染 痢 に よ 才 同 末 . 双 は これ に よっ て 生じ 第 行 日 程 中 訟 更 . 走行 中 中 止 旨 自 
行 馬 中 中 車 孝 ま 再 中 再 選 回 送 職 開 中 運 下 . 衛 通 、 ス ケ ジ ュ ー ル 写 更 、 評 語 窟 要 
ど 。 宮 は ご これ 拍 に よき て 生 下 居 稼 行 日 程 上 鶴 要 司る て は 目的 亜 滞在 時 間 の 本 園 


可 特 党 | 六 

叶 細 が が 弄 便 正 画 障 桂 募 則 中 に 草 楓 が ー 則 問 吾 対 雪 中 理 前 に よ 生 圧 . 身 仁和 また は 
手 商 物 に 破っ た 一 足 凸 揚 寄 に つい て . 記 本 征 前 球 特 前 二 畠 更 可 に よせ 年 亡 欄 橋 若 . 
取 分 妥 笠 。 ーー 画 行 時 に 和合 摘 書 補間 区 在 嘉 拓 L! 邊 本 。 


mdnEsitr 
Rui 年 了 同 1 占 在 量 議 し て いい 寺本 。 ま た 。 貞 生 代 普 は ロロ 1 日 年 月 

1 目 量 在 誠 婦中 と し て 直言 れ て も 宮前 宰 還 買 * 適 用 在 則 貢 は ヨロ 1 白 年 月 1 目 現在 
画 土 交 通 大 訪 に 郡 幅 申 請 中 中 新 補 軍人 机 用 上 朋 理 基 準 よし て 貰 出し て いい ます 。 




















、 ニー_ . が 支払 方 法 は 、 ク レジ ッ ト カー ド 、 銀 行 振込 、、 
来店 決済 が お 選び いた だ け ま す 。 


吾 ツ アー。 出 全日 店舗 に 上 よ コ て 再選 fi た だ 昌 在 紀生 が ご ざい い ます 。 






お 申込 み は 店舗 ・ イ ンタ ーネット ・ お 電 詰 で ! 
示す 店 舗 に て ご 相談 ・ ご 予約 





https://www.nta.co.jp/jump/shop.htm 


1 


ゴリ シ ター - ネ ッ ト で ご 予約 itpeWwwwuneho cojp EPCGs 旨 


ホー ムペ ー ジ で は イン ター ネッ ト 限 定格 安 ツ アー や 
季節 ご と の お すす め 情 報 も ご 紹介 し て お り ま す の で 、 是 非 ご 覧 くだ さい 。 


ツア ー を ご 検討 中 の お 客 様 は … 
「 日 本 旅行 ホー ムペ ー ジ 」 に 


お 越し くだ さい 。 ツア ー ど 予約 の 際 は 、 
IE ンー ンー ーー だ け ま す 。 


「 バ ン フ de 予約 」 を = 利用 < だ さ ぃ 。 
出発 日 と ツア ー コ ー ド を 入力 する だ け で 、 
空席 照会 & 予 約 が 可能 で す 。 


(は ルン ワ de 約 [ 記 外 ツアー] 補 席 束 信 8 予約 





指 帯 スマ ホ か が ら 
上 革 還 因 詳 由 樹生 に 本栖 提 還 あす 


画 出 覆 則 


- 軸 月 | 丁 m 日 
面 補 ザ ー ヨ ー ド 月 属 


店 舗 変 更 は 
「 取 扱 店 舗 を 変更 する 」 
ポタ ン を クリ ッ ク ! 











店 苦 店 桂 瞳 価 恒 岳 徹 理 者 と ほ . 過 富 陣 相席 生 を 耶 屈 ヨ 支 店 [ 二 欄 所 1 で 中 
取引 圭 に 関電 名 責 寿 者 で す 。 こ 中 馬 行 製 絢 に 関 む . 担当 莉 号 可 瑞 明 に 
で 午 明 在 貞 直 再 抽 謀 。 鹿 半生 下記 思 困 斑 秩 媒 者 た お お 國 下 間 し 


更 お 問い 合わ せ ・ お 申込 み は 下 記 へ 。 


本 戸 . 


1 7 トラ ベル ワー ルド 株 式 会 社 
TTY サエ ッ ル よう 代 4 了 5 ルイ | 


クン タタ テ アテ 812-0044 福 岡市 博 目 29 
EMMAIL: fuk っ orm 


FAN:097-6332746 
ー 本 一 男 松浦 明子 


パン フレ ッ ト を お 持ち 帰り いた だ いた 店 舗 の 連絡 先 き 
日 本 旅行 東京 予約 セン ター 日 本 旅行 東北 東北 メ テ ディア トラ ベル セン ター | 


ま 少 0570-200002 22-262-5111 


癌 一 還 西 過 坪 話 が 王 ほ 
| 慎司 ロ R Il 
EEEEIEN 
平日 引 ロ ー 1 アロ 土 : 卓 : 授 目 : 境 恒 還 恒 華 』 
直 韻 衣 行 玉 秒 還 缶 理 書 室戸 一 氏 





03-3514-30656 


URL: wwww.twjpmn. と ロ m 


TEL092-633-2780 
夫 合 旅行 業務 取扱 管 理 者 


* 肢 約 時間 
平目 所 ヨロ ー1 提 ロ 土 持 * 補 時 ロー1B:PRY 年 末年 岬 譜 } 
経基 郊 桂 時 政 取 陳 管理 者 : 申 十 生 格子 


日 本 衣 行 大 阪 予 約 セ ンタ ー 議 日 本 旅行 名 古屋 予約 セン ター 


マク 0570-666-155 マウ 0570-666-501 


* キ 一 所 DIP 和 電話 がら は 一 部 IP 直 恋 がら コ は 
ーー 06-6347-181 1 ーー コ 052-855- マジ アザ 


て 庄 付 時 間 * ( 庄 装 時 則 # 
茎 日 時 ヨロ ー 1 アロ (年 末年 参 醍 』 


賠 
茎 月 1F ロ ロー- 1 ロ ロ ( 年率 年 正 床 請 】 
國 音 館 行 宣 千 取 井 紀 理 着 - 環 出 避 帆 店 首 区 行 万 隔 葉 投 臨 理 者 : 二 東 還 






@ 赤 行 企画 家族 ー ンー 
株 式 会 社 日 本 旅行 
東日本 海外 旅行 統括 部 / ) の 基 947jR 19-159 15 


. - ボ っ F 証 半 員 
〒131-B5B5 東京 者 因 田 区 坦 財 1-19-8 リバ ー サ イド 限 田 障 * 

観光 店 長官 登録 旅行 業 第 2 号 
一 般 社団 法人 日 本 搬 行 業 協 会 


VEGETABLE 
罰 ME 





UEU 昌 1 


施 行 坪 党 正 取 避 
員 


FSC 
十 二 区 會 


正 傘 員 F8C* 


